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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ









「ふふっ、今日はツイてるわね」

　冷たいウーロン茶を飲んだ氷が、グラス片手に窓を見上げてそう呟く。

　それは夏休み初日のことだった。

　土曜日の午前、普段の放課後と同じように生徒会室で業務に取り組んでいた氷室と俺。現在は丁度作業が一段落して、ホッと一息入れているところだ。

　副会長席で同じようにお茶を飲む俺の視界に映るのは、クールにティータイムを嗜みながらも、心の底から湧きあがる喜びを隠しきれないとでも言うように口角を少しつり上げる氷室──なのだが。

（なんで、なんでなのぉおおお!?　うぅ……不幸だわ。夏休みの初日からこんなアクシデントに見舞われるだなんて……）

　けれどその心の底とやらは、その表情とは相反して酷く落ち込んでいる様子で……。

「ど、どうツイているんだ？」

　氷室の心中を察しながら、俺はおずおずと尋ねてみる。

「ええ。だって今日の夜行われる予定だった花火大会は、この大雨を受けてあいにくの中止。つまり巡視予定だった私達は、仕事をせずに家でゆっくりしていられるのよ。これは喜ばずにはいられないでしょう」（嫌、嫌よそんなの！　楽しみにしてたのに、せっかくツイッターで去年の情報や画像を集めて、絶景スポットを陣取る準備は万全だったっていうのに……うぅ、私と田君の夏の思い出第一号が……）

　視線をザーザー降りの外から俺に移し、賛同を求めるように微笑む氷。だけど無自覚にも、グラスを持つ手が微かにわなわなと震えていたりするのがちょっとかわいい。

　ひょっとするとここは、彼女のそんな意地っ張りな部分を汲み取って賛同してあげるのが正解なのかもしれない。それでも、ナンナからもらった「氷室涼の本音が聞こえてくる能力」のお陰で氷室の激しく落ち込む本音をしっかりと聞いてしまっている俺には、そうすることができなかった。

　……だって、楽しみにしてたのは俺だって同じだったし。

　すると、引きつった顔で返答に悩んでいた俺に、氷室は楽しそうに尋ねてきて、

「あら？　もしかして田島君の方は私と同じ気持ちではないのかしら？」

「そ、そうだな。……んー、氷室が花火大会の中止を喜んでいるってなら、同じ気持ちではない、かな……。朝、窓の外の景色を見て思わずため息が出たりとかしたし」

　心と心は同じ気持ちなんだけどなぁ……。

「やっぱ氷室の浴衣姿が楽しみだったってのもあるし。直前になっていきなりお預けをくらうってのは、すっごい残念ってか、こう心にぽっかり穴が空いた感があるよ。次に浴衣姿の氷室に会える機会は……半月後くらいにある夏祭りの巡視か──近いようで遠いな」

　ふと七月頭に夏休みの予定表をもらった時のやり取りを思い出す。あの時の氷室は心の声で学生服か浴衣で悩んでいたけど──今ならはっきり断言できる、やっぱり俺は氷室の浴衣姿が見たいと。

「はぁ……呆れたわ。なんで貴方の頭の中では私が浴衣姿で行くことになっているのよ。浴衣なんて着て行くわけないじゃない。いいかしら、これらは巡視であって、決して遊びで行くわけじゃないの。そこのとこ、勘違いしているのでは困るのだけれど」

　深いため息をついた氷室が、指先をピンと立てて厳しい顔で注意をする。

（なるほど！　田島君は浴衣姿の氷室涼葉をご所望なのね。承ったわ。次のデートまでにはとびっきりかわいい浴衣を用意しておくから、楽しみにしていてよね。うふふっ）

「お、おう……そうだったな。気を付けるよ」

「ええ、是非よろしくお願いするわ。見当違いの期待をかけられる私もたまったもんじゃないもの」（うんうん、次の夏祭りの巡視では、サプライズで驚かせるってのもアリよね♪）

　自重しろとの厳しい視線。でもその裏では、他ならない俺のためにおめかししようと張り切ってくれてるっていうんだから──やばい、嬉しすぎて気を抜けば顔がにやけそうになる。

「ま、でも──来月の恋祭りには生徒会のお仕事としてではなく、あくまでもプライベート──遊びとして行くのだから、そこは……別に浴衣で行くのも、構わない、のよね」

　まるで独り言のように、氷が明後日の方を見ながらそう言った。ほんのりと上気した耳に、心の声が一致したまぎれもない本音の言葉。

　それはきっと氷室にとっての精一杯のアピールだったんだと思う。心配しなくても浴衣姿を披露する機会はちゃんとあるからっていう──不意に心が温かな感覚に包まれる。これって……「デレ」だよね!?　すっごい嬉しいんだけど！

「ふふっ、でもこれでちょっとわかったわね。なんで花火大会の日がこんな季節外れの大雨に見舞われてしまったのかが」

　が、即座に氷室はその照れを隠すように笑みを浮かべると、再び普段の毒舌モードに戻ってしまった。うーん、残念。もう少しだけ見ていたかったなぁ。

「は？　どういうことだ？」

「あら？　わからないかしら。ようするにこの天気は、私の浴衣姿を見るのが楽しみで仕方なかった田君の日の行いが悪かったからこそ、起きた天罰の可能性があるってことよ。ふふ、私にとってはこっちの方が寧ろ喜ぶべき状況なのだから。神様はちゃんと見てるってことね」（二日前から天気予報が急に今日の天気が怪しいみたいなこと言い出したから、私、ちゃんとてるてる坊主まで作ってお祈りしたのに、なのに、こんな──もう神様のばかぁ）

　えっ、なにそれなにそれ、そんなことしてくれてたの!?　一生懸命てるてる坊主を作る氷室の姿とかめっちゃ見たいんだけど！　こう出来上がったてるてる坊主を前に「晴れろ～晴れろ～」とか熱心におまじないをかけてくれてたりとか──

「ま、恋来祭りの日もこうなったら面白いのにね。ふふ、私にとってはどっちでも構わないのだけれど。貴方って幸が薄そうだから雨じゃないかしら」（むーこうなったからには恋来祭りは今日の分まで──その倍プッシュでいっぱいいーっぱい楽しんでやるんだから！　神様お願い、恋来祭りの日はぜったい、ぜーったい晴れにしてちょうだいよねっ！）

　茶すような笑みを浮かべクールに振る舞う氷室が、心の中では悔しさをバネに熱意を滾らせる。

「そ、そうか……なら、そうならないよう、せめてスタートラインには立たせて欲しいって、あらかじめ縁神社にお参りしとこうかな」

「ま、無駄に足いてみることね」（私も私も、今度こそしっかり頼むって、帰ったらてるてる坊主にお願いしておくわね）

　そう言うと、氷室は柔らかな笑みを浮かべた。

「当日がどうなるか──ふふっ。恋来祭り、とっても楽しみね」

　その台詞は、もしこの場に第三者がいたならきっと皮肉にしか聞こえなかったのだろう。仮にそれが砂だったとしたら「またあんたって人は──」と苛ちを隠すことなくぶつけていそうだとつい苦笑しそうになる。

　でも、今の発言には心の声が聞こえなかった──つまり、まぎれもなく氷の本音だ。

　天候云の話ではなく、恋祭りでのデートを心から楽しみにしていると。

　そして、それを聞いた俺は──背中に冷や水を垂らされたように、ビクリと固まってしまったのだった。

　本当なら嬉しい、その不意打ちは反則かわいすぎる──だとか、普段の俺なら心の中が溢れんばかりの充実感で満たされていたに違いない。

　だけど、今回だけはとてもじゃないがそんな気分にはなれなかった。

　何かというと、今度は本当に氷室とは同じ気持ちではなかったのだから。

　雨天中止になるのなら、それはそれでアリだと思っていたから。

　寧ろそれこそが俺の一番望むべき結果かもしれないと感じたから。




　そう、俺は只、とある事情によって氷室から誘われた恋来祭りのお誘いをどうやってわだかまりなく断るべきかについて、ものすごく頭を悩ませている最中だったのである。






一章　氷室さんと砂城さんと恋の季節









「いいですか。その恋来祭り、涼とは絶対に来ないで下さい。ええ、涼葉と絶縁したくなかったら！」




　ふらっと遊び目的で現れた神様が、言い忘れてたと後頭部を掻きながら放った一言。

「……は？　恋来には来るな……？　しかも絶縁って……」

　あまりにも衝撃的な内容に大きく目を見開いた俺は、湧きあがる困惑を押さえ込むように一度唾をごくりと飲み込むと、恐る恐る尋ねてみた。

「……それ、一体どういうこと、だよ？」

「えーっと、それはですね……うーんこの話、始めると結構長くなりそうなんですよね。ってことでお茶でも飲みながらにしませんか？」

　ニコッと微笑みながら提案された。またこの神様は長話とか気が重くなりそうなワードをそんなあっけらかんとした態度で……。

　俺は嘆すると、渋々といった感じで立ち上がる。

「……わかったよ。飲み物取ってくるから、待っててくれ」

「あ、麦茶でお願いしますね。麦茶。やっぱり夏と言えば、麦茶ですからね」

「お、おぅ」

　相変わらず、恋愛成就よりも自由という肩書きの方がピッタリの神様だ。というかもしそうだとしたら、恋愛成就の神様が恋を応援して実らせるのに対し、自由の神様は一体何を手助けしてくれるのだろう？　変に自由と言われて想像してしまうのは責務や労働からの解放──つまり極論だとニートの量産になっちゃいそうだけど……。

　と、そんな阿らしいことを考えながら、台所に来た俺は冷蔵庫から母さんが作り置きしていた麦茶のピッチャーとコップを二人分とって自分の部屋に戻り、ナンナの分も注いで渡す。笑顔でそれを受け取ったナンナは一口飲んで「いやーやっぱ夏と言えばこれですよねこれ。田舎のおばあちゃんが作ってくれた味のうっすい麦茶。ナンナさんの夏の風物詩ベストファイブですよ」と満足げに頷いていた。いや……それ作ったのおばあちゃんではなく母親なんだけどね。

「ふぅ……一息ついたところで、さっそく順を追って説明するとしますか」

「最初から息つきまくりだった気がするけどな」

「まぁまぁ。で、本題ですが、愛は私のお祭り──恋祭りのジンクスについては、もちろんご存じですよね」

「ああ。あれだろ、好きな人と一緒に過ごすと結ばれるってあの──」

　この辺の若者であれば、知っていて当たり前レベルに浸透している恋愛絡みの大イベントだ。現に俺のクラスだって夏休み前はもっぱらその話題で持ちきりだった。

「その通りです。ま、率直に言いますとこれは単なるジンクスや迷信などではなく、このナンナさんの神的パワーによるれっきとした事実なんですけどね」

「……へ？」

「はい。このジンクスの正体は──なんと、私が一年かけて神力をちょっとずつ注ぎ込んで作り上げた、結界の効力によるものなんです！」

　凄いでしょうとナンナが胸を張って得意げな顔を見せる。

「縁神社のお祭りだから、ナンナが何かしら関わっているとは薄々思ってたけど……まさか結界、なんて大層なものがあの祭りの中に敷かれてただなんて……ほんと凄いな神様ってのは。ってことは、最近ナンナが忙しいって言っていたのも、その結界とやらを作っていたからなのか？」

「いえ、作成ではなく、メンテナンスですね。まーこれがまた色々と厄介で大変なんですよ。イメージとしては膨大なプログラムを一人で全部チェックして修正するって感じです」

　よくわかんないけど、とりあえず大変ってことだけは伝わった。

　その後、ナンナはその結界の効力とやらを解説してくれた。

　長々と説明されたが、ナンナによると結界の効力はあくまでもきっかけ作り程度のものらしい。好きだという気持ちをその想い人の無意識下に飛ばし、「この人なんかいい人そう」「理由はわからないけれど、一緒にいると安心する」などと感じさせ、相手側から恋愛対象として意識してもらえるように、恋の手助けをしてくれるということらしい。ちなみに、同じ人に片いをしている人が複数人いた場合、対象者をより強く想っている人に意識が──フラグが立つそうだ。あと、夫婦連れだとその想いは愛情に昇華されるから、とかでこの結界の影響を受けない仕様になっているらしい。どんな仕組みなんだろ？

「なぁ、今の話を聞く限りじゃ、なんていうかその……す、既に両いの俺達にとっては、その結界自体不必要というか、無関係な存在にしか思えないんだけど……こっからどうやって『絶縁』なんてそんな縁起の悪い話に繋がるんだよ？」

　うん、氷と俺が一緒に行ったところで何の問題もなさそうなんだけど。

「んーナンナさんが伝えたかったのは最悪そうなる可能性があるってことですからね。相手を危険な場所に近づけたくない場合、『怪をする』と忠告するよりも『死ぬかもしれない』って言った方が効でしょう。そういうことです」

「ってことは、『絶縁』まではないにしろ、何かしらの弊はあるってこと？」

「そういうことです。だいたいこの恋祭りのジンクスだって、正確には『片想いの相手──』なんです。どこにも両想いに関しては触れてないんですよ。わざとそういった体で噂を流しているってのに、もうみんな勝手に変な解釈して！」

　このジンクスの噂って完全に自前の営業だったのか。神様ってほんと色々大変そうだな。

「両想いが結ばれるんだったら、ちゃんとその通りに噂も流しますよ。『両想いの人同士で恋来祭りを過ごすと結ばれる』って」

「いや、そりゃ両想いなら別に恋来じゃなくても結ばれるだろ。てかその前に両想いって時点でとっくにくっついてるんじゃないのか」

　……俺と氷室みたいな特殊なパターンはそうそういないだろうし。

「いやー、それが最近多いんですよね。お互いの気持ちを知ってるくせに『あっちから告白して欲しい』とお互い受け身の姿勢だったりとか、もしくは『両想いなのは知っているし嬉しいけど、自分から告白するのは何か負けた気がして嫌だ』とか、お前らは一体何と戦ってるんだみたいなカップル予備軍が。毎年一組は必ずやって来るから困りものなんです」

　遠い目をしたナンナが呆れるようにぼやいた。

「そのくせ妙な頭の回転と変な行動力だけ持ち合わせてるから、上いことその想いを伏せて恋来祭りに誘ったりするんです。そして二人でお祭りにやって来て……悲惨な結末を迎えると。ほんと、勘弁して欲しいですよ」

「両想いで来ると悲惨な結末を迎える？　……どうやら、俺と氷室がその……両想い、ってとこに問題があるっぽいな」

「そうです。そこにあるんですよ、貴方達二人に来てもらうと困る理由は。さて、今一度愛にお尋ねします。このお祭り、なんて名前でしょうか？」

「こ、恋祭り……だろ？」

　躊躇いがちに答える。すると、ナンナはそれを耳にした瞬間目を輝かせて詰め寄った。

「はい！　その通りです。恋来祭りは恋が来る祭り、つまりは新しい恋を呼び込んであげるお祭りなんですよ。片い相手の気持ちが自分に向いてくれるってことは、その相手にとっては新しい恋が来たってことでしょう？　それにこの結界、新しい恋や素敵な出会いを求めてやってきた者同士が惹かれ合うようにする効力だってあるんです。運命の出会いってやつですね」

「だ、だから恋が来るで恋来祭りなのか。新しい恋が来る祭りって意味合いでの──ま、でも俺達は別に新しい恋を求めてなんかないし特にどうこういう部分なんて──」

　恋来祭りの名前の由来に納得した瞬間、脳裏に電撃のような衝撃が走る。

「ま、まさかこれ、両いの俺達が二人で行くと結界の仕組み的に俺達にも全く別の恋が来る──つまり他の誰かとのフラグが立つとかそんなんなんじゃ……」

「気付きましたね愛斗。それです。それが来て欲しくない理由なんです。仕様上の不備というか誤作動といいますか──いいですか愛斗。両想いの二人が来た場合ですね、好き合ってるのにその縁を結ばれようとせず、この恋が来るお祭りに来るってことは、今の恋とは違う新しい恋が欲しいのだと、結界のシステムがそう判断して二人に新しい恋を招いちゃったりするんです」

「マ、マジかよ……」

「はいマジです。大マジです。一応補足すると、片想いの場合と同様にあくまできっかけやフラグが立つ程度で、絶対に今の恋が終わるってわけではないのですが……ただ、残念なことに新しい恋に傾いちゃうケースが殆どかと」

「たとえそうでも俺は氷を絶対好きでいられる自信が──」と言いかけて口を噤む。相手は人を超越した存在なのだ。証明できない根拠なんてきっと無意味。文字通り、触らぬ神に祟りなしが現状のベストアンサーに違いないと本能がそう悟ってしまう。

　けど、その結界の仕組み自体をなんとかできないのかよ？

「で、でもさ。そうなるってわかってるんだったら、なんで直さないんだよ？　恋来祭りにはまだ一ヶ月猶予があるわけだろ。それだけあったらなんとか直せたりするんじゃ──」

「残念ですが、システムの構成上これを消すのはかなり厄介と言いますか、大幅な改修が必要でして、とてもじゃありませんが一ヶ月では無理なんですよね」

「そう、なのか……悪い、知りもしないで無なこと言ってしまって」

「いえいえ。ナンナさんにだって、二人が恋来祭りに行く約束をするかもしれないってことを頭に入れてなかった落ち度があるんですから」

　落ち込む俺を諭すように、ニッコリとナンナが優しい笑みを浮かべる。

「──あれ？　ちょっと待てよ……さっきナンナ『毎年一組はカップル予備軍がやって来るから困ってる』的なこと言ってたよな。まさか、長年にわたって放置してる──ってことはない、よな？」

　俺が怪な顔でそう尋ねると、ナンナはすささーっと目を泳がせた。

「し、仕方ないじゃありませんか。あの結界を一から編み直すってなると膨大な労力と期間が掛かるんですよ。そんなことしてたらゲームする暇が──じゃなかった。通常の参拝客のお願いを成就してあげる余裕がなくなっちゃうじゃないですか。本末転倒もいいところですよ」

　おい今、あからさまに不謹慎な本音が混じってたよな。くっそ、やっぱそっち方面の都合なのかよ。この神様は。

　俺が半眼で睨むも、ナンナは上く誤したとドヤ顔を見せている。

「と、いうことで愛、大変だと思いますがなんとか涼との約束を断ってください。でないともっと大変なことになるかもしれませんからね」

「あ、ああ。ちょっと納得いかない部分もあるけど……神様の忠告を無視するってのもそれはそれでヤバそうだしな。…………とりあえず、わかったよ」

　恋祭りがそういうものなら、ここは不本意だけど従うしかなさそうだ。俺は渋々と頷く。

「頼みましたからね。いやーこれで最悪の事態なんかになったりしたら、私も始末書だけじゃきっと済まないでしょうから──ほんとお願いします」

　バツの悪そうな顔をしたナンナが、ちらりと俺の顔を一する。

　ったく誰のせいで──と悪態をつきたいところだけど、他ならないナンナのお陰で俺達が互いの想いに気付くきっかけをもらえたのもまた確かなんだよな。もうあんまり深く考えるのは諦めよう。

「こうなってしまった以上は仕方ありません。もう頑張ってくださいとしか……愛斗にも一人になって考える時間が必要でしょうし、今日はこの辺でおいとまするとしましょう。何かあったら言って下さい。何でも相談に乗りますから。では」

　そう言ってナンナは有無を言わさずいつものようにテレビの中へと去って行った。

　途端にしんと静まりかえった自分の部屋。

　はぁと深いため息をついた俺は、やるべきことへと思考を巡らす。

　氷が今日、勇気を振り絞って誘ってくれたお祭りデートのお誘い。

　喜んで約束をしたはずなのに、あれから半日も経たないうちに何かそれを断ることが、俺のやるべきことになっていて──

　不意に胃の奥がずしんと重くなる。せっかくの氷室からのお誘い、それを断るってだけでも胸が痛むのに、それがよりによってこの恋祭りであるというのがまた頭痛の種だった。

　恋来祭りは君の生徒にとって、クリスマス、バレンタインに並ぶ恋愛の大イベントなのだ。本来なら誘っている時点で「貴方に気がある」と言っているようなもの。ということはその逆──誘いを断るという行為は「貴方とそういった関係になる気はない」と伝えるのと同義になっちゃうわけで……。

　何にしろ、氷が悲しむのは確実だ。それだけはどんな伝え方をしたって断るというコマンドを選んだ時点でもう避けられない。

　それが一番辛い部分だった。安易に「用事があるから」と切り出すのも躊される。強がって意地をはる氷室を見るのは、彼女のどんな毒舌を浴びるよりも毒だから。

　本音での会話を目標としているのに、俺から本当のことを隠して嘘をつくなんて行為は、せっかく縮めた距離をまた遠ざけるようなものだ。はっきり言って愚以外の何ものでもない。

「くそっ、なんとか断らずに済むいい方法があったりしないのかよ……」

　静寂な空間に俺の空虚な願いがぼそりと響く。

　恋来祭りの結界のシステムとやらに穴がないかを探すという手段も一応あるけど、制作者が制作者だけに躊躇われる。たとえ穴を見つけてそこを突いたところで、何か別の場所から予期せぬ物が吹き出してきそうで……。

「やるしか、ないんだよな……はぁ」

　でないと最悪の未来が待っているというのだから──考えるしかない。前に進むしか。

「……恋来祭りがあるのは八月最後の土曜日。ああ、まだ恋来までには一ヶ月以上の猶予があるんだ。それまでに俺は何が何でも、氷室を悲しませたりせずに済む、ベストな解答ってやつを絶対に探し出してやる！」

　誰もがわだかまりなく笑顔で締めくくることの出来る、正真正銘のハッピーエンドってやつを！





　　◆






　──氷室との約束をお断りする。

　そう誓ってから終業式が終わり、翌日の花火大会は中止となり……それから何事もなかった日曜が過ぎ去って、計四日が経っていた。

　残念ながら未だ何もいい案など浮かぶことなく、時間だけが流れていっている。

　なんとか、八月に入るまでに終わらせたいところだけど……。

「──田君。貴方はなんでそんなところでボサッとつっ立ってるのかしら。今の貴方にそんな暇、どこにも存在しないと思うのだけれど」

「わ、悪い、氷。ちょっと考え事してた」

　腰に手を当てこちらを睨む氷室が突然視界に入った。はっとなった俺は慌てて返した。

「はぁ……呆れたわ。こんな忙しい時によくそんなことが出来るわね。それとも、これはあれかしら、現実逃避ってやつなのかしら」

　ただ、氷室が恨みがましい視線で非難を飛ばしてくるのはもっともだった。今日の氷室にはいつもの凜としたオーラはなく色せていて、どことなく余裕がない。

　そんならしくない氷室がかわいくて、俺は悪いと思いながらも、自然と柔らかな笑みを零してしまう。

「な、何かしら？」

「いや、なんでも」

「……そう。ま、何でもいいけど、しっかりやってもらわないと困るわ。私達は学園の人間という立場でここに来ている以上、学園の顔を背負っているのよ。そこのところ、ちゃんと頭に入ってるのかしら。はぁ……」

　呆れと言うよりも疲れの意味合いが濃い嘆した氷室は、制服の上にエプロンを付けるという格好をしていた。

　何なら現在、俺と氷室はいつものように生徒会室で業務中──などではなく、




　近所の保育園で先生のお手伝いなんかをしているところだったから。




　それは唐突だった。

　時刻はたぶん、十時過ぎくらいだったと思う。普段通り生徒会室で業務を行っていたところ、教頭先生が慌てた顔で飛び込んで来たのである。

「知り合いの保育園の先生が急盲腸で入院することになった。その間の代わりの先生は何とか目がたったが、今日一日だけはどうにもならなかったので、力を貸して欲しいと相談された。私の顔を立てると思ってどうか今日一日、二人には星保育園で先生達の手伝いをやってもらえないだろうか？」

　──と、まぁ要約するとこんな感じだった。

　今日の生徒会は別に忙しいってわけでもなく、これといって断る理由もなかったため、俺と氷室は快諾してすぐに星山保育園へと向かい、そしてこの状況に至るというわけだ。

　保育園のお手伝い──といっても、ようは園児とただ一緒になって遊んでいるだけなんだけど……詳しくはわからないがそれだけでものすごく助かっているそうな。

　俺達二人の担当は一番手が掛からないだろうという理由で年長組だった。丁度お外で遊ぶ時間が終わり、後は親御さんの迎えを、こうして園児達がみな思い思いに室内で遊びながら待っている。

「にしても、保育園の先生って想像以上にハードな仕事よね。昨今の深刻な保育士不足問題にも納得がいくわ」

　さっきまで中庭で無邪気に走り回るわんぱく園児達に翻されっぱなしだった氷が、疲労感を顔に滲ませながら、肩をすくめる。

「確かに、これを毎日──って考えると、かなり体力勝負な仕事になりそうだな。氷室が苦手の」

「ほんと、安請け合いなんてするもんじゃなかったわ。それが今日一番の教訓よ」

　お外で遊んでいる途中、園児の一人がずっこけて膝をすりむきワンワンと泣き出してしまい、氷室はすぐさま傍に駆け寄ったもののどうすればいいのかわからず、オロオロとしながら遠くの俺に助けを求めるような視線を送ってきたり──必死だった彼女には悪いけど、あの時のクールな仮面が剥がれかかっていた氷室はすっごくかわいかった。

「はは……。でもまぁ、いい経験になったんじゃないか。氷室だっていずれは自分の子供を育てる時がくるんだろうしさ。さっきのようなちょっとしたアクシデントなんて日常茶飯事だと思うぞ」

「あら、私の子供はきっと私に似て理知的で聡よ。だから何の問題もないと思うわ。もし違うとすれば──田君の陳腐でしょうもないＤＮＡが混ざっているからでしょうね」（えへへ、その子供はきっと田島君の賢くて優しい部分を受け継いだ素敵な子になるのでしょうね。ああ、和に会うのが待ち遠しいわ）

　和馬って……確か氷室が密かに名付けている俺達の子供の名前だったよな。特殊格がどうとかで──ってか、んん？　今の氷室の声、両方ともなんだかおかしくなかったか？

「ひ、氷室、今のは──」

「それと、他のように言うのはやめてもらえるかしら。その子育ての苦労を味わうのは貴方だって一緒なのだから。子育ては母親の仕事──なんて時代錯誤なこと言い出したら、その時は即離婚届を提出させてもらうから、肝に銘じておきなさい」（ま、そんなこと絶対にありえないけどね。ふふっ）

　くすりと優に冷笑を浮かべる氷室を前に、にやけそうになった俺は咄に視線をそらして逃げる。

　本音が聞こえて来ているのだから、今のはあくまでも建前での発言、だったらしい。

　それが素で俺達の結婚を前提にしたものだとしても。きっと氷室にその自覚はない。

　……掘り下げは、しないのが優しさだよな……たぶん。

　そうこう二人で雑談してると、

「ねぇねぇ──」

　いつの間にやら傍にいた園児の女の子達三人が、氷室のスカートの先をぐいぐいとひっぱっていた。

「あら、なにかしら？」

　氷はひざ立ちになって目線を合わせる。園児達が話しやすくする方法として、園の先生から教わった作法だ。

「ねーおねーさん。おねーさんとおにいさんってやっぱりつきあってるの？」

　集団の真ん中にいたリーダー格っぽいおしゃれな髪の女の子が瞳一杯に好奇心を宿して尋ねた。今時の子供らしい実にませた質問。突然の爆弾投下にドキリと心拍数の上がった俺は、ギギギと古びたブリキ人形のような動作で氷室の様子を窺う。

　ど、どう答えるつもりなんだ……？

　だがその氷室は、これといって感情の起伏を見せようとせず、

「ええ、そうよ」

　即答だった。女の子達がきゃーっと黄色い声を一斉に上げる。

　ちょ、ちょっと待て今氷室はなんて──

　思考が追いつかず目を丸くする俺に、氷室はすかさず耳打ちしてきた。

「田君、子供達の夢を壊さないことは大事だと思うの。あれよ、物語に登場する男女のペアはだいたい恋愛関係である的な──ほんとは不本意で仕方ないけど……これも子供達の夢を壊さないため。いい？　ここはしっかりと合わせてちょうだい」（よしよしよしよしよしゃぁああああ！　決まったわ。至って自然な流れでカレカノ宣言。いま、この子達からしたら私達は最強のラブラブカップル！　やばいわね。この年の子は本能で物事を判断するらしいから、うんうん、やっぱりそう見えちゃってるのね私達ふふふふ）












「あ、ああ。わかったよ。氷がそれでいいってのなら……合わせることにする」

　子供達の夢、ね……俺達はサンタクロースかヒーローか何かなんだろうか。

　そう肩をすくめてると、女の子達は再びわくわくしながら氷室へと詰め寄って、

「ねぇねぇ、やっぱりちゅーしたりするの？　ちゅー」

「ええ。するわね、だって恋人ですもの」

「すごーい。じゃあでーとも？」

「するわよもちろん。ちょっと前には遊園地に行ったわ」

「ほんとー！　いいなーゆうえんち。じゃあ、うわきもうわきも？」

　こ、子供って覚えた単語をすぐ使いたがるっていうけど……どうしよう、相手が相手だけにツッコミづらい。

「ええ、もちろん」

　おいおい、肯定すんのかよ!?

「あら、そういえばこの前の遊園地デート、田君とではなかったんだったわね。うっかりしてたわ。気を付けないと」

　悪戯な笑みを浮かべてこっちをチラ見する氷室。ま、まぁいいんじゃないか？　フィクションだってわかってるし。園児達もすっごい喜んでるし、う、うん。それに氷室も楽しそうだし……ちょっと内容はいただけないけど。

　と、複雑な心境で顔を歪ませていると、

「おにーさん」

　最初に氷室に質問したおしゃれな髪の女の子が、今度は俺のズボンをぐいっと引っ張っていた。

「ん、何かな？」

　しゃがんでそう返した俺は、この子の名前は何だろうと、胸に付けているチューリップ型の名札を一する。ひらがなで書いてある「おーろら」の文字。

　お、おおう……どういう漢字なのか全く想像がつかない。

「あんしんして、もしおねーさんにふられたら、かわりにわたしがおにーさんのおよめさんになってあげるから。だっておにーさん、ねんしゅーたくさんありそうだし」

　……あんまり、素直には喜べない評価ポイントだな。

「お、ありがと。うわーうれしいなー」

　半ば棒読みでそう言った俺は、おーろらちゃんの頭を軽く撫でる。「えへへ」とはにかむおーろらちゃん。ちらりと奥に目をやると、頬を小さく膨らませた氷室がこちらにジト目を向けていた。

「どういたしまして。わたし、ママにいわれてるの。おーろらはしょうらいねんしゅーがいっせんまんあるひととけっこんしなさいって。ママがね、これがいっぱいないとしあわせになれないっていってた」

　余様の教育に首を突っ込むつもりはないけど、五歳児に教えることじゃないよね……。

「そうだ。おにーさんがほんとうにわたしとしあわせなけっこんせいかつができるかどうか、いまからわたしがてすとしてあげる」

「テスト？」

「うん」

　首を傾げながらおーろらちゃんの視線の先を辿ると、マットの敷かれた一つの遊び場があり、そこには園児サイズのテーブルにおもちゃのお皿やコップと──つまりおままごとをするスペースだった。なるほど、おままごとで遊びたいってことか。

　おーろらちゃんの誘いに「ようし。おにーさん頑張るぞ」と答えた俺は、一緒におままごとスペースへと移動する。それに連れ立って残りの二人、それから氷もやってきた。

「それじゃわたしはおうちでごはんつくってまってるから、おにーさんはおしごとからかえってきてね」

　テーブルに座ったおーろらちゃんがそう言った。

　恐らくこのマット内が我が家ということなのだろう。よし、理解したぞ。この展開はきっと新婚生活の定番、「ご飯にする？　お風呂にする？　それとも──」的なのが待ってるパターンだな。テストとか言ってたけど、どれを選ぶのが正解なんだろう？　……ま、三つ目だけはアウトだな、倫理的に考えて。それに一応氷室も見てるし。

　よし、ここは無難にご飯を選ぼう。

「ガチャ、ただいまー」

　エア動作で扉を開いてマットの上に足を踏み入れる。

　すると、おーろらちゃんはとてとてと駆け寄ってきて、

「おそい！　いまなんじだとおもってるのよ！　きょうはけっこんきねんびだからはやくかえってきてっていったよね？」

　──と腰に手を当て、ぷんすかと目一杯の怒りをぶつけられてしまった。

　い、いや、何時なんだよ!?　というかこれ……おままごとはおままごとでもリアルで世知辛いやつなのか!?

「ご、ごめん。ちょっと打ち合わせが長引いちゃって……」

　とりあえず、それっぽい言葉を見繕ってみる。

　すると、やれやれと深いため息をはいて、

「はぁ……おにーさんたらぜんぜんだめね。はい、しっかく」

　小っちゃい子のため息って、何だか心に響くものがあるよね。

「お、おにーさんのなにがダメだったのかな……？」

「しごとっていえばゆるしてもらえるとおもってるのがもうだめね。これがわたしのパパだったら、ちゃんとケーキかってきてせいいってのをみせてくれるんだから」

　凄いでしょうと得意げな顔のオーロラちゃん。いやなリアルだ。

「ふふ、面白いわねこれ。ね、おーろらちゃん。ちょっとおねーさんに代わってもらってもいいかしら？」

「えっ？」

「うーん。どうしよっかなー」

「代わってくれたら、おねーさんが面白いものを見せてあげるわよ」

「んー。じゃあ、とくべつさーびすだよ」

「ありがとう。おーろらちゃん」

　俺の思考が追いつくよりも先に、氷はおーろらちゃんと交代してテーブルの前に座ってスタンバってしまった。

「さ、田君はまた帰宅するところからやり直してもらえるかしら。実際に貴方との結婚生活なんて訪れるわけないでしょうし、正に夢の体験ね。ま、田島君が嫌なら無理にとは言わないけど」（田島君、田島君、私だってやりたいの、貴方との結婚ごっこ──いえ、幸せな家庭の予行演習をね。はやく、はやく、やりましょうよ）

　いやいや、ついさっき子育てがどうとか言ってたよね!?

　で……ほんとにやるのか、氷室と、リアルなおままごとを……。

「ガチャ、ただいまー」

　さっきと同じところから始めると、氷室は深いため息と共に帰宅した俺を出迎える。

「はぁ……なんでもう帰ってくるのかしら。別に帰ってこなくてもよかったのに。それに、この時間だと完全に定時上がりよね。最低でも後四時間は残業してもらわないと、家庭的に困るのだけれど」

　氷室の渾の演技（？）に、「おぉー」と目を輝かせるおーろらちゃん達。その年でこんな殺伐とした展開に興味津々なのはどうなんだ。

　そしてもちろん、氷室が真に言いたかったのはそんな冷めた家庭を連想させるものではなく──




（おかえりなさい！　待ってたわよ田島君、お仕事お疲れさま。早く帰ってきてくれて嬉しいわ！　ささ、わたしにする？　あたしにする？　それとも──わ、た、く、し♪）




　ど、どれも氷室じゃねーか!?

「……それじゃ、わたくしの方──」

「は？」

「い、いや、何でもない。忘れてくれ」

　あっぶな。ルンルン気分な氷がもうクリティカルすぎて、危うく現実と妄想をごっちゃにするところだった。いや、心の声の方も一応現実なんだけど……。

　保育園のお手伝いということで付けていたエプロンも相まって、俺の目には料理中だったため手におたまを持ったまま慌てて駆けつけてしまった、幸せそうにはにかむ新妻氷室涼の幻影が映りかけてしまう。こうかはばつぐんだ！

「まさかもう、その年で出世とは無縁な窓際族にクラスチェンジした──とか、そんなつまらない冗談は言わないわよね。ね、無能島君はいつになったらプロポーズの言葉である『君を部長夫人にするよ』を、実現させてくれるのかしら。そろそろ具体案を説明して欲しいわ」

「お、俺、そんなプロポーズをしたの？」

　つか、設定上の俺は何歳なんだ？　どの年なの？

（旦那様の出世はもちろん素晴らしい話なのだけれど……正直、私は心からそれを祝福してあげられるか怪しいのよね。だってそれは忙しくなって家族の時間が少なくなるってことでしょう？　それに上と下との板挟みで疲れ果てた顔をする田君を見るのも心苦しいし……ええ、やっぱり安定した収入と休暇が見込める大企業の窓際族こそが真の人生の勝ち組って説、あながち間違ってないと思うわ）

　な、なるほど……一理ありそう。

「思い返せば貴方に恋祭りで告白されて恋人になったあの日、あれが人生の堕の始まりだったわ。ほんとどうかしていたというか──ええ、きっとお祭りの不思議な力に当てられてしまったせいよ」（田島君と出会ってから私の人生はずっと右肩上がりよ。だから、恋来祭りでする予定の私の告白、ちゃんとオッケーしてよね。ま、私達は両いだし、そんなの言わなくてもいいことだけれど、一応ねっ）

「こ、恋来祭りか……」

　まさか、こんなところでその話題が出てくるなんて。

「ええ。叶うものならあの日からやり直したいわ」（ふふ、そんなこと、あるわけないけどね）

　氷室が嘆きを口にした瞬間、俺の背筋がぞわりと冷たくなった。

　今のは建前での言葉。けれど、本当にそう思う日が来るかもしれないのだ。

　そう、このまま何も思いつかず、氷室と恋来祭りに行った場合、俺達はきっと……。

　そんなことが脳裏を過った瞬間、俺の口は無意識に言葉を放っていた。

「……確かに、そうかもな」

「へ……？」

　そんなのは絶対に嫌だと。咄の思いつきを行動に移す。

「正直、あの告白はお祭りの雰囲気を利用したって部分もあっただろうしさ。もしやり直せるなら、今度は普通にデートして、氷から『楽しかった』って言葉を聞き出せた後で、改めて告白したいな。普段周りに言われているように、ジンクスのお陰ではなく、氷室が心から俺を選んでくれたんだって、そう胸を張って誇れるように」

　最後に乾いた笑みを浮かべる。少し卑だったかもしれない。けれど、この会話の流れを利用すれば、変に氷室を傷つけることなく、恋祭りを避けられるかもしれないのだ。

　このリアルおままごと、それに、氷室の中では俺が彼女の思いに気付いていないことになってる点を上くからめて、周囲から恋来祭りのおかげで結ばれたと思われるのは不本意だと、そう遠回しに告げることで。

　きっと氷室にとってもそれは不満なはずだから。

「…………そうね、そっちの方がきっと、素晴らしい思い出になったでしょうね」

　少し間を開けて氷室はそう言った。

　でも──しっかりと心の声が付いてきて、

（だだだ、だめ、だめだからね。そんなもしもは絶対に禁止。好きだから行きたいの、恋人達のお祭りに、田君と一緒に。行くの、行くから、お祭りにはぜーったい、二人で!!）

　まるで恋愛ドラマの決別シーンのように、遠い目をした氷室が更に続ける。

「あの日の私が、田島君に一ミリも恋心を抱いてなかったのは事実だし。恋に恋してしまった部分が大きかったのでしょうね……文字通り、一生の不覚よ」（えへへ、心配しないでね、私は田島君のことが大、大、だーい好きだから。それはちゃんとお祭りで伝えるから。待っててちょうだい）

　この本音が今じゃなかったらどれだけ嬉しかったことか。ほんと、恋来祭りにあんな裏がなければ……。

　これは、今どうこうするのは無理っぽそうだ。

「そっか……残念だな」

「ええ、本当に、失敗続きの人生よ。これまでも、そしてこれからも」（ねー早く、立ち話ばっかじゃなくて、この最高な人生をうんと堪しましょうよ。ま、これはいずれの未来をトレースしてるだけで、やがてはまるっと現実になることなんだけどね。デュヘヘ）

　か、かわいい。俺の奥さん（仮）の本音が最高すぎてもうなんも言えない。

　氷室は「とりあえず、ご飯の用意をするわね」と言ってテーブルのある場所に戻りおもちゃのお皿やコップを机に並べ始める。浮き足立つ心情を表すようにひょんひょんと揺れる黒髪がたまらなかった。

　ちらり、おーろらちゃん達の方を見る。そこにあったのは「おー、どらまみたい」と感心して拍手している姿。……よい子はおやすみする時間だと、おにーさんは思うんだ。

　その後も氷は、おーろらちゃん達の望むピリッとした家庭と、氷室が（もちろん俺も）夢見る理想の結婚生活を表と裏で同時に演出したのだった。

　……全員の需要に応えるなんて、ある意味天才の所業かも。





　　♡






「やっぱさー、こう、ただがむしゃらに出会い求めてても、いいオトコには出会えないと思うんだよねー」

「ふーん、だからここにやって来たと」

「そ。名案でしょ。あたしったらチョー頭冴えてると思わない？　こういうのを天才の発想って言うんだよねうんうん」

「あはは……それは、どうだろ？」

　誇らしげに自画自賛するアキを余に、アタシはお店を眺めながら引きつった笑みを浮かべる。

　アタシ達の目の前にあるのはナンナの館、この辺では恋愛相談で有名な占いのお店である。アキはどうやら、この夏の恋愛運をナンナに占ってもらって、どこに行くのが吉かを見定めてもらう魂胆っぽい。いい結果しか出ないと疑ってないのがいかにもポジティブなアキっちゃアキらしいけど──ま、ヤバイのが出た時はアタシがフォローしてあげますか。

　と、肩をすくめ、アタシはアキと一緒にお店に入った。

　店内には病院の診察室のように、ドアで区切られた占いを行う部屋と、その前に待合のスペースがあるんだけど──「相談中」の立て札がかけてあるのを見てアタシ達は待合席に腰を下ろす。

　ナンナはアタシらの年代にすっごい人気の占い師、普段なら待合室に人がいっぱいなんてことがざらだ。でも、ラッキーなことに待ちは今入って来たアタシ達だけのようだった。流石は平日の真っ昼間って感じ。ま、この時間はみんな部活やバイト──それに夏期講習なんかで忙しいってことかな？

　今日は夏休みが始まって四日目──最初の火曜日だった。

　明日、水曜からは動物園の臨時スタッフのバイトが始まる。そのバイト自体は去年の夏にも経験してるから、特に不安な要素はないんだけど……ただ──去年とは違ってそこにアタシの好きな人、オタ島もとい──田愛がいるのが大問題だったり──

　べ、別に嫌ってわけじゃなくて。好きな人と会うんだから当然嬉しい、嬉しいに決まってる──のに、何だかオタ島と会うのが不安で不安でハンパない。そもそも五日ぶりってどんな顔で会うのが正解なの？　「久しぶりー」でいいよね。合ってるよね？

　それに着ていく服だって昨日鏡と三時間も格闘したのにまだ決まっていないし。だいたいアイツもアイツでさ、どれ着てっても基本「似合ってる」って褒めてくれそうだから問題なんだよね。ならアタシとしてはそれ以上の言葉を言わせたくなるっていうか、むー。

　胸中ではぁとため息をつく。ただそう試行錯誤することには不快感がちっともないってんだから──これが恋ってやつなんだろうね、うん。……ほんと、オタ島マジキモい。

　ま、自分でも不安の一端くらいは理解してるつもり。夏休みの直前にあった「相波の告白騒動」だ。学年トップレベルの美少女からコクられたにも拘わらず、氷さんにずっと一なオタ島は相沢のことをフッちゃったんだ。それをオタ島から聞いて少しだけホッとしたアタシだけど、それはそれでまたオタ島の想いの強さってのを垣せられた気がして──気がつけばアタシはツンと素っ気ない態度をとっていたり。

　でもでも「オタ島→氷室さん」って→は何ら変化してないわけだし、アタシだってオタ島のそれに負けないくらい「アタシ→オタ島」って気持ちはあるんだから、全然頑張ってもいいはず。そりゃあ「オタ島[image: ]氷室さん」ってなっちゃったら話は変わるけど……はいはい終了終了、そんな展開は考えててちっとも楽しくないからもう終わり。

　ともかく、オタ島を恋祭りに誘うことがこの夏の第一目標だ。好きな人と一緒に祭りを過ごすとその人と結ばれると噂される、縁神社のお祭り。実際アタシのダチや周りではお祭りの後に付き合ったって話をよく聞くし、アタシはわりとガチだって思ってる。中には両いで付き合ったのにすぐ別れて他のヤツと──なんてパターンもあったけど、ま、そこは当人同士の問題だったってことでしょ。流石の神様もアフターフォローまではしてくれないだろうしさ。

　──うし、アキにはバレないよう、ナンナにそれとなーく話題を振っていつオタ島を誘うのがベストなのか占ってもらおうっと。

　そう心に決めると、ここまで来たからにはやるぞと拳をぐっと握りしめた。

　すると、丁度前の人の占いが終わったらしく、ドアが開いて──

「「えっ!?」」

　先客と目があった瞬間、お互いに驚し、声が重なる。

「おー、これはこれは奇遇だねー」

　一方、アキだけは何事もなかったようにひょうひょうとしていた。

「……ほんと、恐ろしい偶然ね。まさかこんなところで二人に会うだなんて」

　一拍おいて調子を整えると、先客──氷室涼はそう言ったのだった。

「もしかすると、大さんと砂さんも私と似たような目的だったりするのかしら」

「ん？　あたしと同じ──ってことは氷室さんもオトコ漁る下準備しに来てたの？」

「いえ、そうではなくて、恋愛絡みの相談ってことよ」

「あー。んー一応そうなるんじゃないかな。特定の相手がいるってわけじゃないけど」

　未だ困惑から抜けきれないアタシを置いて、アキが氷さんの質問に答えていく。

　大ってのはアキの苗で、本名は大鳥亜っていうんだけど──って今はそんなことはどうだっていい！　そんなことよりも、そんなことよりも──




　アタシ、絶対に見ちゃいけないものに出会っちゃってるよねこれぇええええええ!?




　胸の中で、ありったけの叫び声を轟かせたアタシ。

　目の前のクールな黒髪美人──氷室涼はアタシの好きな人の片い相手だ。

　つまり何が言いたいかっていうと、

　ア、アタシは今、氷室さんが自分の恋に頑張ってる現場に遭遇しちゃったわけで──

　占いに来てる以上それは当たり前だけど、その相手はオタ島ではなく別の人。誰なのかまでは知らないけど、存在することだけは確かな氷室さんの片想い相手。相談の内容はそれ絡みと見てほぼ間違いない。

　こんなこと、オタ島には絶対に言えるわけがなかった。ショック受けるよね、こんなの知ったら……。

　オタ島を気遣うアタシがいる一方で、やっぱりまだオタ島は完全に脈無しなんだと知ってちょっぴし安しちゃってるアタシがいるのもまた事実でうっすらと罪悪感が……ああもう、ちょー複雑！

「へぇーいっがーい。氷室さんもこんなＪＫが好きそうなところに興味あったんだ」

　頭に冷静になるように言い聞かせ、アタシは必死こいて普段通りの砂雅を取り繕いながら口を開いた。

「そこで驚かれるのは心外ね。私も貴方達と同じでＪＫなのだけれど」

「でもさー、氷室さんって自分一人で何でもこなそうとするタイプじゃんか。美人なんだしさー、アタシ的には何をそんなにくすぶっているのかわからないつーか、ぶっちゃけコクればすんなりオッケーもらえると思うんだよねー」

「そ、それが出来たらこんな苦労していないわよ」

　珍しく感情を乱した氷室さんは「うぅ……」と顔を赤らめている。自信が服着て歩いているような人なのに。こと恋愛に関しては超がつくほどに奥手っぽいってんだから、なんつーか意外。

「ふーん。なに、その相手ってのには既にカノジョがいたりするの？」

「いえ、そうではないわ。一応フリーよ一応……」

「あーあたしわかったかも。ズバリ、そのカレには漫画みたいに素敵でかわいい幼なじみがいつもべったり傍にいて、つけいる隙がまったくないとか」

「ふ、そこは心配ご無用よ。調べたけど幼なじみに該当しそうな人物は見当たらなかったわ」

　腕を組み得意げな顔でアキに答えた氷さん。調べたってあんた……。

「んー、じゃあ無難に、氷室さんにタメ張るくらいの美人がライバルだとか」

「……ええ、いるわね。美人のライバルは」

　アタシが目線を上に考えながら呟くと、氷室さんは何か言いたげなジト目で返してきた。どうも敵意が混ざっているように感じられるつーか、なに？　図星を突かれたのが不愉快だったってやつ？

　うーん、気になるっちゃ気になるけど……店の中でこんなダラダラと喋ってるのもナンナに悪いしさ、他の客が来る前にさっさと行くとしますかね。

　その前に、と氷室さんに一言放つ。

「ま、どーでもいいけど、うかうかしてる内にその美人なライバルってのにとられないようにがんばんなさいな。夏の内に急接近されてて休み明けには負けてました──ってならないようにね」

「…………」

　日の鬱もあってか、どうしても素っ気ない態度になってしまう。アキも「ほんじゃねー氷室さん」と軽く挨し、アタシの隣に並んだ。

「──待ちなさい！」

　それはアタシが丁度ドアノブに手をかけた瞬間だった。

　普段より少し大な声でアタシらを呼び止めた氷室さん。

　アタシ、それにアキも反射的に振り返る。

　すると氷室さんは決意に満ちた眼しでこう言ったのだった。




「その、カレにはね──心に決めた人がいるのよ」




「「……はい？」」

　きょとんとなったのは隣のアキも同じ。

　胸に手を置きまるで何かを訴えかけるように、氷室さんが真っ直ぐアタシを見据える。

　いや、アタシら相手にそんな熱烈片い中宣言されましても……どうリアクションとっていいかわからないんですけど。

「あーはい。それは大変でしょうけど頑張って下さい」

「え、ええ、頑張るわ。ありがとう」

　塩対応で返したにもかかわらず、何か嬉しそうに微笑んでコクコクと頷く氷室さん。それはいつものお高く止まった生徒会長氷室涼の顔ではなく、完全に単なる恋する女の子で……うん、こりゃ絶対オタ島には見せられないやつ。

「それと……一ついいかしら？」

「は？　まだ何かあんの？」

「その、貴方達二人の肌の露出が多いそのファッション。これは男性からのウケを意識して、そんな肌寒い格好をしているのよね？」

「はぁ？」

　アタシは苛ちを隠すことができなかった。なにさ、その、人を軽い女みたいに言ってさ！

「そだよー」

　だけどアキは脳天気に返した。いや、アタシの方は自分が気に入ったの選んでたら辿りついたものがこれだっただけで、全然そんな気ないんだけど。

「その……参考がてらにどんなお店を利用してるのか、後、何をコンセプトにコーデを選んでいるのか、教えてもらってもいいかしら？」

「へ？」

「うん、いいよー」

「えっ!?」

　氷さんが躊躇いがちに尋ねると、アキは即ＯＫし氷室さんの前に近寄って「この近くだとね──」と説明し始めた。スマホを取り出し熱心にメモを取る氷室さん。

　まって、いやまって、ちょっと思考が追いつかないんだけど。

　え、なにそれ。ようするに、このまま片いで終わるのは絶対に嫌だから、ここは夏らしく開放的に大胆なアピールで勝負に出ようってこと？

　その心意気と一さはある意味尊敬できるかも。……ごめんオタ島。これ悪いけどさ、アンタが勝つ可能性、もう限りなくゼロっぽい。

　そしてそこにまたちょっとした安心感を覚えちゃってる自分がいるのが──あーもう、ムズムズするー！

　その後、アキの話を聞き終えた氷室さんは「ありがとう」と一礼し、お店を去って行ったのだった。




　気を取り直し、アタシ達はナンナの待つ部屋のドアを開けた。隣ではアキが「いやー氷室さんって結構乙女なんだねー」と感慨に浸っている。

　と、部屋の中からは何やら話し声が聞こえてきて──

「あぁもう、どうしてこうなったんでしょう……あの人、めっちゃ楽しみにしてましたよ、はい。もうほんとめちゃくちゃに……頼みますよー。上いこと躱してくださいよー。ナンナさんの進退もかかってるんですからー」

　そう言ってスマホを切ったナンナが、だらーんとテーブルにうな垂れる。

　電話中だったんだ。どうりでアタシらのことを呼びに来ないわけね。ナンナから漂ってくるどんよりとした黒いオーラ、どうもよっぽど参ることがあったみただけど……まぁいくらアタシらの間でカリスマ占い師って騒がれていようとも、ナンナだって人間なんだし、プライベートで色々トラブったりはするんだろう。そーいえば占い師って、自分自身の運勢も占えたりするのかな？

「あ、雅と亜じゃないですか。いらっしゃーい」

　アタシらに気付いたナンナが覇気のない声を上げる。

「およよ。どうしたのナンナ？　珍しく元気ないねー」

「あはは、なんて言うんですかね……まぁナンナさんにも色々あるってわけですよ。ふぅー。──ってことで、お見苦しいところをお見せして申し訳ありませんでした。気を取り直してお二人の占いを始めるとしますよ。さ、どうぞどうぞ座って下さい」

　一瞬にして営業スマイルに戻ったナンナが手を差し出して着席を勧める。アタシらが座るのを見ると、ナンナは早速とばかりに口を開いた。

「さ、今日はどんなご相談で？」

「えっと、この夏のあたしの恋愛運を占って欲しーっていうかー、どこに行ったら素敵な人と出会えるかを占って欲しいんだよねー」

「なるほど。では占ってみましょう。ほい」

　ナンナが目の前の水晶に手をかざす。

「見えました。ふむ、海に行ったら楽しい思い出が出来る、と出てますね」

「そっか海かー。うんうん、やっぱ夏の出会いって言ったら海だもんねー」

　アキが上機嫌に頷く。いつもながら水晶に手をかざしただけで一瞬で占いを終えちゃうんだから、ナンナってほんと凄いよねー。

「雅の方は、どうします？　何か占いますか？」

「んーとアタシかー。──あ。そうそう、アタシ自身はどうでもよくて──」

　よ、ようし、ここは一か八かで──

「し、知り合いの悩みになるんだけどさー、もし可能なら占ってあげて欲しいんだよねー。ほら、時間余ってるみたいだし、勿ないじゃん。資源の有効活用ってやつ」

　髪をくるくるといじりながら、アタシは早口気味にそう言った。も、もちろん知り合いなんてのは嘘でアタシ本人の相談だ。ただやっぱアキの前で率直に聞くのは恥ずかしいっていうか──うん、直前で氷さんに偉そうなこと言った後だからおなさら、ね……。

　ちらっと隣を一する。するとアキは「おぉ、ミヤったらやっさしい」と感の声を上げ、疑ってないようだった。ほっ。

「いいですよ。まぁ本人が不在ということでどうしても精度自体は落ちますが、それでも良ければ」

　ナンナはそう言ってアタシにウインクした。これってアタシの意図を汲み取ってくれたってことだよね。さっすがプロ、ありがとナンナ！

「じゃ、じゃあさ。えっと……その人にはさ、絶対に諦めたくはない好きな人がいてさ、それでどうやって今度の恋に誘おうか悩んでるらしいんだけど──どうにかそれとなーく自然な形で約束する、そんないい方法がないのかなぁって？」

　か、顔が熱い。はっず、これめっちゃはずいんだけどぉお!?

　恋来祭りはここいらじゃ超有名な恋愛のビッグイベント。ナンナならこれだけで把握してくれるはず。

　が、アタシの相談を聞いた瞬間、ナンナはビクッとしたかと思うと、露骨に目を泳がせ、

「い、いやぁーやっぱ本人がいないと厳しいものがありますねー。どうにも、結果が上いこと下りてきませんねー」

　──ええっ!?

　いやいやさっき絶対この話がアタシ本人のことだってわかってくれてたよねっ!?　今のは絶対嘘だよね？　それとも……ま、まさか、アタシ本人には到底聞かせられない最悪な結果が出た、とか……？

「そ、そうなんだ……」

　胸の内がすっかりとネガティブ一色に包まれてしまったアタシは、これ以上の相談を断念する。

「そ、そういえば、亜は、出会いを探してるんですよね。でしたら──」

　するとナンナは話題をすり替えるように慌てて声を上げ、傍の棚から何かを取り出し戻ってきた。ああ、やっぱ最悪なんだーアタシの運勢……。

「こんな物を作ってみたんですけど──お一つどうですか？　素敵な出会いの験ぎに」

　ナンナが得意げに紹介したのは、紫色の綺な石だった。石の先にはストラップにできるように小さな穴がついている。

「うわっ、めっちゃ綺麗。これ、もしかしてパワーストーンってやつ？」

「そうですそうです。ナンナさんが独自の製法で作り上げた神の祈りが籠もったパワーストーンですよ。恋愛運がずばばーんと上がって素敵なイベント盛り沢山になること間違いないし！　限定五つの販売で、お値段もお手な三千円となってますので是非」

「うーん。せっかく出してくれたナンナには悪いけど、あたしはいいや。今月遊びすぎてちょっと厳しいし。バイト代入るのも来月頭だしさー」

「そうですか。それは残念です」

　しょんぼりしたナンナはパワーストーンを手にとって終おうとする。

「──待って！」

　その瞬間、アタシは半ば衝動的に声を上げていたのだった。

「それ買う、アタシが買うから」

　もしほんとにナンナが言うのも躊躇うような最悪な運勢が待っているのだとしても、アタシは「はいそーですか」と素直に受け入れられる性分じゃない。絶対に最後まで足かなければ気が済まないし、それがたったの三千ぽっちでどうにかなるってんなら安い出費だ。

「えぇっ!?　雅が買うんですかこれを……!?」

　商品が売れて嬉しいはずなのに、何だか絶句するナンナ。

「なに……アタシが買うとまずいわけ？　それともあんな得意げに押しといて、実はそこら辺の川原で拾った単なる綺な石でした──とはもち言わないよね？」

「も、もちろんですよ。効果は保証します、はい、神に誓って」

「じゃあ、売ってよアタシに」

「…………わかりました。お買い上げありがとうございます」

　一瞬躊躇ったナンナだったが、最後には微笑んでそう言った。だから何なのよその怪しい間は!?

「ナンナさんしーらないっと」

　商品を小袋に包みながらナンナが小声で何か呟いていたが、まぁスルーしてもいいんじゃない。

「それではどうぞ」

　明るい笑みを浮かべたナンナが、パワーストーンを小袋に包んでアタシに手渡した。

「どーも。はいこれ、三千」

「ちょうどですね、いただきます。あ、それと今、このショッピングモールで協賛したサマーキャンペーンなるものをやってましてね、三千円ごとに一枚、ふくびき券をお渡ししてるんですよ。どうぞ」

「あ、ありがと」

「ふくびきは駅前でやってますので。一等は──あー興味無いから覚えてませんねー……ま、絶対にティッシュは当たるので損はないから是非寄ってってください」

　何その意欲の湧かない宣伝。ま、駅前っていったらどうせ帰り道だし、寄ってきますか。




　そうして、アタシとアキはナンナの館を出た後、元々の予定だったカラオケをしてから駅に来たんだけど──

　改札口をくぐる寸前で、ふと思い出して駅前のふくびき場に戻ったアタシ達を待ち受けていたのは……まぁなんとも驚きの結果だったのである。

「お、おめでとうございます！　出ました、一等、大当たりー!!」

「「ええっ!?」」






二章　氷さんと海と愛してる









　今日からいよいよバイトが始まろうとしていた。

　生徒会の活動が終わって昼下がり、砂と合流した俺はバイト先である石動物園へと一緒に向かう。今日の最高気温はなんと三十七度と今年一番の暑さだ。朝に見たニュースは紫外線に要注意と叫んでいた。俺の体温よりも高い外気の中で始まる不慣れな作業。それを考えるとインドアマンとしては少し怖じ気づいてしまう。

　動物園に着くとまずは事務室へと行く。そこで一砂城と別れた俺は、職員から園内のルールに関する簡単な説明を小一時間ほど受け、その後で〝石山動物園スタッフ〟と英字で書かれた黄色のＴシャツを受け取り、それに着替えて実際の仕事現場へと移動する。

　俺の仕事場は、中央広場にあるベビーカステラの屋台だった。もちろん砂城も一緒だ。

「おーいオタ島、こっちだよこっち」

　イマイチ場所を把握出来ずに広場の周りをきょろきょろとしていると、一足先に屋台に行っていた砂城が元気に手を振り、俺を呼んでくれた。

「お、ありがと砂城」

　その屋台は、完全に縁日のそれだった。違う点といえば、カステラを焼く型が動物園にちなんでウサギやクマなどの動物の顔になっているところくらい。一応商品名もアニマルカステラになっている。お、中には簡易的なクーラーがちゃんとあるんだ、よかった。

　どうやら砂城は既に引き継ぎを終えたらしく、屋台に一人でいた。砂城が俺の教育係ってことなのかな。いつもとは立場が逆で、新鮮というか何だか不思議な気分。

　目の前の砂城はスタッフＴシャツとジーンズに、上からエプロンをしていて、頭にはバンダナを巻いていた。勝ち気な容姿も相まってやけに様になっているというか、人気食堂のホールを一人でそつなく回す看板娘って感じがする。

「ほいこれ、オタ島の分のエプロンとバンダナ」

　砂城と同じものを手渡され、俺も装着してみる。なんだか最近、エプロンと縁があるな。

「んーギリ及第点つーか、なーんか冴えない苦学生感があるんだよねー」

「悪かったな冴えてなくて。まー砂城みたいに基本どんな格好しても似合うやつなんて、そうそういないと思うけどな」

　そう言いながらも、思い当たる人達が大量に浮かんでくる。氷室とか相とか柴とか──後ナンナもか。こう考えると、俺の周りってレベル高いやつらばっかだな……羨ましいな、ナニキテモニアウ族。

「こ、こんな格好似合うとか言われてもちっとも嬉しくないし。オタ島ってさ、女の子の容姿はとりま褒めときゃちょろい──とか思ってるでしょ。サイテー」

　砂はべーっと舌を出し、理不尽ないちゃもんをふっかける。

「いやいや、そっちから容姿の話題を振ってきておいてその仕打ちはひどくないか？」

「はいはい。──ま、とりあえずさー、お客さんいない内にカステラの作り方一通り教えるから、アタシの言うとおりにやってみてくれる？」

「了解。それじゃ、よろしくお願いします先輩」

「せ、先輩!?」

「ん、だってそうだろう？　砂城は去年もやってるんだから紛れもなく俺の先輩じゃん。実際、こうやって俺の教育係任されてるわけだし」

「そっか、アタシ、オタ島の先輩になるのか。いやー先輩かー」

　満更でもないという風に口元をにやつかせる砂城。

「ま、もし砂城が今年留年──なんてことになったら、今度は俺がリアル先輩になっちゃうんだけどな──なんて」

「は？　それはオタ島が頑張ってどうにかしなきゃいけないことじゃん。てかマジで頑張ってよね！」

　な、なんでだよ。

「と、とにかくアタシの学校での話は置いとくとして──いい機会だからオタ島に教えられる側の気持ちってのをたっぷりとわからせてあげる！　いい？　普段の自分がどんだけスパルタなのかを思い知らせてやるし」

「おい、学校での話は置いとくんじゃなかったのかよ……」

　そんな感じで俺のカステラ研修はスタートした。

　といっても、一連の工程をやり終えて思ったのは、たこ焼きやホットケーキを作ったことがあれば然苦労する要素はないって感じだ。まぁ学生に任せる短期バイトなんてこんなもんだろう。

　驚いたというか、唖としたのは、カステラの生地を一気に作るために用いられていた容器が、学園でも見覚えのある大きなゴミ箱まんまだったことだ。

　そこに専用の粉や牛乳に卵などの材料を大量に放り込み、後は電動ドリルを改造したかのような器機を使ってふわとろになるまでばーっとかき混ぜる。確かに蓋が出来て容量もあるしピッタリで、当然本来の用途には使ったことのない物なんだろうけど──もっと他に何かなかったのかというか、せめてあのお馴みの水色フォルムくらいは別の色に変えてもよかったんじゃ。




「むーオタ島要領よすぎてつまんない。もうちょい不器用な方がかわいいつーか……教え甲がないって感じ」

　バイトが始まってから三時間くらいが経ったってところだろうか。指示なしにカステラを焼けるようになった俺を見て、砂が膨れっ面でそう言った。まさか仕事が出来て責められるとは、思ってもなかったよ。

「ま、やってることは学園祭で出店やってるのとあんま変わんないしな。お客さんの入りはいつもこんな感じなのか？」

　初めてやる俺がちょっと忙しいって程にしか思わないから、これじゃ馴れたら暇に感じるだろう。今も手状態だ。

「んーまあ平日の午後は去年もこんな感じだったかな。アタシらは休みでも世間様はふつーに仕事してるわけだしさ。でもその分土日はめっちゃ忙しいから覚悟しときなよ。ピーク時は二人で回るか回らないかって感じだし。あーあと、会社が連休に入るお盆あたりもクッソ忙しいから。こう家族連れがわんさかって感じで」

「マジか……覚悟しとくよ」

「あーそうそう、今ので思い出したんだけどさ、八月分の希望シフト書いといてって言われてたんだよね。ほい、これ。オタ島の分」

　と、砂城からシフト希望表と書かれた紙を渡される。

「お、ありがと。ちょうど手隙みたいだし、今のうちに書いてしまおうかな」

　鉄板を背に、屋台の中でしゃがんだ俺は希望シフトを書き始めた。

「とりあえずアタシらは土日は極力入るって感じで。後さっき言ったお盆辺りもなるべく来て欲しいって言われてるから。ま、そのための臨時スタッフだしね。しゃーないっしょ」

「了解。うーん土日か、なんか用事あったっけなー」

　あ、一個は確定か。確かあれ、土日だったはず。さっきの砂城の話からして、休みの日は大変そうだけど、土日やお盆は時給が五十円上がるらしいから──ま、そこは割り切って頑張ろう。

　あ、時給と言えば、

「そう言えばさー、このバイト代っていつ入るんだっけ」

「んー確か──正規の職員と一緒で二十日締めの二十五日支給だったかな。ようは今日から八月の二十日までの分が八月の二十五に入ってきて、残りは九月分──ま、忘れた頃に入ってくるって感じ」

「なるほどなー。それで話は戻ってシフトについてなんだけど──」

　と、俺が砂城に休みについて話をしようとしたところ、来客があった。

「いらっしゃ──!?」

　接客をしようとした砂城の声が不自然に固まる。

「あら、暇そうね二人とも」

　透明感のある冷淡な声。

　これは間違いなく氷だ。

「お、氷、もしかしてわざわざ俺達の様子を見に──」

　湧きあがる喜びを押し殺しながら、そう冗談っぽく笑いかけようと立ち上がり、氷室の方を振り返ろうとしたのだが──

　氷室の姿を見た瞬間、体が固まってしまった。

　ひ、氷室が…………とんでもない格好をしている!?

「たまたまこの近くに用事があったのだけれど予定よりも早く到着してしまって、暇だったから寄ってみただけよ。『もしかして俺に会いに──』とか、不愉快な勘違いは止めてもらえるかしら」（あたりまえじゃない！　最大のライバルに出し抜かれるかもしれないって時に、他の用事なんてやってられるわけないでしょう。もう！）

「そ、そうか……まぁ何にせよ、来てくれただけでも嬉しいよ」

　ジト目の氷室に、俺はなんとか微笑んで応える。

　俺の胸中は氷室が来てくれたという嬉しさ半分に、照れと羞恥、そして困惑が混在していて、更に赤くなった頬が戻らずに──その全ての原因が、今の氷室の服装だった。

　い、いやこれ……マジで一体、何があったんだよ!?

「え、えっ、そ、それって──い、いやいや、嘘、だよね……？」

　隣の砂も頬をひくつかせて、上く状況を処理出来ていない様子だった。

　それだけ氷室涼の私服姿は衝撃的だった。

　それは前のように氷室流のオシャレ（控えめに言ってすんごいダサい格好）をしてきたわけではなく──けれどまともかとどうかと聞かれると、まともじゃないと即答出来る代物だった。




　そう、なんと今の氷室は、砂城が普段するような格好──ギャルギャルしいファッションをしていたのだ。




　肩を完全に露出した服に、ダメージ加工の入ったショートのデニム。白く瑞しい氷室ご自慢の肌がこれでもかと主張された前衛的ファッション。俺は思わず生をゴクリと飲んでしまう。ゲスな表現になって申し訳ないが──とってもエロい。

　一言で表すなら軟派なギャルって印象だ。学園の生徒などの知った顔が見れば今の砂城みたく驚して夏休みデビューを疑い、その背景には付き合いだしたオトコの影が──などとあらぬ妄想を駆り立てることだろう。むぅ、何だかちょっと複雑な気分。

　こ、これはつっこむべき……だよな？　何が氷室をそうさせたのかめっちゃ気になるし。

　でも……やっぱりバイト姿の砂城よろしく、氷室もナニキテモニアウ族だけあってばっちり着こなしてると言うか──

「アリかナシかで言うと全然アリなんだよなーその路線」

　やっべ！　興奮と混乱でうっかり俺の心の声が漏れ出てしまった。隣で砂が何か言いたげな視線を飛ばしてるのがちょっと辛い。

　そして当然、氷もそれをしっかり聞いていて、

「はぁ……いつ誰が貴方に感想を求めたというのかしら？　ほんと勘弁して欲しいわね」

　と、侮が混ざったような辛なため息をつかれたんだけど……

（いっ──やったぁあああああああああああああ!!　サプライズ大成功よ大成功。田君に選んでもらうことももちろんだけど、やっぱり自分で選んだ服を褒められるのはとっても嬉しいなーえへへ。ふふーん田島君ったら、そんなにも顔を赤くしちゃって。やっぱり田島君も男だし、こういうのが好みなのね、ふふっ。──ああ、大さんのおかげだわ。ありがとう、ありがとう！）

　だ、誰なの大鳥さんて？　服屋の店員か？

「……な、なぁ氷室、そ、その……余計なお節介かもしれないけど、その格好で街を歩くと、正直色んな人からやらしい視線が飛んで来ると思うんだよな。氷室的にも、それは不愉快なんじゃないかなーって」

「はぁ？　つまり、何が言いたいわけ？」

「だ、だからその……あんましそういう格好するのはよくないんじゃ──それにほら、日焼けとかも心配だしさ。氷室の真っ白な肌の質からして焼けるよりも荒れるって感じがするから」

「ふふっ、素直に『俺が一番不愉快だ』って言えばいいじゃない。ばーか」

　上機嫌の氷室が冷笑してそう言った。ハイテンションなあまり、毒舌のキレが落ちてるというか、最後の弾んだ「ばーか」がくそかわいい。

「ま、田島君に言われなくとも…………こ、こんな恥ずかしい格好、特別な誰かのためにしかしないわよ……」

　頬を赤らめてはにかむ氷室による、本音の爆弾発言。

　氷室が感情を顔に出すのは珍しいからか、砂城が口をあんぐりと開けて絶句している。

「そ、そう、なのか……」

　バクバクと高鳴る心音。顔に熱を覚えた俺は、上く言葉を出せなかった。

「そういえば田島君、事務室はどこにあるのかしら？」

「は？　一応、そっちを右に進めばあるけど……あーもしかして落とし物でも拾ったのか」

「いえ、そういうのではないの。ただ君学園の生徒代表として、挨しておくべきでしょう？　ただでさえダメ島君が迷惑をかけるとわかりきっているのだから。ソースは私」（田島君、きっとね、職員さんの中には、貴方達が一緒にバイトしにきたのを見て『この二人、もしかして付き合ってるのかな』的な不愉快な思い込みをしてる人がいると思うの。だから私、その誤解を解きに挨拶しに行ってくるわ。田島の妻です、私の優秀な夫がお世話になります。って）

　嬉しいけど……それはそれで誤解じゃないのか。

「な、なるほど。けど、今日は止めといた方がいいんじゃないかな。素人目に見ても忙しそうだったし」

「……そう。それなら止めておいた方がよさそうね。残念だわ」

「そんなことよりもさ。氷、せっかくだし一つどうだ？　奢りでいいから。食べて感想聞かせてくれよ」

「ほう、つまり私に残飯処理を手伝えと言うのね。ま、タダなら仕方なく受け取るとしましょう。……ほんとはいらないけれど」（田君の手料理が食べられるだけでも嬉しいのに、それを無料で振る舞うなんてとんでもない！　ちゃんと払うから、売り上げに貢献するから。えっと、今手持ち五千円札しかないけど、これで足りるかしら）

　いやいやこれ一袋三百円だから、お釣りが四千七百円返ってくるから！

　俺はカステラを紙袋に入れると、それを氷室に渡した。

　氷室はそれを受け取ると中から一つ取り出し、ゆっくりとそのまま味わうように咀する。こう、すっごいドキドキするというか、料理コンテストの結果を待ってる人はこういう気持ちなんだろうか。緊張から額に変な汗が流れている。

「……ベビーカステラの味がするわね」

「そ、そりゃそうだろうな……」

　確かにただベビーカステラを焼いただけだけど、出来れば美しいという言葉を聞きたかったとガッカリしている俺を余に、氷室は残りをしっかりと紙袋を折って封をし、持っていた鞄の中へとしまい込んだ。

　そんな俺の心境が顔に出てしまっていたのか、砂は面白くなさそうな顔で氷室がそうするのを見ていた。

「さて、そろそろ時間だし行こうかしら。それでは」（確か平日は五時には上がれるって行ってたわよね。ほらほら、早く約束をとりつけないと、ほんとに帰っちゃうわよー？　なんて）

　淡々とそう言って踵を返すも、意味ありげにちらちらとこっちを窺うように見る氷室。

　まーったこの人は、あまのじゃくかわいいんだからもう。

「あ、あの、氷室！　実はさ、もうちょっとでバイトが終わるんだけど……それで、もしその用事ってのが些な用件なら、その後にでも──」

　でもまんざらではないと上機嫌で口を開く俺。

　と、その時だった。

「あー！　もうこんな時間じゃん。オタ島、片付けの仕方とか教えるから、しっかり覚えてよね」

　砂が急かすように大声を上げた。

「あ、ああ。お願いします……」

「ってことで氷さん、アタシら忙しいから。氷室さんも用事、あったんでしょ」

「え、ええ。そうね。もちろん、用事があるわよ。……それじゃまた」

　氷室は、そう告げると、そそくさと帰ってしまった。

　その後ろ姿がしょんぼりとした空気を纏っていたことに気がつけたのは、きっと俺だけだったに違いない。

　ちょっと残念だな。





　　♡






　ぎゃぁああああああああああ、氷室さんがめっちゃ勝負に行く格好してるぅううううううう!?

　アタシらの屋台に現れた氷室さんの姿に瞠したアタシは、胸中でありったけの悲鳴を上げてしまった。

「え、えっ、そ、それって──い、いやいや、嘘、だよね……？」

　や、やばい、あまりのインパクトで頬が痙して上く喋れない。

　おおお、落ち着け。落ち着くんだアタシ。とりあえず深呼吸しよ、深呼吸。すぅ、はぁー、すぅ、はぁー──ふぅ。

　なんとか正気を取り戻したアタシは、とりまもう一度氷室さんの姿を見てみる。──大胆なイメチェン。本来の彼女の清なスタイルとはかけ離れているくせに、似合ってんのがなんか腹立つ。

「アリかナシかで言うと全然アリなんだよなーその路線」

　うん、隣でオタ島がすっかり顔を赤くしてるのもね、こうひっぱたきたくなる。

「はぁ……いつ誰が貴方に感想を求めたというのかしら？　ほんと勘弁して欲しいわね」

「…………」

　相変わらずブレない人だな。

　氷室さんに無関心な態度をとられながらも、嬉しそうな表情を崩さないでいるオタ島。まーわかるっちゃわかるよ。好きな人と偶然会えるのってテンション上がるし、アタシもついこの前ＴＳＵＴＡＹＡで──って今はアタシの話は置いといて！

　でもねオタ島……実はね、氷室さんがこんな格好している理由って──自分の好きな人を振り向かせるためなんだよぉおおおおおお！

　氷室さんがこうなった原因は完にアタシら（ま、相談に乗ったのはアキだけど）のせいだ……。当然、この格好の目的は意中の相手に目を向けてもらうことで──うん、デートなのはほぼ確定っぽいね。

　こんなことオタ島に話せるわけがなかった。まだ氷さんが、用事の前──つまりデートをする前なのが不幸中の幸いってやつ。これがもしデート中の遭遇だったなら……まー地獄絵図ですわ。

　氷室さんが「デート」の単語を口にしないか、ヒヤヒヤしながら二人の会話を窺う。

「……な、なぁ氷室、そ、その……余計なお節介かもしれないけど、その格好で街を歩くと、正直色んな人からやらしい視線が飛んで来ると思うんだよな。氷室的にも、それは不愉快なんじゃないかなーって」

　顔を苦くしたオタ島が、「俺は不愉快だ」と言いたげにそう告げた。

　そ、それさ、アタシにも忠告してくれていいんだよ？　オタ島の意見なら、全然善処するから。

「ふふっ、素直に『俺が一番不愉快だ』って言えばいいじゃない。ばーか」

　それを聞いた氷室さんが珍しくテンション高めにあしらった。どうも、これからのデートが楽しみでしょうがないって感じ。

　ま、まーこうやって一貫して「オタ島には興味なし」でいてくれるのは、ぶっちゃけアタシ的には嬉しくも──

「ま、田君に言われなくとも…………こ、こんな恥ずかしい格好、特別な誰かのためにしかしないわよ……」

「!?」

　ア、アタシの目の前にあるのはもじもじとらしくない氷室さんの姿。

　驚きで開いた口がふさがらない。

　う、うわぁあああああああ、これオタ島が見ちゃいけないやつだぁあああああ!!

　特別な誰かって……？　絶対に今からデートする氷室さんの好きな人のことだよね？　顔、めっちゃ赤くなって照れてるし。

　そりゃ楽しみなのはわかるけどさ、ちょっとは自重して欲しい。だって自分のことを好きって言ってくれた人の前なんだしさ！

　怒りよりも心配を優先したアタシは、恐る恐るオタ島の様子を窺う。

　オタ島のやつ、瞠していたのは一瞬だけで、すぐに氷室さんとまた楽しそうに話しちゃってるんだけど。えっ、流石に気付こうよ。氷室さんがその特別な誰かにこの後会うから、オシャレしてるってことくらい。そんな平和な顔してないでさ！

　まーオタ島って勉強ばっかしてるせいか、どーも女の子の気持ちには全くの鈍感っぽいんだよねー。アタシの気持ちとかこれっぽちも気付いてくれないし。別にいいんだけどさ。

　ちょっぴり頬を膨らませ、アタシはオタ島と氷室さんのやり取りを静観した。自分の作ったカステラを奢り、必死にアピールするオタ島。それに対し氷室さんは、まぁなんともしょっぱい対応をして、たった一個しか食べずにしまい込んでしまった。

　まーアタシもこの場合、同じことするんだろうな……いや、この人とは違って、好きな人からのプレゼントだし一気に、この場で食べるのは勿ないって理由でだけどさ。

「さて、そろそろ時間だし行こうかしら。それでは」

　オタ島との会話を終らせるように、そう言って踵を返した氷さん。

　ところが、オタ島は何かを決意したように小さく頷いてから口を開き始めて、

「あ、あの、氷室！　実はさ、もうちょっとでバイトが終わるんだけど……それで、もしその用事ってのが些な用件なら、その後にでも──」

　ちょっ!?　それ、絶対今からどっかに誘うつもりだよね!?　だ、だめぇええオタ島。氷室さんのこの後の用事ってのはね、デートなのデート！　確実に断られるからぁあああ！

　驚するアタシは、気がつけば動いていた。

「あー！　もうこんな時間じゃん。オタ島、片付けの仕方とか教えるから、しっかり覚えてよね」

　これじゃ流石にオタ島がかわいそすぎるから、氷室さんの用事がデートって真相だけは闇に葬り去ってやろうと。

「あ、ああ。お願いします……」

「ってことで氷室さん、アタシら忙しいから。氷室さんも用事、あったんでしょ」

「え、ええ。そうね。もちろん、用事があるわよ。……それじゃまた」

　アタシが余計なことは言うなとキッと睨むと、氷室さんはすたすたと去って行った。

　あんなやつ、デート失敗すればいいのに。い、いやアタシの立場的にはデートに成功してもらった方が分が──あーもうわっかんない！

「で、砂、店いってのは、何からとりかかればいんだ？」

「……とりあえず──」

「とりあえず？」

「とりあえず、ごめぇえええええん！　オタ島ぁあああああああああ!!」

　昨日アキが氷室さんにアタシらが普段行く服屋の紹介したり、最近の流りとか教えなければ、あんなコーデにはならなかった。もしもそれが今日のデートの決め手になってたとしたら──そう考えるとその場に一緒にいた身としては申し訳なくなってしまい、オタ島に謝らずにはいられなかった。

「は!?　えっ、何が……？」

　……まぁ、そういうリアクションになっちゃうよね。詳しく話せないのもほんとゴメン。




　それからアタシは、オタ島に店仕舞いにやることを説明しながら一緒に作業した。売り上げ金のチェックだとか、在庫の処理だとか、鉄板の掃除だとか。

「よし、後はお金の入った袋を事務所に持ってって終了だねー」

　片付けを全て終え、ふぅと軽く息をつく。ほんとにね、今日は想像以上に疲れた。

「了解。あ、それとこれ、シフト表、出られるところに丸つけといたから」

　そういば渡してたっけ。すっかり忘れてた。

「ほいほーい。へーどれどれ──ん？　この八月頭の土日に丸ついてないけど、出られないってことだよね。何か用事あった？」

「ああ、生徒会の用事で、一年の林間学校の下見に。けど、まぁぶっちゃけこれは単なる旅行だよな。泊まる場所だって去年の時のようにロッジでキャンプってわけじゃなく、ふつーの旅館だし。しかも温泉つきで、歩いて海水浴に行ける感じの。……つか、大丈夫だよな、ここ休みで出しちゃって」

「あー一回くらいなら全然。アタシも休むつもりだったし。んで、どこ泊まるのさ？」

　ふーん、氷さんとお泊まりかー。まぁ柴に相もいるんだろうし、部屋だってもちろん別々なんだろうけど。なーんかスッキリしない。つか相沢もフラれたばっかってのによく参加する気になるよね。気まずくないのかな？

「ああ、それは山温泉だな」

「へー山下温泉かー」

　──って、あれ？

　アタシは相づちを打ちながらに、ふと心の中で首を傾げた。

　聞いたことがある旅館だ。それも昨日──

　ええっ!?　うっそ、マジなわけ……!?

　こ、この旅館って──




　おおぅ、アタシらが昨日ふくびきで当てた一等の旅館と一緒じゃんか！




　一等の賞品だった温泉旅館のペアチケット。予約いっぱいの盆休み辺りを除けばどこでも部屋が取れるって言われたから、一緒に行く予定のアキには、バイトのシフト決めてから連絡するって伝えてあるんだよね。

　も、もしや、これってあのパワーストーンの効果なんじゃ……!?

　財布につけたパワーストーンを思い出し、唾をゴクリと飲み込む。

　もし本当にこれのお陰で恋愛運が上がってるのなら──ようし、アタシだって！

「オタ島、楽しみだね、林間学校の下見」

　その場でグッと拳を握り込むと、にこっと笑ってアタシはそう言った。

「ん？　まぁ楽しみだけど……なんで砂が楽しみにしてるんだ？」

　訝しむオタ島の視線。

　まぁそうなるよね。でもでもこれは当日のサプライズってことで。にひひ。





　　◆






　それからは、似たような毎日を送っていた。

　平日の午前は学校で生徒会業務に励み、昼はシフトが入ってたらバイトに行き、入ってなかったら夏休みの宿題をしたり復習をしたり、氷の買い物などに付き合ったり、たまにファミレスで砂の勉強に付き合ったりと──まぁこんな感じに結構充実していたり。

　だからといいますか……情けない話、例の恋の件についてはまだ全くの進展無し。忙しかった──ってのは完全な言い訳だよな。氷室とは会う機会がたっぷりあったんだし……もう気付けば八月入っちゃってるし、ほんとなんとかしないと……。

「さ、着いたわよ」

　停車したバスがぷしゅーっと音を立ててドアが開くと同時に、氷室が声を上げた。その声はいつものように平なものだったのだが、珍しく我先にと降りていったところを見るに、楽しみでしょうがない様子。バスの中で、散々毒舌（と心の甘い声）を聞かされた俺の目には、少なくともそう映った。

　俺達他の生徒会メンバーも、氷室に続いてバスを降りる。

　そう、今日は一泊二日での林間学校の下見──もとい生徒会ご褒美旅行の日なのである。

「うわぁー素敵な旅館だねー」

　目の前の旅館を見渡し、嬉とした声を上げた相。

「これ、余裕で一泊何万ってレベルだよな……なぁ俺達、本当にここに泊まってもいいんだよな。しかもタダで……」

　下見の名目で来ているのだが、いくら生徒会を務めるご褒美とはいえ、泊まる場所がその林間学校時とは桁いに立派な旅館なのだ。柴が萎するのはもっともだ。

「ええ、もちろんよ柴君。支払いの手続きは既に済ませてあるから、宿泊費については何の心配もいらないわ」

「そ、そうか。でもこれが一学期生徒会を頑張ってくれたご褒美ってことなら、殆ど顔すらだしてない俺が来るのは、なんか今更だけど申し訳ない気がして……」

　柴って、意外とナイーブなところあるんだよな。

「あら、気にしなくていいのよそんなこと。清掃ボランティア、それに部活動の特別予算決めの件など、色々と力を貸してくれているじゃない。貴方は立派な生徒会の一員よ。……そこの冴えない眼鏡と違って」

　ちらりと、何か言いたげに俺を一した氷室。

「おいおい、無俺をオチにもってこようとせず、そこはいい話で終わっとけよ。つか、生徒会じゃなかったら俺はどういう理由で同行したことになるんだよ」

「そうね、あえて言うなら、生徒会（仮）ってところらしら。つまり補欠役員ね」（ズバリ、私のカレシです！　ね、一番重要でしょ。きゃはっ）

　毒舌の方も何だかからかうような感じだし、相当はしゃいでるな。

　その証拠に、氷の口はにんまりと開ききっていて──うん、俺のカノジョ（仮）がとってもかわいい。

　ちなみにここにいるのは俺達高校生四人だけだ。もちろんあくまでも学校行事だし、本来なら引率の先生がいるはずなんだけど──そこは氷室が上いことやったらしい。氷室の心の声いわく（いやね。デートに友達が一緒になることはあっても、先生や保護者がいるのはおかしいでしょう？）だそうな。特に異論はないので俺は深くツッコまないことにした。

　旅館に入ると、氷室が手続きを済ませると言って受付へと向かっていった。

　俺達三人はラウンジの四人掛けテーブルに腰掛けて氷室が戻るのを待った。

　のだが──どうしよう、

「…………」

「ふっふーん。楽しみだなー温泉」

「…………」

　すっげー気まずい……。

　俺はその一番の原因である相をちらりと一した。──鼻歌交じりにすっごいニコニコしてる……。旅行が楽しいのはわかるけど、この状況でそんな顔をするのは……どう、なんだ？　俺だけならともかく、柴の前なわけだし……。

　そう、俺には彼女──相沢波から告白を受け、そして断ったという経緯があったりする。それは夏休み直前の出来事だった。

　しかし、相沢にとってその告白は単なるブラフで、本来の意図は全く別のところにあり──それが叶った相沢は、俺とそれに氷室ともわだかまりなく、友達として仲良くやってるんだけど……問題は、この複雑な事情を全く知らない柴だ。

　柴は相沢のことが好きなのだ。そもそも彼が生徒会に入った理由が相沢と仲良くなるためだったりするわけで……。そんな中で、柴は相沢が俺に告白したという話を耳にしてしまい、当然その結末がどうなったかも把握している。ただ、相沢の真意がどこにあったのかは知らない形で。だからかな？　バスでも結局、バラバラに座っていたんだよな。

　ちらりと、俺は柴を一瞥した。柴からすれば自分の好きな人と、それをフッた男とが一緒にいるこの状況。うん……ものすごい複雑な顔をしている。更に補足すると、そのフッた男の片い相手が、しっかりとこの旅行に参加していて──楽しいなんて言葉は霞んでしまう程に一波乱二波乱必至なこの状況。まさに修羅場だ。

　しかし、それはあくまでも柴目線でのお話。実際はまるっきり違うのである。

　んーあれから柴とはゆっくり話せてないから、何とか腹を割って話せる時間を作りたいところだよな。その時も、相の真意を伏せなきゃならないのがまた難儀だけど……。

　そう悩んでいると、待っていた俺達に声がかかった。

「えーオタ君達じゃん！　なんでここにいんの？　もうめっちゃ奇遇！」

　でも、その明るく驚きに溢れる声は、待っていた氷のものとはかけ離れていて──俺は思わずばっと振り返った。

「ええっ!?　なんでここに？」

　頭頂部で結われた髪は全体的に跳ねていて、パッと見パイナップルを連想させる髪型をしていた。そして顔立ちも、愛らしさを覚える垂れ目が特徴で整っていて──

　なんと、そこにいたのは、砂の友達のアキさんだった。

　家族旅行だろうか。そう尋ねようとした口を開こうとすると、

「もーアキったら、ポーチ、トイレに忘れてるよー」

　そう嘆しながらもう一人の金髪少女が現れ、目が合った瞬間体が固まってしまう。

「あ、……や！　オタ島、こんなとこで会うなんて超奇遇」

　その少女──砂城は、小さく手を上げて不自然で棒読みじみた素っ気ない反応を返してきた。それは手前のアキさんとは全然違い、まるで俺達と旅行先がバッティングするのをあらかじめ把握していたような──あぁーそういうことか。












「砂気付いてたんだろ。俺達の旅行とかぶること」

　どうりでこの間旅行の話をした時、意味深に笑ってたわけだ。

「ふっふーん、まーね。いい感じで驚いてくれたっぽいし、タイミングが唐突すぎたのがちょっとアレだったけど、とりまサプライズは大成功ってことで！」

　ブイと指を掲げてからかうように砂城が笑う。

「なになに、ミヤは知ってたの？　もー、なんでそんな面白そうな話、あたしにまで秘密にしてんのさー」

「あははーごめんねアキ。素のリアクションがあった方が面白いと思ったといいますか──あ、あれだわあれ。『敵を騙すならついでに味方も騙そう』ってやつ」

「おい砂城……それだとそいつ、策士じゃなくて単なる厄介で危ないやつになっちゃうだろ。それを言うなら『敵を騙すには先ず味方から』だ」

「え、そうだっけ……まーまー細かいことはいいじゃんか。つーかバカンスに来てまでお勉強とかないって。オタ島空気読んでよ」

　り、理不尽だよな、それ。

　サイテーと言わんばかりな表情の砂城に、俺は苦い顔になる。すると、後方からドスンと何か重たい物が落ちる音がした。

「ス、ストーカー……」

　振り返ると、氷が旅行鞄を落とした音らしかった。小声で何か呟いたようだけど……。

「こんにちは砂城さん。最近よく会うとは思ってたけど、まさかこんなところまで来て出くわすとは思ってなかったわ。偶然って恐ろしいものね、偶然って」

　砂城へと歩み寄り微笑んでそう言い放った氷室に、心なしか剣なオーラが見えたのは……俺の気のせい、かな。

「あ、そうそう。ねーこの旅館、すっごい高くなかった？　さっきわたし達旅館の前でそんな話してたんだけど、実際どれくらいするのかなーって」

　そんな氷室に気がつかなかったのか、相が思い出したかのように砂城達へ尋ねた。

「ふっふっふ、はるっちそれはね──じゃーん、実はなんとあたし達、タダで来てるんです！　ミヤがここの温泉当てちゃって」

「温泉を当てる？」

　言葉足らずな表現に、柴が怪そうな顔をする。

「そ。ミヤが駅前でやってたふくびきで、ここの温泉のペアチケット当てちゃってさ。んでミヤがデートの相手にあたしを選んでくれたってわけ。しかも一等賞だよ一等賞！　あ、そういえばあれって、ナンナんとこで氷室さんとバッタリ会った日だったよね」

「ちょっアキ！　そんな余計な情報別に言わなくてもいいじゃんか」

「へぇ……そうなのね。ま、立ち話はこのくらいにするとしましょう。折旅行に来てるんだから、時間が勿ないわ。さ、私達は荷物を部屋に預けて、海に行くわよ」

　氷はそう言うと、すっとエレベーターのある方へと歩き出した。

「ふーん。んじゃアタシ達もそーしますか。オタ島、また後で」

「おう。また」

「ん？」

「どしたのアキ？　ほら、そんなぼさっとしてないで、さっさと手続き済ませにいくよ」

「いやさ、今なーんか引っかかった気がしたんだけど、ま、いっか」

　一瞬きょとんとするもアキさんはフロントに向かう砂の隣へと駆け足で並ぶ。「もーアキが着いた途端に『お手洗い行きたい！　ついてきて』なんて言い出すからまだ手続き終わってないんだからねー」と砂城の呆れた声が聞こえてくる。

　俺達はエレベーターを使い、客室フロアへと移動する。

「私達の部屋はこの３０３号室と３０４号室の二部屋よ」

　３０４号室の前で立ち止まった氷室がそう言った。

「それじゃ、私と相さんはこっちの部屋を使うから、貴方達男子はそっちの３０３号室を使ってちょうだい。準備ができ次第、海水浴場に集合ということで」

　氷室の言葉に俺達は「わかった」と頷く。

　最後に氷室は「ああそれと、荷物と場所取りの方もよろしくお願いするわね」と告げると、相沢と一緒に自室に入っていった。

　俺と柴も自分達の部屋に入る。

　部屋の作りは二人で使用するには勿体ないほどに広く純和風だった。畳の部屋にそこはかとなく安心感を覚えるのは、日本人としての遺伝子がそうさせるのか……いや外国人もきっと同じ心地よさを感じるに違いない。

「ふぅー、とりあえず、無事に到着して一息って感じだな」

　俺は座椅子の背もたれに背中を思いっきり預けて目一杯の伸びをする。

　が、そんな脱力感満載な俺とは違い、柴は険しい顔をしていて、

「……田、実は今日、お前と二人きりになったら言おうと思ってたことがあったんだが……」

　そう言い淀みながら、真剣な表情をした柴が俺の対面に腰を下ろした。

　もしかして告白──などとは到底茶せないシリアスムードに、俺も思わず姿勢を正す。

「まぁなんだ……大方察しはついてると思うけど……俺が話したいのはだな……その、相沢の件についてだ」

「あ、ああ。やっぱそれだよな……」

「といってもあれだ、あれ。俺は別に田島にどうこう言いたいってわけじゃないんだ。寧ろあんなことがあってもぶれないお前の一さには尊敬の念すら湧いてくるというか、あれがもし俺だったら絶対に相の下に行ってるだろうな」

「そ、そうか……こう面と向かって尊敬とか言われるとなんかむず痒いな」

　でもさ柴、それは単に相沢が好きだからなのでは……？　それ、自分の好きな人とは別の人から告白されたら……って話じゃないのか。

「それでだ、そんな田に勇気をもらえたっていうか──俺も諦めずに頑張ってみようって思ったんだ。だからその……例の同盟にのっとり、田島には色々と協力して欲しいと思ってる。なぁ頼む田島、俺もお前と氷のことを全力で応援するから」

「お、おう……柴がそれでいいのなら、俺の方は特に問題ない、かな」

　体育会系の熱いオーラは苦手というか、気がつけば俺は柴の熱意に圧されるように頷いていた。同盟ってのはちょっと前に柴と結んだお互いの恋を協力しあうって約束だ。

　色々と協力か……ま、ちょっと柴の背中を後押しするくらいはいいよな。今は恋愛に興味がない相沢でも、いつかは──って可能性があるかもしれないし。

「感謝するぜ田島。ま、冷静に考えてみっと、俺と田島って状況的にはそんな大差ないんだよな。さっきの氷室も、あからさまに田島なんか眼中にないって感じだったしさ」

「ははー、そうだな……」

「その点、俺の方には一応、相沢の好みについての収穫があったんだ。正直一歩リードってところだろ」

「は？　なんだよそれ」

「田島が好きだったってことは、勉強の出来る人がタイプってことだろ？　だから俺、二学期からは勉強頑張ろうと思う。まずは二学期頭の確認テストだな。そこで上位陣の欄に名を連ねて、一学期までの俺とは違うってとこをしっかりとアピールだな」

「そ、そうか……。まぁ頑張れよ。もしあれだったら教えるからさ」

　その決めつけはどうなんだ？　それ以外に魅力がないと捉えられてるようでなんか今ひとつ腑に落ちないけど……まぁ本人がやる気みたいだしいいか。勘違いだったとしても、成績が上がるのは良いことなはず。

「おう。そん時は頼む」

　とにかく、柴が前向きでいてほっとした。

「んじゃ、俺達はさっき氷室に言われたように、さっさと着替えて場所取りに行くとしようぜ。あいつらが来る頃には、荷物の準備がしっかり終わってるように」

「おう、そうだな。そういう小さなポイント稼ぎってのは大事だよな」

　そういう意図で言ったわけじゃないんだけど。

　心の中で肩をすくめつつ、俺は水着に着替えるのだった。





　　◆◆◆






　なんなのよ、も～う～！

　水着の上にパーカーを羽織り、相さんと部屋を出て海へと向かう私の胸の内はそれはもう穏やかではなかった。

　それはもう数十分前の出来事になるのだけれど、未だにこの胸のざわめきは収まりそうにない。

　そうね。この格好にならって海での出来事に喩えるとすれば、目一杯泳ごうと張り切って海に入った途端、巨大なクラゲを目撃してしまったって感じかしら。たとえ場所を変えたとしても、そこに存在するという恐怖が胸一杯に張りつめて、十二分には楽しめなくなる。正にそんな感じ。

　せっかく林間学校の下見を利用して、こうやって林間学校予定地付近の海で、田君と一緒に海水浴を楽しむ口実を作ったというのに──

　なのに、なんで、なんでなの？　なんで私と田島君の楽しい楽しいバカンス──な、はずだったのに……なんでよりによって砂さんと出くわしちゃうのよぉおおおおおおお!?

　ええ、この前の相沢さんの偽告白の時かなり動揺してた点を鑑みても、砂城さんが田島君を好きなのはもう完に確定事項。それだけに油断ならなかった。ただでさえ今、砂城さんと田島君が一緒にバイトするという不安でやきもきする時間があるというのに──た、田島君、私信じてるからね。何も起きたりしないって。

　それに砂城さん自身にもナンナの館で会った時、ちゃんと彼の私に対する想いの強さについて、しっかり伝えたはずなのに──

　まぁ、あれで諦めてくれないことくらい、わかりきっていたけれど。も、もし逆の立場になっていたら、私も絶対に諦めない自信があるもの。

　にしても、最初はありえるはずのない偶然に、ついストーカーの線を疑ってしまったけど、ふくびきの話を聞くに、どうやら本当に偶然だったらしいわね。

　うーん、でもたまたまふくびきで当たった温泉旅行で自分の好きな人と出会うなんてそんな漫画みたいな展開、やっぱりいまいち受け入れ難いというか──何よ、もしかして恋愛の神様に愛されてるとでもいうのかしら。

　そんなの反則行為よ反則行為、は・ん・そ・く！

　不快感が治まらないままエレベーターへと向かう。

　すると──

「ん？」

「お、砂城さん達！　その格好、砂城さん達も海に行く感じかなっ」

「そだよ。へーはるっち達も同じ階だったんだ」

「……はぁ」

　タンクトップの下に水着を着込んだ砂さん達を前に、私はため息を漏らさずにはいられなかった。

「何？　その露骨に嫌な顔。アタシになんか言いたいことでもあるわけ」

　あるわよいっぱい。貴女、田君のこと絶対に好きよねとか。言えるわけないけれど。

「流石にここまで偶然が続くと、呆れと一緒にため息の一つや二つ出てくると思うわ」

「あーそいや偶然て言えばさ、ミヤがこの旅行当てたのはナンナのとこで氷さんとばったり会った日って言ったじゃんか」

「はぁ、そうだったわね」

「あの時あたしさ、ナンナに『海に行けば楽しい出来事が待っている』って言われたんだけど、これのことかもしんないじゃん？　でもー、もしかすると、ミヤがナンナから買ったパワーストーンが、ミヤに素敵な恋を授けるために導いた──って可能性もあるんだよね。あいやーあたしも多少無理してでも買っとくべきだったかなー」

　からからと笑う大さん。

「……はぁ、そうなのね」

　ぜ、絶対にそれのせいじゃない!?　な、なによ、ナンナってば、そんな素敵なアイテムがあるのになんで私に紹介してくれなかったのよ。ご利益抜群じゃない。この旅行が終わったらすぐ買いに行くから。ええ、恋祭りを成功させる験ぎのためにも！

「でもさアキ、このままだとアキの海での出会いって、柴のことになるんじゃない？」

「あーこのままだとそうなっちゃうのか。しばっちか──うーん、イケメンだしアリっちゃアリだけど、どことなく頼りない感じがするんだよねー」

「それ、わかるかもっ」

　エレベーターを待つ間に始まった大鳥さん達の恋バナに、相さんが楽しそうな顔で参加した。それを私は、少し離れた位置から聞き耳を立てる。い、いいじゃないこれくらい。だって恋バナ、嫌いじゃないもの。

「そういや一応、オタ君も候補には入るんだよね。こうやって海で出会っちゃってるわけだし」

「いやー、そうだとしても田島君は厳しいと思うよ。氷室さん熱が凄すぎるもん」

　ナイスフォローよ相沢さん。ふふっ、後でアイスでも奢るわ。

「んー、実際に失恋した人が言うと言葉に重みを感じるというか……つーかこの話題ふった後からでマジゴメンなんだけど、はるっち的にはアウトだったりしないっぽい？」

「うん、セーフ、平気だよっ。もー清しいくらいに一すぎて、完敗を痛感したってとこかな。ま、そのお陰でわたしもこうやってすぐに吹っ切ることが出来たんだけどね」

　曇りが一片も見られない笑顔を見せた相沢さん。まぁ彼女の場合、振り切るも何も元からそんな感情ゼロだったわけだけど。相さんは恋をしたことがないからか、どうにも今の自分の発言が、本当はいかに大変な所業であるのか全く気がついてないみたいね。

「へ、へぇ……吹っ切ちゃったんだ。そんな顔出来るところからしてほんとっぽいけど」

　その証拠にほら、砂さんなんて驚きで頬が引きつっちゃってるわよ。

「まーそれでも流石に、当分は新しい恋する気にはなれないけどね」

　儚げな表情で相沢さんがそう言うと、大さんが「はるっち。もしその時が来たらあたしが全力で応援してあげるからね」とむぎゅっと抱きついた。ほんと、やるわね。

「……んで、アンタの方はどうなわけよ？」

　そんな大鳥さん達を横目に、砂城さんが素っ気ない態度で私に尋ねる。

「はぁ……どうとは？」

「とぼけんなし。アタシらのバイトに顔出したあの後よ」

　はて、あの後？　……真っ直ぐ帰ったわよ。一応、満足できる結果は得られたから。しいて言うなら、次の日に日焼けで首回りが赤くなって大変な思いをしたくらいかしら。今はもう治まったけど、あれからしばらくは田君にそれを隠すのが大変だったのよね……。

　とりあえず、そのまま素直に「真っ直ぐ家に帰った」と言おうと口を開く。

　が、その寸前で相沢さんと話していた大鳥さんが、こちらの会話に入ってきて、

「そうそう。ミヤから聞いたよ氷さん。あたしがチョイスした店の服着て好きな人と会ったんだよね。どうだったのかめっちゃ気になるんだけど」

　そういえば、お礼がまだだったわね。

「ええ、結果から言うと大成功だったわ。彼ったら私の大胆なイメージチェンジにすごく動揺して顔を真っ赤にしてくれていたわね。もうクリティカルって感じにぐさっと。……その節はありがとう」

　私の日差しに弱い体質的に、毎回あの格好をするのは厳しいけれど、それでも田島君の好みがわかったのは大収穫。うんうん、それに外はダメでも室内デートなら全然オッケーなんだから。是非田島君の家にご招待されたいなーなんてふふっ。

　──と、実は諸を挙げて喜べない理由があるのよね……。

　だって砂城さんは自分から意中の相手を魅了できる──つまり、なんと砂城さんは田島君の好みにあったファッションを選べるってことが判明してしまったのよ！　こ、これはかなり手いアドバンテージよ。

　だ、だからここは少し大胆にアピールしておきましょう。悪く思わないでちょうだい、恋とは勝負なのだから！

「おかげで彼と付き合うのも秒読みってところかしら」

　…………はい。ほんとは秒読みどころか、私が何回もそのチャンス潰しててマイナスというか、延長戦に突入しちゃってるわけですけどね……田島君ほんとごめんなさぃいい！

「へぇーそうなんだ」

　どうでもいいとでも言いたげに、素っ気ない表情の砂さん。

　でも私は、そんな彼女が小さくギュッと握り拳を作ったのを見逃さなかった。そこまで差があっても諦めきれないということなのでしょう。相さん見てるかしら、これが恋というものよ。

　いいでしょう。その気持ちは十二分に理解できるもの……浜辺での勝負は真っ向から引き受けてあげるわ！

　べったりと田君の傍にいて片時も離れず、つけいる隙を与えない。これね。

　ブロック作戦よ、ブロォーック！





　　◆






「ふぅーこんなもんかな」

　真夏の日差しをノーガードで受けて滴る汗を手の甲で拭いながら、一仕事終えた俺は出来上がった拠点を前に一息つく。

　先ほど浜辺に着いた俺と柴は、氷達を待つ間に一定の広さを確保してレジャーシートを広げ、その上にビーチパラソルにテーブルやらを準備していた。今丁度それが終わったところだ。

　けれどもまだ、氷室達はやってこない。

　特にやることがないので海を眺めてぼーっとしてみる。うーん、こうしてると、ほんと、林間学校の下見とはなんなのかって気分になってくるぞ、まだ臨海学校の下見と言った方がしっくりくるし……。ま、明日は実際に（さっとだけど）下見に行くみたいだし、それに一応の所感は提出しなきゃいけないみたいだから、それっぽい要素はちゃんと存在するんだけど。

　などと考えながらしばしの黙考タイム。

　そうしていると、旅館の方を見ていた柴が嬉とした声を上げた。

「お！　相沢達が来たみたいだな」

　たくましい筋骨が映える柴の海パン姿。こう並ぶとインドア派でもやしな自分との差が歴然すぎるのがちょっとせつない。まぁ日々の努力の賜なんだから、文句は言えないけど。

　俺も柴の隣に並んで、氷室達を出迎えようとする。氷室、どんな水着なんだろう……やばいもう胸が高鳴ってきた。

　だが、不意に氷室の独特なファッションセンスを思い出し、胸に一抹の不安を抱きながら、氷室達を見据える。上に服を着た状態でこっちにやって来る四人の少女達。どうやら砂城達も一緒みたいだ。

「うぉー海だー、青い、めっちゃ青い。おーし！　とりま出会いとか関係なしに泳いじゃるー！」

　と、その中の一人が興奮気味に大声を上げて走り出した。アキさんだ。

　着ていたタンクトップを脱ぎながら向かってきたアキさんは、俺達の横を通り抜ける時にぽいっとそれを放り投げ「それ、よろしく！」と言って海へと消えていった。流石は砂の相方、随分と大胆な人だ。

「あーもう、アキったら飛ばすしすぎ。興奮すんのはわかるけどさ、それ絶対、すぐもたなくなるやつじゃん。ってか日焼け止めクリームまだ塗ってないっしょ」

　俺達の前で立ち止まった砂城が嘆して肩をすくめる。だがそんな砂城の心配はお構いなしといった感じに、「つめてー！」と声を上げたアキさんは海の中から手を振り、「ミヤもはやく、はやくー」と大声で呼びかけている。

「はぁーアキったらー、わかったって」

　そう苦笑した砂城は──な、なんとそのまま俺達の前で上着を脱ぎ始めて、

「「!?」」

　俺と柴は瞠した目を砂城から離すことが出来ないでいた。その様子は、もはやちょっとしたストリップショー。たわんと揺れて姿を露わにした豊満なその双丘、服を脱ぎきるさいの「んしょ」という艶やかな声が、俺の思考を停止させて──

「ふぅ……」

　タンクトップを脱ぎ捨て一息つく砂城の姿は──なんというか圧巻だった。青いビキニの砂城は、そのたわわな胸もさることながら、隠しきれていない鼠部のラインがこれまた妙なエロスを放っていて──

「──って!?　ま、まさか、あんたらアタシが脱ぐのずっと間近で見てたわけ!?」

　俺達が固まったように砂城を見つめていたことに気付かれ、顔を真っ赤にした砂城の問いに、俺達はただただ無言のまま静かにこくりと頷く。

「──っ！　オタ島、マジキモい！」

　え、なんで俺だけなの？　あれか、ただしイケメンは無罪ってやつなのか。

「まー今のはしゃあなし、大目に見てあげるよ。どうせ遅かれ早かれ見られるわけだし……んでさ……どーなのよ」

「は？　どうとは……？」

「はぁ、今この場でどうって聞かれたら水着の感想以外にないでしょーが。わざわざ言わせんなし。オタ島空気読んでよマジサイテー」

「そ、そういうものなのか……なら、普通に似合ってると思うぞ……こう、砂城って、やっぱ美人だなーって。改めて思い知らされたって感じに……」

　何だか無性に照れくさくて、俺はつい目線を背けてしまう。

「……あっそ。んじゃ、アタシもアキんとこ行ってくるから」

　てっきりお決まりの「マジキモい」がまた飛んで来ると思いきや、そのまま背を向けてた砂はフラットな声でそう返し、さっさと海に向かって行ってしまった。……もしかして、全く期待外れの感想に腹が立ったってことなのか？　そう言えば動物園の時も「似合ってる」って言ったら怒られた気が……。

「お、ミヤ、やっと来たか──って、どったのミヤ、顔ちょー真っ赤だよ!?　もしかしてもう熱中症？　てか口元もぶるぶる震えてるし、マジヤバめなんじゃ……それ確か、小学校のプールん時よくなったやつだよね。うんきっとあれだ。紫までにはなってないけど」

「う、うるさい！　大丈夫だから、ほっとくし！」

　女三人寄れば姦しいって言うけれど、あいつらの騒ぎっぷりを見てれば二人で充分たりるような気がする。

　と、ここでようやく、俺は傍からじーっと放たれていた「男子サイテー」と言わんばかりな軽の視線に気付いてしまった。隣には一足先にその存在に気付き困惑した顔で狼狽えている柴。

「ね、氷さん。わたしが着替え中に言ってた通りだったでしょ？」

「健全な男子は女の子の大きな胸に目を向けずにはいられない……そう、たとえそれが好きな子の前であったとしても。──ええ、確かに相さんの言う通りだったわ。最低ねエロ島君」

　俺達二人に聞こえるトーンでわざとらしくひそひそ話をする氷室と相沢。

（むぅー、私だってね、田君が健全な男子な以上、ちょびっとはしかたないと思うの。ちょびーっとは。でもね、あれはどういうことなの？　ガン見だったわよね、ガ、ン、見！　しかもあんな羨ましい言葉を砂城さんに──もう！　田島君のばかぁああああああ!!）

　表面上では氷河期を彷させるような侮の視線と凍てつく声で俺の心臓を突き刺し、心の声では嫉の怒りを大噴火させて、俺の体にダラダラと大量の汗を吹き出させる。

　痛烈な罪悪感。俺は何も言えなかった。

　でもそれで終わりじゃあまずい。いくらあれがゲリラ的なテロだったとはいえ、氷室のことが完全に意識の外に行っていたのは紛れもない事実。

　とにかく謝ろう。

「そ、その……なんだ、とりあえず、ごめん……」

「あら、なんで貴方に謝られなければいけないのかしら？　私は別に田島君の恋人ではないのだし、意味がわからないわ。貴女の好きにしたらいいじゃない。それに、非難はしたけど別に怒ってはいないわよ」（ふーんだ。田島君のスケベ。ばーか。ばーか）

　すっと冷たい表情を俺から背けた氷室は、そのまま着ていたパーカーのファスナーを下げ、まるで今の砂城のワンシーンを再現するようにその場で水着になって見せた。

　ドキンと心音が急激に高鳴る。

「…………」

　無表情の氷は、指先をモジモジいじりながら、明らかにじっと俺の感想を待っていて、

　それは控えめに言って天使だった。この常夏の日差しに負けないくらいの輝きを放つ、純白でフリルのビキニ姿。それが氷室生来のクールな印象と相まって、胸に静かで心地のよい清涼感を与えてくれる。

「…………」

　不覚にも俺は、感想を述べることが出来ないでいた。

　人は至高の芸術品に出会った時、それに一切の行動を奪われただただ見とれ続けるだけだと、そう昔テレビで聞いたことがあったけど……正しくそれ。神様ありがとう。ほんともう──サイコーです!!

　それでも、氷室はきっと俺の感想を待っているのだから、ちゃんと答えないと。

「氷室……」

「…………」

「その……なんだ、お前と付き合えるやつはほんと人生の勝ち組だなって、つくづくそう思うというか──」

　あーもう。頭が沸しすぎて上く言葉が出てこない。でも安直にかわいいって褒めるのもなんか違う気もして──












「ふふっ」

　そんなしどろもどろな俺を前に、氷は上機嫌に笑って、

「今の貴方、心の底から笑えるレベルに滑な顔になってるわよ。ま、負け島君には縁のない話だものね。貴方に水着を見せるのもきっと今日限りでしょうし」（いやね、田君がその勝ち組のくせに何言ってるのよ。そ、それにその……ほ、ほら私達、近い将来恋人同士になるわけで、そしたら、ね、これ以上に肌をさらけ出す機会があったりするわけでしょ……だ、だから、水着程度でそこまで卒倒されていては、ちょっと困るのだけれど……）

　赤面した氷室を連想させる、もじもじとした心の声。

　おいおいおいおいおい、この状況でその発言はやばいというか、俺も理性を保てる自信が──いや正確には言ったわけじゃないんだけど──

　脳内が前代未聞の大混乱を迎える中、未だ氷室の水着姿に釘けの俺は、思わずゴクリと生を飲み込む。

「ほーら、また胸に目が行ってる。サイテーだよ、田島君」

　と、そこに再び相のジトっとした視線が飛んでくる。

「こ、今度は別にいーだろ。相手が、その……好きな人なんだし……」

　必死に喉を振り絞って釈明する。

　でも正直助かった、今のでなんとか正気を保てた気がするから。

「むーそれでも田島君にフラれてるわたしとしては、複雑というか──乙女心ってやつだよ。乙女心！　もう」

　ぷいっと怒り気味に顔を背けた相沢。いやいやないだろ、元からそんなもん。頼むから柴もいるんだから、そんな状況をややこしくしそうな発言は控えてくれよ……！

「ちぇっ。あーあ、いっそのことわたしが巨乳の水準になるまで世界の女性が滅んだりしないかなー」

　やけになって、砂浜を蹴り上げながら物騒なことを言い始めたぞ……。でもなるほど、海に来てから相沢がずっと不機嫌なのは全部胸絡みだったのな。

「馬な願い事は止めときなさい相沢さん。仮にそうなったとしたら、生き残ってるのは貴女以外はほぼ中学生以下の子供よ。そこで頂点を獲ったとして、はたして相沢さんは心の底から喜ぶことが出来るのかしら」

　おい氷室、友達を容赦なく追い込むのは止めてやれ。

「そこまで言っちゃう!?　──もう、氷室さんの馬鹿、いいもーんだ、帰ったら田島君に貧乳しか愛せなくなる呪いかけてやるっ」

「なんでそこで田島に矛先が飛ぶんだ!?」

　柴のツッコミはごもっともだ。

「…………」

　ほんの一瞬だが、それは困るとでも言いたげに顔を顰めた氷。意外とこういう冗談を真に受けるタイプのようだ。そういう純粋なところも氷室のかわいさなんだけど。

　ただ……そのせいで、例のジンクスのある恋祭りにもえらく張り切っているわけだから──ああ、ほんとどうしよう……。

「それじゃ、わたしも海に入って来ようかな。柴君も一緒に行こ」

「あ、ああ。もちろんだ」

　相から柴を誘うなんて意外だなと、相沢の顔を見て呆としていると、去り際に相沢は俺に小声で耳打ちしていったのだった。

「この前のお返しだよっ」

　どうやら偽告白騒動のお詫びとして、氷室と二人きりになれるよう気を利かせてくれた、ということらしい。グッジョッブ、相沢!!

「……ふぅ、やっと一息つけるわね」

　嘆した氷室が、ビーチパラソルの立つレジャーシートの中にちょこんと体育座りする。

「氷室は海に行かなくてもいいのか？」

「ええ、私は遠慮しておくわ。海に入れば体力を使って疲れるし、こうやって波風を受けながら潮の香り堪し、雰囲気を味わってるだけで十分満足よ」

「そっか。……んじゃ、俺もそうしようかな」

　俺も氷室の隣に腰を下ろす。レジャーシートは優に三～四人は並んで座れる程の横幅があるにもかかわらず、氷室は特に距離を空けることなく座った俺を受け入れくれたのが、本心が表にでている気がして嬉しかった。

　そこからしばらくの間はお互い無言だった。ぼーっと水平線に目を向け、砂達が海ではしゃぐ光景を眺める。ただそれだけなのに、胸の中を充実感が満たしていく。

　甘い一時。きっと氷室も今、俺と同じ気持ちなのだとそう思う。それがたまらなく嬉しくて、もう今日一日ずっとこうしていたい気分だ。

　ただ、残念なことにいつまでもこうしているわけには行かなかった。俺には一つ、この場でやり遂げなければならないことがある。

　そう、未だ燻らせている、件の恋来祭り問題についてだ。

　しばらくずっと進展がなかったが、さっき一仕事終えて海を一人で眺めていたら、恋来祭りの約束を滞りなく断れそうなナイスアイディアが、唐突に下りてきたのである。

　新鮮な場所での気分転換が、時に予期せぬ発想を授けてくれるとテレビで偉い人が言っていたが、本当にその通りだった。

「……あのさぁ、氷室」

「あら、何かしら？」

「その、恋祭りの日の話なんだけどさ？」

「……はぁ？」

「ほら、最初は、予定があるって言ってただろ」

「確かに、そんなこと言っていた気がするわね……」

　不穏な空気を察知してか、氷は怪そうな目で俺を見る。

「その予定が復活しそう──なんて言ったら、どうするかなぁーって」

「は？　……いや、別にどうもしないわよ。私達の約束を中止にすればそれでいい話なのでしょう。私はそれで全然構わないけれど」（!?　だ、駄目よそんなの絶対。中止なんてイヤだから！　それに、しそうってことはまだ未確定なのよね。じゃあ封印して、しっかりと蓋をして縄で縛って、断固として復活を阻止して！）

「あ～実は元々の予定ってのが、母さんと旅行に行く予定だったんだけどさ」

　嘘である。以前氷室が恋来祭りの日に用事があると言った俺に対し、家族旅行と勘違いして心の声で一緒に行きたいと言っていたのを、引用してみただけだ。

　ただ、母さんがせっかくの夏休みだから家族旅行に行けたら──とぼやいてたのは本当だった。それをふと思い出したのである。海を見ていて、「そういや旅行って言えば、母さんが俺の予定に合わせて旅行したいって言ってたけど、あれいつにするかなー」と。

　つまりは嘘から出た誠。この日を本当に旅行の予定へすり替え、氷室をそれに誘うのが今回の作戦だ。

　そして──

「もし、氷室さえよければ、一緒にどうかなって」

　実際、氷室はあの時、心の声で「もしそうなら是非私も」と同行する気満々だったから。きっと上くいく！

「へ？　私も一緒に？」

「ああ是非。──って言っても、肝心の行き先自体はまだ明確に決まってないんだけどな」

　……だってその日程すら、後で母さんに連絡して作らなければいけないわけだし。

「それって、田君の家族旅行に私がお邪魔するってことよね？」

「そうなるかな。もしそうなったら──って話だけど」

　俺の家は母子家庭で一人っ子。だから家族全員での旅行だ。それと……自分で言うのもなんだけど、俺の母さんは多少過保護な部分があるから、氷室の同行を嫌がるどころか、未来の家族だと諸を挙げて喜んで、いらぬお節介を大量にやいてくること間違いなしで……そこは我慢だな。

「そうね……」

　氷室は数瞬悩んだ後、実に清しい笑顔で言葉を放った。




「もちろん。行くわけないじゃない」（行く、絶対行く!!）




　お、おおう……。

「──と、本来ならそう言いたいところだけれど……そうね。お祭りの三流屋台巡りよりも、遥かに内容がグレードアップするのは確かね」（待ってぇえええええええええええ!?　田君、違うから、今のは本意じゃないからぁあああああああ！）

　よかった。どうやら、まだ話には続きがあるようだった。

「いいわ。その場合、お母様がよろしいのであれば、是非同行させてもらおうかしら」

　淡々と早口気味に告げながらも、視界の隅に映るレジャーシートをきゅっと握って勇気を振り絞る氷の様子がとってもかわいかった。

　もう達成感と充実感が混ざって、口元のにやけを止められないくらいに。

　やった。やったぞ。これでなんとかなったぞ!!

「そうか！　嬉しいよ。じゃ、早速母さんに予定の方聞いてみる」

　嬉として立ち上がった俺は、荷物からスマホを取り出して母さんにラインを送る。

『例の旅行の話だけど、八月最後の土曜でどうかな？』

　すると、丁度スマホをいじっていたのか、すぐに既読がついたかと思うと、早くも返事が返ってきて、

『ごめぇーん！』

　えっ？

『その日って恋祭りがある日よね!?　実は母さんね、学校のＰＴＡとしてお祭りでお店を手伝わなきゃいけないのよ』

　マジかよおい……。

　絶望だった。呆と眺めるスマホの中では、メッセに続いて土下座する猫のスタンプが流れていく。──しまった。地域交流の一環として、君学園が毎年先生とＰＴＡの共同で出店を開いてるのをすかっり忘れていた……。

　更に母さんからは追加で『あ、その打ち合わせで、今度あい君の学校に行くからよろしくね♪』と送られてきたが──これは後で返そう。今は氷室が優先だ。

「……ごめん、期待させた後で悪いけど、母さんその日、ＰＴＡとしてお祭りでお店やるから無理なのをすっかり忘れてた」

　氷室の傍に戻った俺は、しゅんとうな垂れてそう言った。

「ふふっ、流石は見落としに定評のあるうっかり島君ね。そうね、これは罰として、そのお母様のお店で何かご馳してもらうことでチャラにしてあげるわ。もちろん田島君の奢りよ」

　冷笑する氷。ああ、すっかりお祭りに行く予定に戻ってる……。

「わ、わかったよ。じゃあそれで」

　とりあえずの承諾。作戦は失敗だ。新しい方法を考えよう。

　小さくため息をつき、再び氷室の隣に腰を下ろす。

「あら、まだ私と一緒にいる気なの？」（今日はずっと傍にいて欲しいな。えへへっ）

　すると、氷室はジト目を向けてきて、

「田君がそこにいると、他の男が寄って来づらくなるから迷惑なのだけれど」（田島君田島君、今ね、凄い幸せなの私。だから今日はずーっとこうしてましょう。へへっ）

「何だ氷室、ここに残った本当の目的は、実はナンパ待ちだったりでもするのか？」

「私だって人間だから、チヤホヤされたい気分な時もあるってことよ。……まぁ、だからと言ってついていくつもりは全くないわ。ただからかって反応を楽しみたいってだけね」（よしっ、これで田島君は不安で私から目を離せなくなるはず。私ったら策士だわ。あ、でも、変な誤解受けるのは嫌だから、ちゃんとナンパされる気はないってことは伝えとかないとね。うんうん）

　…………。

「そっか。そういうことなら──よいしょ」

　何だか無性に悪戯したくなった俺は、そう素っ気なく言って立ち上がった。

　すると、氷室の目がピクリと瞬きして、

「ど、どこに行くのかしら？」

「喉渇いたから海の家に飲み物でも買いに行きたいなと思ってたところだったし、氷室がそう言うならちょうどいいかなって」

　そう言いながら三百メートルほど先にある海の家を見据えた。喉が渇いたのは本当だ。

　すると、氷室はすっと立ち上がって、

「ま、待ちなさい。そういうことなら、私も同行するわ。ついでにみんなの分も買ってきてあげるとしましょう。ええ、砂さん達の分もちゃんと含めて六人分」

　どうやら、氷室はさっきの自分の発言をスルーするつもりらしい。

　パーカーを着込み、準備する氷室。だが俺は、

「いや、いい。何か欲しい物があるなら言ってくれ、俺一人で行ってくるから」

「えっ…………？」

　氷室の切れ長の瞳が、大きく見開かれる。

「だって、氷室まで一緒に行ったら荷物見張るやつがいなくなるだろ。それは流石にまずいよな」

「あ、そういうこと」

　頷いた氷室が小さくほっと安の息を漏らす。か、かわいい……。

「そうね、貴女の言う通りね。どうやら、うっかりしていたようだわ」（もー紛らわしいのは禁止！　怒らせて拒絶されたんじゃないかって、一瞬ドキッとしちゃったじゃない）

「まぁ、氷には行かせたくないってのもあるけどな」

「……それは、どういう意味よ？」

「だって氷室ってあれなんだろ。まともな日焼けをしないタイプつーか、肌が弱くて、日焼けせずに肌が真っ赤に腫れるタイプなんだよな？　今だって、ちょっと海の家に行くってだけなのにしっかりパーカー着込んでたし」

「どうして、それを……？」

「ほら、この前バイト先に、氷室がギャルっぽい格好して現れたことがあったろ。あの次の日の生徒会さ、氷室露骨に日焼けの跡を隠そうとしてたじゃん。悪いけどあれ、バレバレだった」

　実際、俺がそれに気付けた理由は、心の声がやたらと日焼けのことを気にしていたからではあるんだけど。

　肌が弱い人って日焼け止めを塗っててもヒリヒリするらしいし、それに氷室は俺と夏の思い出が作りたくて多少のリスクは覚悟の上でいるみたいだから、ならその意図を汲んでこれ以上極力無理させないのが友達──いや、両いの務めってもんだ。

　俺は心の中で「ああ、そうだ」と力強く頷く。

「はぁ……別に隠してたわけじゃないわよ。にしても、貴方って本当に私のことよく見てるわよね。気色悪い。ほんと、不愉快だわ」（が、頑張って隠し通せたと思ったのに、あれ見られてたの!?　恥ずかしい恥ずかしい──けど、そうやって気遣ってくれるのが、私のことを大事に思ってくれることがすっごい嬉しい。もう、田君ったら大大大好き♡）

　そう嘆いた氷室は、一見冷たい態度ながらも、よく見ると両耳を真っ赤にしててくれたりなんか──

　気を抜けば、俺だって顔が真っ赤になりそう。大好きは反則だろ！

「……ま、わかったわ。それじゃ私を含めてみんなの分のジュースお願いしようかしら」

「おぅ、任されたよ」

「そうね。私のは田島君と同じでいいわ。ふふっ、どんな物をチョイスしてくるかセンスが試されるわね。あ、お茶は禁止よ、無難でつまらないから」

「了解。でも一任した以上は、何を買ってきても文句を言うのは禁止──って言うだけ無駄か」

「あら、そこは貴方のセンス次第じゃない。それと……」

「ん？」

「さっきのチヤホヤされたいって話、あれ冗談だからその……真に受けてしまってると、非常に困るのだけれど」

「大丈夫。それはわかってるから。んじゃ行ってくる」

　そう言って俺は氷に背を向ける。

「あ、それと──」

「ん、まだ何かあったのか」

「早く戻ってきなさい。その……やっぱり一人は退屈だから」

「ああ、そうするよ」

　寂しげな瞳での本音に力強く頷くと、俺は海の家に向かった。

　胸の中に溢れんばかりの喜びを抱えながら。

　ああ、恋祭りの件はまた失敗だったけど、ポジティブに行こうじゃないか。

　世の中には三度目の正直って言葉があるんだ。

　よし、次こそ必ず、成功させてやる！





　　◆






　相がナンパされている……。

　その現場に俺が出くわしたのは、海の家のすぐ手前だった。

『胸の小さなちんちくりんなわたしは海だとナンパされる危険性がなくなる。貧乳万歳、大勝利だねっ！』

　とバスの中で自虐ネタをかましていた相沢だったけど、アイドル顔負けの容姿をしているのだから、普通に考えて男が放っておくはずがない。

「ちょっとでいいからさ俺達と遊ぼうよ」「そうそう。ね、名前教えてよ。君、めっちゃかわいいよね」

「え、えっと……あのー……」

　しつこく迫る、大学生っぽいナンパ達に困惑している相沢。

　ここでもし柴が助けに入ったら一発逆転の可能性があるかもしれない。そう思って俺は柴が付近にいないかを探してみる。

　──だが、遠くに発見した柴は、脳天気にも海の中でアキさんと泳ぎ勝負みたいなことをやっていて……ありゃダメだな。

　しょうがない、俺が助けよう。

「すいません！」

　声を張り上げて割り込んだ俺は、相沢の腕を掴んでこっちへと引き寄せる。

「この子、俺達と来てるんで」

　相形を強めてそう言うと、男達は「ちっ」と舌打ちして去って行った。

「はぁー。ありがとう田君、助かったよ。ああいうの、苦手なんだよねー」

「災難だったな相」

　相沢の腕を放し、苦笑する俺。

「でも、なんでこんなところにいたんだ？」

「えっとそれはね、砂さんと一緒にお手洗いに行ったんだけど……お手洗いから出たら、先に戻ったのかいなくなっちゃっててね。そんでわたしも戻ろうかなって思ったらこうなっちゃって」

「なるほど」

　そういや海にいたのアキさんと柴だけだったな。でも、砂城は自分だけ先に戻るような薄情なやつじゃないから、何かあったんじゃないだろうか。実際、荷物置いてるところからここまで一度も会ってないわけだし。

「でも、田君ってほんと頼りになるよね。うん、氷さんは幸せ者だよ」

「あはは、お世辞でもそう言ってくれると嬉しいよ」

「えーお世辞なんかじゃないよー。だってわたしも羨ましいなー──って、あれ？」

　不意に相沢が自分の胸に手を当てて固まった。

「ん、羨ましい？　羨ましい、のかな？」

「いやそれ、俺に尋ねられても困るんだけど……」

　不思議そうな顔の相沢。そこに違和感を覚えられるってのは、普段の俺には男としての魅力がないってことなのだろうか。相沢が恋愛に無関心なのは知ってるし、経緯だって理解してるけど、面と向かって悩まれるとやっぱちょっとは応えるな。

「ま、いっか。それじゃわたし、みんなのところに戻るね」

「おう。あ、俺、今からみんなの分の飲み物買いに行くところだったから、後で飲みにこいって、そう他のやつにも言っといてくれ」

「わかったよー」

　太陽に負けない笑顔で頷くと、相沢はたったと走って行った。

　さて、俺もおつかいを再開するか。





　　◆






「──マ、ママー！」

「だから、アタシはママじゃないって。もう……いい加減それ以外も喋ってくれないとさ、あんたのママ、いつまでたっても見つかんないよ」

「!?　マ、ママァー!!」

「あーこらこら泣くな泣くな。もー言葉は理解出来てるっぽいんだけどなぁ。はぁ……」

「……………何やってんだ砂城？」

「オ、オタ島!?」

「おっと、楽しんでるとこ水を差して悪かったな。んじゃ俺はこれで」

「ちょっ、待ちなよオタ島！　これが楽しんでるとか──んなことあるわけないでしょ！　もう、こんな大変な時にそんなくだらない冗談とかマジありえないし。オタ島サイテー」

「わ、わるい。そんな怒るとは思わなかった……」

　腕を組んで怒りを露わにする砂を前に、俺は素直に頭を下げる。

　その足下には三～四歳くらいの小さな水着姿の女の子が、泣き顔で砂城のふとももにぎゅっと張り付いていた。

　大繁盛していた海の家の列に並ぼうとしたところ、今度は遠くの方で、泣きそうな子供を必死にあやし右往左往していた砂城を、偶然にも発見したのである。

「で、なんでこんなことになってんだ？」

「聞いてよオタ島。それがさー、相と一緒にお手洗いに行ったんだけどさ、アタシが先に終わったっぽくて待ってたんだけど、そしたらこの子が急に泣きついてきちゃって」

　ようするに迷子ってことか。

「もしかすると近くにこの子を探してる母親がいるかもって、ちょっと歩き回って探してみたんだけど見つかんないし……この子に何か尋ねても『ママ』としか返ってこないし、怒ってるわけじゃないのに、ちょっとのことですぐ泣くわで……」

「そりゃこんだけ小さいと、パニックになったら何も喋れなくなるだろうよ」

　なるほど。この子と一緒に母親を探し回ってたから、相沢とはぐれたのか。

「とりあえず、近くに運営のテントとかあるだろうし、そこに連れてくか。たぶん迷子なんかも対応してくれるはずだ」

「それは絶対にイヤ！　そこにこの子任せて、はい終了ってのはなんか違う感じがするし。こうお役所仕事っぽいつーか」

「いやそれ、お役所仕事の意味わかってないよね」

「とにかく、そこに連れてってもすぐ解決するって保証はどこにもないわけじゃん。その間、この子はずっとこうやって怯えたまんまなわけでしょ。そんなの可哀想じゃんか」

　砂城は声を荒らげ、真にそう訴えた。まったく、ホントにこの人は見た目に依らず中身が純粋で優しいと言いますか、それが砂城の良いところなんだろうけど。

「ま、確かに、それも一理あるか。しゃーない俺も手伝うよ。この子の母親探し」

　やれやれとそう言うと、砂城は「オタ島ぁああ」と目をきらきらと輝かせた。

　さっそく俺はしゃがみこみ、女の子の目線に高さを合わせて口を開く。

「こんにちは」

　まずは子供と同じ目線になって触れあうこと。園児達と仲良くなるコツの一つとして、ちょっと前に、保育園のお手伝いをした際に教えてもらった秘だ。まさか役立つ時がくるなんて。ほんと人生、何が必要になるかわからないな。

　すると、女の子は砂の脚を掴み怯えながらにもこくりと小さく返事をしてくれた。

「ママとはぐれちゃったんだって？」

　女の子はもう一度小さく頷く。

「じぶんのおなまえいえるかな？」

　俺は自分の顔に指を差して首を傾げた。言葉遣いもなるべく幼児っぽくして。

　すると、女の子は躊躇いがちにだけど口を開いてくれて、

「み、みかえる……」

　……ギリ漢字がわかりそうな名前だ。恐らく大天使。

「そっか、みかえるちゃんかー。おなまえいえたね、えらいえらい」

　笑いながら頭を軽く撫でてあげる。えへへと笑ったみかえるちゃんは砂城の足をから手を放した。よし、だいぶ警戒心はとけたようだ。

「ママのおかお、わかるよね？」

「うん」

「ようし。だったらおにーさんのうえにのって、ママをさがしてみよう」

　半ば強引にみかえるちゃんを抱きかかえて肩の上にのせる。最初はちょっとだけ怖がっていたみかえるちゃんだったが、すぐに馴れたようでいつもとは違う景色からか興奮気味に辺りを見渡し始め、そして──

「ママー！」

　と、指を差して大きな声で叫んだ。すぐさまその方向を辿ってそれらしき人物を探す。

　そこにいたのは──




「──どうもありがとうございました！」

　みかえるちゃんの手を握り、綺なお辞儀をしたみかえるママを前に「いえいえ」とただただ萎する砂城と俺。

　その後俺達は「ばーいばーい」と手を振るみかえるちゃんに手を振り返して見送り、親子と別れた。

「いやー、無事に一件落着してよかったね。さっすがオタ島、頼りになるー」

　にっこりと笑顔を輝かせて砂城がそう言った。

「まぁなんだ、すぐ見つけることが出来てよかったよ」

　でもまぁ……見つかった母親ってのがこれまた強烈だった。

　どうりで砂城が探せなかったと納得がいく。顔は知らないのだから、きっと最初から対象外として認識してたに違いない。

　なんせみかえるちゃんのママというのが──一言で言って中学生にしか見えない、金髪ロリ巨乳な幼妻だったのだから。

「でもさー、今更だけどさ、なーんであの子、アタシんとこに『ママー』って頼ってきたんだろうね？」

「な、なんでだろうな……」

　身長とか全然違うのにと笑う砂を前に、俺は遠い目をして答える。

　十中八九髪の色と胸の大きさで母親っぽさを覚えたからだろうが、黙っておいた方がよさそうだ。

「ねーオタ島──」

「ん？」

「砂城雅です！」

「…………は？」

「ほらほら、ボサッと突っ立ってないでさ、ちゃんと名前言えたんだから、さっきみたいにえらいえらいって頭撫でてよ」

　えらくハイテンションな砂城がそう言って前みになり頭を突き出した。

　まるでグラビア撮影のように胸が強調されたそのポーズは、刺激的でとてもヤバイ。

　さっきみたいにって……あの子にやったようにってことだよな。

「さぁさぁ、オタ島ってば早く早くー」

　これは新手のからかいか何かなのだろうか。戸惑いつつも、俺は砂城のノリに付き合うことにした。

「ほ、ほんとに、すればいいんだな？」

「もーさっきからそう言ってるじゃんかー」

「じゃあ、いくぞ」

　唾をゴクリと飲み込み、意を決して砂城の頭に触れると数回撫でてやる。目を細め、「ん」と気持ちの良さそうな声を上げる砂城。なんだろう、とてつもなく疚しいことをしているような気分になってくるんだけど……。

「ちょっとさー、想像してたよりもだいぶよかったんだけど、もしかしてオタ島、女の子撫で馴れてたりするとか言わないよね？」

　姿勢を正した砂城が怪そうな視線を飛ばした。

「そんなわけないだろ。なんだよ、撫で馴れるって」

「あはは、冗談、冗談」

　豪快に笑った砂城は一度ふぅと息をはいて調子を整え──そして、改まって俺の顔をじっと見つめる。

「オタ島、アタシ今、すっっごい楽しいつーかさ、ほんと、サイコーだよあんたといると。この旅行でばったり会えた偶然にマジ感謝かな」












「それはその……ありがとう、でいいのか？」

「んーどうだろう。どちらかっていうとお礼を言うのはアタシの方な気がするし。ま、これがあの石のお陰ってんなら、三千円は破格って感じかな」

「は？　なんだよそのあの石のお陰ってのは」

「んーっとね──な、い、しょ」

　薄桜色の唇の前に人差し指を立てて小悪魔のような笑みを浮かべた砂は、ふと時間を忘れてこのままじっと眺めていたくなるような、そんな魅惑的な雰囲気を放っていたのだった。





　　◆






　その後、俺は手伝うと言ってくれた砂城と一緒に海の家でみんなの分の飲み物を買って氷の待つレジャーシートまで戻ったのだが……想定外のイベントの連続ですっかり遅くなってしまったことと、更には氷室が勝手にライバル視している砂城と一緒だったせいもあり、不機嫌な氷室から毒舌＋本音による嫉の二重攻撃を受けることになってしまった。怒られといて不謹慎だけど、むくれた氷室がとてもかわいかったですはい。

　それからは幸運なことに日が雲に隠れたお陰で、氷室も少しは日差しを気にせずに動けるようになり、みんなでビーチバレーをしたり海に入ったりと海水浴を十二分に満喫した。

　旅館に戻ると、温泉に入り、浴衣に着替えてそのまま砂達と一緒に宴会場で晩ご飯を食べた。どうやら砂城が「アタシ達知り合いだから──」と旅館側に頼み込み融通を利かせてもらったそうな。

　と、日が暮れた後も色々あったわけだけど、一番印象に残ってるイベントは何かと聞かれれば──それはお風呂やご飯ではなくきっと浴衣選びの時。

　あれは海から旅館に戻ってきた時の出来事だった。

　この旅館は若者向けに好きな浴衣を選んで館内をくつろげるサービスを提供していて、せっかくだから利用してみようって話になったんだけど──




　水着の時のようにいち早く着替えが終わって女性陣を待つ俺と柴。

「おまたー」

　いち早く現れたのはアキさんだった。

「ほらほらーお二人さん。どうじゃいどうじゃい、かわいいじゃろ」

　ひらひらと丈が短めで黒を基調とした浴衣をはためかせ、からかいの笑みを浮かべるアキさん。

「ああ。普通にいい感じだと思うぞ」

「はー、いい感じかー。どうせならかわいいとか綺とかそっち系の感想が聞きたかったなー」

　感想を言った柴にアキさんが楽しそうにうりうりと近寄る。そういや二人って同じクラスだったよな。普段から仲いいのかな。

「あの二人さ、海にいた時からいい感じだよね。田君はどう思う？」

「どう思うって……まー少なくとも相にそんな風に見られるのは柴的に面白くないのは確か──って相沢!?」

　い、いつの間に俺の背後に……。

「えへ、ドロンだよっ。田島君」

　茶っ気たっぷりな笑顔を浮かべた相沢は、浴衣が白なのもあってか手を下に向け幽霊のようなポーズをとって見せる。

「で、どうかな田島君。ちゃんと似合ってるかな」

「おう。心配しなくても似合ってるぞ」

　うん、柴もめっちゃ何か言いたげに相沢をちらちら見てるし。

「はい、これで田島君の『似合ってる』はわたしが頂いちゃったね。氷さんにはもっと気の利いた台詞を用意しとかないと」

　満面の笑みを浮かべる相沢。

「いや今のは相からそう聞いてきたからで──くっそ、誘導尋問だったのかよおい……」

「ふーん。じゃあアタシにはどんな言葉かけてくれんのか楽しみだなー」

　そう言いながらやって来たのは、何だかジト目の砂で。

「言っとくけど、『似合ってる』禁止ね。もち『いい感じ』も同類項だし」

「同類項っておい……それ、こないだ俺が数学で教えた言葉使いたいだけだろ。そうだな──赤色ってのが砂城らしくっていいんじゃないか。うん、バイトの待ち合わせした時も思ってたけど、砂城って服選びのセンスがほんと高いよな」

「へぇー、なるほど。この浴衣にはアタシらしさが出てる、かー」

　そう意味深に俺の感想を強調すると、勝ち誇った表情の砂城はちらりと視線を横に飛ばす。

　その先にいたのは氷だった。

「……一応、私も田君の感想を聞いてみようかしら」

　じっと俺を見据える氷室に俺は絶句する。

　言葉が上く見つからなかった。だって今の氷室は──




　砂城とまんま同じ浴衣を着ていたのだから！




　どうしてこうなったんだ？　趣味の一致ってことはない、よな？　もしかして以前バイト先に来た氷室が砂城のようなコーデだったのと、何か関係があったりするのか？

　ここで下手な嘘を言うのもあれだし、うん、ここは正直な感想を告げよう。

「……氷室はクールな印象が強いからさ、青とかそっち系の色の方が俺はいいと思うんだよな。あ、あくまで俺の感想だけど」

「だってさ氷室さん。アタシの方がかわいいって」

　おぃいい砂城。そうは言ってないだろ!?

「そう。ま、私は貴方にどう思われたって別に構わないのだけれど」

　無表情でそう告げた氷室は、すたすたとこの場を去っていた。

（田島君のばかぁあああああああああああああああああああああああああああああ!!）

　この後しばらくの間、氷室は機嫌を直してはくれなかったのである。

　やっぱ失敗談って、他の記憶より鮮明に残るよな。

　氷室……ほんと、ゴメン。




　──そして、温泉や晩ご飯をはじめ、館内を一通り堪し、寝間着用の浴衣に着替えた後、

　俺達は就寝するにはまだ早いということで集まっていた。何故か俺と柴が泊まる部屋に。

「よし。あれやろうよ、あれ、愛してるゲーム」

　何気ない雑談の中、突拍子もなくそんなことを言い出したのはアキさんだった。

「んーいいんじゃない。面白そうだし」

「なにかしら、その愛してるゲームとは？」

「わたしは知ってるよ。去年の冬くらいから学校で流りだしたやつだよね」

「俺は名前だけなら。田は？」

「いや……氷と同じで全然」

　全くの初耳だ。砂が代表して説明してくれる。

「愛してるゲームってのはね、片方が『愛してる』って言って、それに対してもう片方が『もう一回』って返し、それを繰り返して先に照れた方が負けってわけ。単純でしょ」

「なるほど。リア充御ゲームってのだけは理解したよ」

「へぇ……そんなのが学園で流行ってたなんて知らなかったわ。生徒会長として、生徒の流行を押さえとくことは悪いことではないでしょうし。いいわ、やってみましょう」

　ん、今、氷室のやつ、目が一瞬きらんと光ってなかったか？　気のせい、なのかな……。

　一番こういうのに抵抗があると思われた氷室がすんなり受け入れたことで、満場一致で話は進む。

「よし、んじゃ、あたし準備してくるね」

　そう言うとアキさんは部屋を飛び出していき、数分も経たない内に「旅館の人からもらってきた」と割り箸の片割れが人数分入った箸入れを持って帰ってきた。思い立っての行動力がハンパない。

「それじゃ、今からあたしがみんなの名前が書かれた割り箸を一本ずつ、二人分抜き取るから。んで、最初に当たった人が愛を囁く側ね」

　正直、トップバッターは極力避けたいところ。つか、ギャラリーがいる前で愛を囁くとかめっちゃ恥ずかしいというか、そこに他意がないとしてもだいぶハードル高くないか。

「待ってちょうだい。最初の決め方はそれでいいとして、次からは勝った人がくじを引くってことでどうかしら」

　い、意外だな、氷室がこんな提案するなんて。なんでそんなノリ気なんだろ？

「いいよー。それじゃいくね。記念すべき一回目は──お！　ミヤに──しばっちだ」

　なんというか、コメントしづらい組み合わせだ。

　砂城と柴が対面に座って向き合い、愛してるゲームはスタートした。

「柴、愛してる」

「……もう一回」

「愛してるよ健」

「も、もう一回」

　首を横に傾けてゆっくりと愛を囁いた砂を前に、耐えられないと目線をそらした柴。見事なまでの瞬殺だった。

「よっわ、しばっち、よっわ」

「いや、名前を呼ぶのは反則行為だろ」

　顔を真っ赤にした柴が声を荒らげる。その視線がちらっと相の方に向く。ケロッとしてゲームを楽しんでいる相沢に、柴は何とも言えないといった顔になる。柴……ドンマイ。

　そして砂城も、そんな柴の様子を見てはっとしたようになり──何だか気まずそうな表情で、俺の方をちらちらと見てきた。もしかして砂城、今ので柴の相沢への気持ちに気付いて申し訳なくなったのだろうか。でもなんでこっち見るんだよ。

「──んじゃ、勝ったアタシが次引くわ。えっとくじは──」

「はい。砂城さん」

「ん。どーも。──げ、またアタシじゃんか。で、アタシが愛を囁くお相手はっと──!?」

　ノリノリでくじを引いたはずの砂城が、突如固まり、引き抜いた割り箸をことんと落とした。転がった割り箸をたどり、俺達は砂城の対戦相手を確認する。

　俺だった。

　やらない──わけにはいかないよな。

「お手柔らかに頼むぞ。砂城」

　苦笑してそう言うと、何故だか借りてきた猫のように大人しくなってしまった砂城は正座状態で俯いていて、無言のままこくりとだけ頷く。

　俺と砂城の愛してるゲームがスタートした。

「…………………………参りました」

「え!?」

　開始から数秒が経過した後、砂城は、それはもう見事に綺なお辞儀をしたのだった。

　実感がまるでないが、どうも俺は勝った、らしい？

「もーミヤってば真面目にやってよね。このゲームめっちゃ強いくせに」

「い、いやぁーあれじゃん、このままアタシが無双するのってエンターテイメント的にはどうなの？って感じでしょ。こういった意外な展開があった方が、驚きがあって楽しいわけよ」

「確かにこれは想像つかない展開だったよ。うん、中々に粋な演出だねっ。砂城さん」

「で、でしょでしょ。さっすが相沢。話わかるー」

　にこやかにそう言った砂城。

　次に俺が引いたくじは──相沢と氷。

　そのまま流れるように始め、二人は淡々とこなしていった。

「愛し──いや、もう無理。実際にやってみると想像以上に恥ずかしいね、これ」

　数回やり取りを繰り返したところで、ポーカーフェイスを貫いた氷が勝利した。

　うん、やっぱこれ、どう考えても愛を囁く側が圧倒的に不利だよな。

「私がくじを引くわね。──あら、田君ね。田島君に愛を囁かれることになる運の悪い相手は──はぁ……私よ」

　氷室が深～いため息をついた。だがその口元が微かに上がっていたのに気付いたのは、きっと俺だけだったに違いない。

　相とアキさんは面白いことになりそうだと目を輝かせ、柴は同情の視線を送ってくる。そんな中、砂はつまらなそうにけっと表情を歪めていた。

　めちゃくちゃ恥ずかしい。しかもよりによって愛を囁く側だ。羞恥と緊張で手に汗が滲む。やはり囁かれる側とのレベルが違いすぎるというか、よく砂城達は毎回こんなゲームを出来るな。

　可能であるなら逃げ去りたい。でも、それじゃさっき頑張っていた柴に申し訳が立たないわけで──うん、俺も頑張ろう。

　俺と氷室は向かい合い、俺の公開告白が始まる。

「氷室、愛してる」

「もう一回。はぁ……これはとんだ地獄ね」（天国よ！　最高の時間の幕開けだわ、よし、よし、よし──よっしゃああああああ！）

　い、今だけは心の声、聞こえないようにならないかな……。

「氷室、愛してる」

「もう一回。ふぅ……早くも寒気がしてきたわ。照れることはありえないから負けることはないにしても、さっさと下りた方が身のためかもしれないわね」（やややばいわよ。早くも気を抜いたらにやけてしまいそう。た、耐えないと、耐えた分だけこのボーナスタイムは続くのだから！）

　心の声が照れてるのも、カウントして欲しい。

「愛してるぞ氷室」

「もう一回。ふ、言い方を変えても私の心には微も響かないわよ田島君」（私も私も、愛してるわよ田島君♡）

　お、おい、防御側が愛を囁くのは反則だろっ！

「……ギ、ギブアップで」

　頬を赤らめてしまった俺は、至ってクールなままの氷室から視線をそらした。心の声が聞こえる以上、俺に最初から勝ち目はない。

「呆なかったわね。次は──あら、また私ね。……ふぅ、囁く相手は田島君よ」

　氷室が嫌そうに俺の名前が書かれた割り箸を、汚物のように扱って見せびらかした。

　砂城が何か言いたげに氷室を睨んでいる。ごめんな砂城、その人、こう見えて心の中はウッキウキなんだよ。

　攻守逆転でのリトライ。

「愛してる」

「もう一回」

「愛してる」

「……もう一回」

「愛してるわよ、田君」

「…………もう一回」

　こ、ここまで何とか耐えてこれたけど……一つ一つがヘビー級ボクサー並の高打撃。正直、モウモタナイ。

　だってこの「愛してる」──心の声が聞こえてこないということは、全て氷の本音だということなのだから──

　う、嬉し恥ずかし死んでしまう。

　氷室の方は、建前さえあれば本音を口に出しても涼しい顔でいられるらしく──完全なワンサイドゲームだった。

「はぁ……お遊びとはいえ、嘘をつくのはやはり心に来るわね」（ふふっ、私の真心が籠もった愛の言葉。たーんと受け取ってね田島君。おかわり、し放題よ）












　い、いや、もう、負けです。満腹です。

「こ、降参だ……」

「そう。よかったわ。やっとこの茶番から解放されるのね」（えー、もうちょっと楽しみたかったのに。むー残念）

　顔を赤くして降参と言った俺を前に、氷がほっと安して見せる。

　それから氷室は、流石に四連続は勘弁とくじから自分の名前が書かれた箸を取り出した。

　俺はその瞬間気付いてしまう。氷室が、箸入れに入った状態からそれが自分のであると確信して抜きとったことに。

　恐らく予め何か区別がつくように割り箸に傷でもつけていたのだろう。思い返せば、勝者がくじを引く提案をしたのは氷室だ。後、砂にくじを渡したのも氷室。たぶんその前に何か細工をしたようだ。

　氷室が一回でも勝てば、俺と氷室の愛してるゲームが始まる寸法だったみたい。

　満足したからこその油断だったのだろうか、けれど見た感じ俺以外は気付いてないようだし、これは俺の胸にしまっておくとしよう。

　ぶっちゃけ、本音の「愛してる」はすっごい嬉しかったし。

　その後も、愛してるゲームは続き一通り組み合わせが回ったところで終了したのだった。柴と相、氷室と砂城など、時折りひやっとする対戦カードもあったけど。

　二日目の林間学校予定地の下見も含め、実に楽しい旅行だった。

　──のだけれど、




　ああ、ほんと──恋祭りの件、次の作戦どうするかなぁ……。






三章　あまのじゃくな氷さんの新たな受難









　林間学校の下見旅行が終わった後も、色々なことがあった。

　平日の午前は基本、氷室と生徒会業務をして過ごし、それから帰りには一緒に駅まで向かいがてらファーストフードを食べたり、ぶらりまたあの公園のクレープを食べに行ったりと、氷室との夏休みを思いっきり堪したり。

　午後はバイトのある日はもちろんのこと、砂の勉強の面倒を見たり、一緒に俺が勧めたＤＶＤの続きを借りにいったりと──なんだかんだあいつと過ごしてることが殆どだったな。ほんと、毎日家でゲーム三だった去年の夏休みが嘘のようだ。

　後は予定表の星マーク通り、夏祭りの巡視やナイトＺＯＯ──まぁこっちは俺のシフトミスでまさかのバイト側で迎えることになって、ちょっと氷室の機嫌を損ねたのが反省点だったり。

　そして、気がつけば八月十七日金曜日。

　あぁ、夏休みが残り二週間となってしまった……。

　忘れてはいけない、恋祭りの件がもう見えつつある。

　デッドライン──恋来祭りの日までもう十日未満。なのに……なんと、あの下見旅行以来、俺は一向に恋来祭りを円満にお断りする方法を見せてなかったりする。

「はぁ…………」

　時刻が正午を回って本日の生徒会業務は終わりとなり、副会長席で後片付けをしていた俺は、この憂鬱な気分を放出するように深いため息をついた。

　ちなみにこっちの生徒会方面はすこぶる順調だ。

「田君、最近、やけにため息の数が多いわね。何か悩みごとでもあるのかしら？」

　一足先に片付けを終え、ノートパソコンをパタンと閉じた氷室がそう尋ねた。

「そうね。何について悩んでいるのか当ててあげるとしましょう。ずばり、自分の夏休みがあまりにも灰色すぎて、終わりが近づくにつれ焦りを感じてきてしまっている。どう？　当たらずとも遠からずなんじゃないかしら」（うーんその悩みが恋愛方面でないのは確かよね。こうして毎日のように両い相手である私と一緒に過ごす、イチャラブで薔な日々を送ってるのだから。うふふ）

　思いっきり恋愛方面なんだけど……ごめん、これはちょっと相談できそうにない。

「そういう氷室の方はどうなんだよ、この夏休み？」

「あら、私？」

　氷室は顎の下に手を当て考え込んだ後、ゆっくりと口を開く。




「ええ、結論だけを述べるのなら、とっても順風満帆で最高の夏を送ってるわよ。誰かと過ごす夏がこんなにも楽しいだなんて、想像以上だったから」




　それは普段クールな彼女が滅に見せない、真心の籠もった優しい笑顔だった。

　吸い込まれそうなその甘い微笑みに、俺はついつい見とれてしまう。

　──が、その笑顔の正体が、実は俺の悩みをより重くしてる理由の一つだったりもするのだ。

　そう、氷は、その最高の夏の最後の締めくくりとも言える恋祭りに、より大きな期待を膨らませるようになっていたのである。

　特に先週の土曜にあった市内で行われた夏祭りの巡視なんかは、合流予定だった相と柴が、部合宿の帰りのバスが帰省ラッシュに挟まれ大渋滞を起こして来られなくなって二人きりになり──あれはもう実質完全なお祭りデートだった。ただただ屋台をぶらりと巡って食べて遊んだだけの視察要素なんて皆無の。心の声で大はしゃぎだった氷室は帰り際に（ようし、本番では浴衣も着てもーっと楽しんじゃうわよ。そこで私達は正真正銘の恋人同士になってもっともと深い仲に──うへへ）とこれでもかと漲ってしまってて……はぁ。

　嬉しいのに素直に喜べないのが辛かった。

「ま、言わなくてもいいことだろうけど、その誰かが田君じゃないことは明白ね」（えへへ田島君。今年の夏休みは貴方との思い出がいっぱい作れてとっても幸せよ。だから来年の夏も、そのまた来年だって、ずっと一緒にいてくれると嬉しいなー）

「そ、そうか……なら、言われない方が嬉しかったかも」

「あら、そうだった？　ふふっ」

　楽しげに笑う目の前の氷室。

　でも氷室のその願いを叶えるには、氷室がこの夏一番楽しみにしている約束を、反にしなくちゃならないわけで……。

　頭痛を覚えて、ふと頭を押さえる。

　が、ここで立ち止まっていたら、それこそ頭痛じゃ済まされないレベルの大惨事が待っているかもしれないのだ。恋来祭りを両いの状態で訪れることによって起きてしまうというリスク、ツライ未来が訪れることだけはなんとしても阻止しなければいけない。

　とにかく、行動あるのみだ。ほんの些なやり取りからでも、何かしらのきっかけが生まれるかもしれないし。

　俺は真剣な表情で氷室を見据える。

　のだが──

　バタン！

　と、生徒会室の扉が勢いよく開けられた音がした。その音にびくっと体を震わせた俺は、驚きで目を見開いてしまう。

　氷も俺と同じで唖としている。どうやら、予定外のお客さんらしい。

　俺は恐る恐る振り返って誰が来たのかを確認する。

　すると、その訪問者は俺と目があった瞬間、ぱぁっと明るい笑みを咲かせて俺の下へと飛び込んできて、

「あーあい君、ほんとにいたー。もーう、ちゃんとケータイには出るようにって、いつも言ってるよね」

　唖然となる俺の視線の先でぷんすかとかわいらしく怒る女性は、その見た目だけで言えば二十代後半のＯＬという感じで、明るめな髪色に似合うおしゃれな格好が、ゆるっとした独特の雰囲気を放っている。

　更には本名を田早といって──




　なんと、俺の母さんだった。




「えっ、ちょっと待ってくれ!?　なんで母さんがここにいるんだよ？」

「もー出かける時に言ったじゃない。ママは今日、ＰＴＡの打ち合わせであい君の学校にお邪魔するから、お昼で終わるなら一緒にご飯食べに行こうって」












「やべっ、言ってたかもそんなこと……」

　朝ってさ、基本ドタバタしがちだから、適当な相づちで返してることが多いんだよなぁ。特に今日みたいに徹夜でゲームして寝不足気味な日は。

「つか、何だよそのＰＴＡの打ち合わせって？」

「あれ？　ママ言ってなかったっけ。学園のＰＴＡとして、先生方と一緒にお祭りでカレー作るって話」

「お祭りって、……あー、そういや、一回聞いたことあるような……」

　あ、あれだ。氷を誘った家族旅行がおじゃんになった原因。

「ほら、言ってたでしょ」

「でも内容はきっと初耳だぞ。カレー作るってのは」

「あぁ、そうよね。だってママもさっきの打ち合わせで初めて知ったんだから。──ま、そういうことだから！　張り切って作るから、是非あい君も食べに来てちょうだいね」

　あ、ここにきて、恋祭りに行きたくない理由が増えたかも。

　もちろん家族仲はこの通り悪いってわけではなく良好だ。ただ……うちの母さんは、どうも他と比べて過保護ってか、家族愛が強すぎる線があるというか親バカというか、別に悪いってことはないんだろうけど、やっぱこの年で母さんと、こんな風にベタベタしてるところを知り合いに見られるかもって考えると──めちゃくちゃ恥ずかしい！

　特にね……この状況みたいに、異性の知り合い、それも好きな人の前とかね、ほんと。

　顔に熱を覚えながら俺は氷室の顔をちらりと見る。

　すると、氷室は目を丸く唖とした表情になっていて、

「えっと田君、あの……状況から察するにその人は、貴方のお母様、なのかしら？」

「ああ、残念だけどその認識であってるよ」

「もーあい君ったら、ママのこと残念なんて言わないでよー」

　ポコポコと肩を軽く叩く母さん。いやほんと、お願いだからそのノリを氷室の前でするのはやめてくれ。

「初めまして、田島君のお母様。私はこの学園で生徒会長を務める氷室涼と申します。よろしくお願いします」

　喉を鳴らし調子を整えてから立ち上がった氷室が、そう言ってぺこりと綺に頭を下げた。俺にはわかる、氷室のやつかなり緊張しているな。




「あ、やっぱり貴女が氷室さんなのね、あい君が好きな女の子。告白したけどフラれちゃったっていう」




「「んんっ!?」」

　俺と氷の声にならない声が同時に上がる。

　ちょっ、えっ…………？

　これマジでどんな急展開だよ!?

「ま、まってくれ、なんで母さんがそんなこと知ってるんだよ!?」

　いやいやもちろん母さんとしたことないよなそんな話。氷室の話とか、告白が失敗したとか一ミリもさ。

「聞いたのよ。ママがお勤めしてるドラッグストアにバイトしに来てる君の生徒さんに。あい君も知ってる子だと思うよ。同じ学年の佐さんって子なんだけど」

　うぉおおおおおい。また佐伯なのかぁあああああああああああ!?

　ほんと、なんなんだよあの人。

　実は知らないところで相当な恨みを買ってるとか、そんなんじゃないよね。

　ちらっと、氷室の様子を窺う。口を小さく開けて凍りついている。

　まぁ……この話題はお互いに掘り起こされたくない黒歴史だからな……。

「そうそう。それでママ、氷室さんに会ったら言わなきゃいけないって思ってたことあったのよね」

　そう言って微笑むと、氷室へと歩み寄る母さん。

　は？　言わなきゃいけないこと？　──ま、まさか、過保護な母さんのことだから「あい君と、試しにでいいんで付き合ってみてください。絶対後悔しないんで」とかでも言い出すんじゃないだろうな!?

　や、止めてくれ。親が告白するとか、もう転校を考えるレベルの地獄だぞ。

　絶対に、阻止しないと！

　が、先に母さんが口を開いてしまって、

「氷室さん、いいかしら」

「は、はい」

　我に返った氷室がピンと姿勢を正す。

　そして、




「うちのあい君は、貴女となんかぜーったいにお付き合いしたりしませんので。そこのところ、よーく覚えておいてください」




「「へ？」」

　俺と氷室の間の抜けた声が重なる。

　驚で固まる俺の前には、べっーと大人げなく舌を出した自分の母親がいて──

　ちょっちょっちょっちょっちょっ──

　な、何やっちゃってんだよ母さん!?

「あい君。ママね、佐さんからぜ～んぶ聞いたの。あい君の好きな氷さんって人が、どんな人で、普段あい君とはどんな関係なのかとか。そして──あい君のことをなんて言ってフッたのかも」

　最後の一言は怒りが籠もるように声のトーンが低くなる。

「ま、待って下さい」

　すかさず氷室は弁明に入ろうとしたのだが──




「そ、それは……ぜ、全部──事実なのだから、仕方がないことだと思うんです」




　俺と母さんの口があんぐりと開かれる。

　数秒後、自分がどんな発言をしたのか気付いたようにハッとなる氷室。

　その手はわなわなと震えていた。「やってしまったぁああああ!?」と言わんばかりに。

　優秀な氷室はどうやら失敗や挫の経験が人一倍少ないせいか、ピンチに対する耐性が弱いと言うか──メンタルが正に豆腐の如くもろい。それに出会い頭に自分を否定されたのは初めてだったようで、酷い慌てぶりだ。

　顔こそ平静を装ってはいるのだが、突然現れた好きな人の母親からの交際反対宣言に相当なショックを受けていることが俺にはわかった。何だろう、あの、俺の告白をフッた時の氷室を思い出させるような……。

「へ、へぇ……言ってくれるじゃないこの小娘……どうやら佐伯さんの情報通りの子みたいね」

　顔をピクピクと痙させる母さん。

「ま、あんたみたいにお高く止まった人は、あい君の素晴らしさに一生かけても気付くことが出来ないんでしょうね。ふん」

「ふふ、どうでしょうか？　それは実の母親であるからこそくる一方からの側面的見解なのでは」

　今のはきっと（そんなことないもん。私、貴女以上に田君の良いところいっぱい知ってる自信あるもん）とかそんな感じのことを言いたかったんだと思う。

「いい機会だから言わせてもらいたいのですが、田島君は私と違って料理も出来ないみたいですし。部屋の掃除も自分ではろくにしないらしいじゃないですか。私と違って。二年後には進学して一人暮らししなきゃならない可能性が高いというのにこの体たらく、これでは先が思いやられるというか、ちょっと甘やかしすぎだと思います」

　お、おいその話って……ついこの間の雑談で氷室に話したやつじゃんか。夏休みの昼飯はどうしているのか、から始まった──俺のズボラ談。

　そしてこれは……恐らく自分を売り込もうとしたんだよな。（家事万能な私が付いているので、その際は安心して下さい）的な。

　氷のその心意気は嬉しい、めっちゃ嬉しい──だけど、

「いいじゃない少しくらい甘やかしたって。だって世界でたった一人の最愛の息子なんだもん！」

　眉に皺を寄せぐぐぐと唸る母さん。完全に火に油を注ぐ状態だった。

「あい君！」

「は、はい」

「とにかくこの子はダメ。ママは反対だからね。見るからにあい君のこと見下してて──はい、あい君には相応しくありません。だめー」

　母さんは腕でバッテンを作り、絶対にお断りだと訴えてくる。

「仮にね、この子がこれからあい君のことを好きになったとしてもね……残念だけどそれは賢いあい君がもたらしてくれる年収が目当てなの。あい君本人ではなく、あい君の後ろに見える資産の山に恋をするのよ」

「いくら母さんでもそれは言いすぎだろ」

　母さんの心ない言葉に、思わず立ち上がった俺は、不快感から少し強めに言葉を放つ。

　すると、母さんは諭すように真剣な表情になって、

「ママね、ほらちょっと前に中学校の同窓会にお呼ばれしたじゃない。その時ね、女の子にキャーキャー騒がれていた男の子は中学時代とはまるで真逆だったわ。当時モテてたお調子者で足の速い子や、やんちゃな野球部のエースではなく、医者や弁護士、一流企業に勤める人ばかりに人だかりが集まってたの。特に未だ独身の子なんかは、これが婚活パーティーかってくらい必死に。でもねママ知ってるのよ。その子達が中学時代『根暗』とか『ガリ勉』だとか陰でその男子達を散々馬にしてたこと。いい？　あい君。ママが何を言いたいかっていうとね、この子にはあいつらと同じ匂いを感じるってことよ」

　ずばっと母さんに指を差され、氷室はびくっと一歩後ずさる。

　こういう時、大人って実体験を交えて言葉に深みを出してくるから厄介というか──でも母さんだって、俺のことを心配して言ってくれてるってのも確かなんだよな。

　でも氷室はそうじゃないって、ここはちゃんと俺の口から伝えないと。

「氷室に限ってそれはないと思うんだ」

　ああ、だって氷室は、俺なんかよりも遥かに俺達二人の未来を考えてくれてたりするんだから。

　子供の名前とか。出世や会社に認められて様々な仕事を任されることが、必ずしも家庭の幸せに繋がるとはいえないなど、それはもう真剣に。

　よし、その部分をしっかりとアピールするぞ。氷室との幸せな家庭を。

「例えば、俺と氷が結婚するとするだろう？」

「はぁ……例えば、ねぇ……」

　俺がそう言った瞬間、ため息をつき、露骨に不満な顔をした氷室。

（た、例えばってなによ。おかしいわよね、それじゃ、もしもの話になっちゃうじゃない！　訂正して、「いずれ俺と氷室は結婚するだろ」に。ええ、これが正しい文法よ！）

　怒りの理由そっちかよ！

「ほら！　あい君見てよ、この子のあからさまに嫌そうな顔。そんな未来は絶対にありえないって言いたげなこの顔。ちょこっと自分の名前を出されただけでこんなあからさまに拒絶反応してるんだから──もうダメ、絶対にダメ」

　違うんだよ母さん。氷室の場合、その未来以外は絶対にありえないから、他の道を臭わす俺のニュアンスに怒ってるんだよ。

「い、いや、そうじゃなくて……それは母さんの完全な誤解っていうか──」

「もーこれを見てまだ氷室さんを擁護するなんて、あい君ちょっと恋は盲目が入りすぎてるわよ。いい？　こうなったら氷室さんに直接聞いて、目を覚まさせてあげる。ちょっと辛いかもだけど、目を背けないでね。これもあい君を思ってのことだから」

　儚げな瞳でそう言うと、すぐさま母さんは氷室をキッと見据えた。

「いいかしら氷室さん。貴女に再度お尋ねするわ！」

　厳しめの視線に、氷室がまたビクリと後ずさる。

「あい君とお付き合いする気はありますか？」

「ふ、あるわけないじゃない」

「なら、あい君に異性としての好意は微もないと」

「ええ、愚ね。肯定よ」

「……ちなみに氷室さんって、好きな人とかいたりするの？」

「──!?　はい、います好きな人。とぉおっっても好きな人が！」

「……」

　氷室が前のめりにそう告げると、母さんは一拍おいてシュバッと俺の方に振り返って、

「ほらぁああああああ！　あい君！　今のちゃんと聞いてたわよね!?　あのあい君に対する冷たい反応と、自分の恋の話題になった途端の熱の入れようの温度差。ママもどん引きするほどの清しい極端さ。もう流石に百年の恋も冷めたわよね？　ママの言いたいこと、わかってくれたわよね？」

　母さんの声を聞いていた氷室は、やってしまったと顔を少し俯けた。

「あ、あのさ、とりあえず、母さんの方こそ、冷静になろう」

　だ、駄目だこれ。会話が続くにつれズルズルと誤解の泥沼にハマっていく気がしてならない。とにかく、一回二人を引き離そう。

　戸惑っているのか、若干顔を曇らせている氷を横目に、俺は口を開く。

「母さん……悪いけど一、俺と氷室の二人にしてくれないか？　まだ生徒会の仕事が途中だったしさ。だからその、残念だけど今日は一緒に、お昼には行けそうにないかな……」

　ほんとは業務終わって片付けの最中だったけど、このまま氷室に何のフォローも入れずに帰るのは悪いから。

「そ、そうなの……ごめんねあい君、母さんどうやら生徒会のお邪魔しちゃったみたいね。うん、来週また打ち合わせで学校に来る機会があるから、その時はお昼、一緒しましょう」

　母さんがふふと小さく笑う。よかった、ちゃんと大人の対応をしてくれて。

「わかったよ。事前に言ってくれる分には、ちゃんと目が付くようにしとくから」

「ほんとは今日も事前にちゃんと言ってたんだけどね」

「うっ……それはその……ごめん」

「うんうん。あい君のそういう素直に謝れるとこ母さんだーい好き」

　とてとてと俺に近づき、抱きつこうとしてくる母さん。俺は手を前に突き出し、必死にそれをブロックする。恥ずかしい、氷室の前だぞ。

「あ、そういえば相さんって子はどこにいるの？　彼女も生徒会の一員なのよね？　ほら。あい君がフッちゃたって子。ママ、一度顔を見てみたいんだけど」

「は？」

　何でもベラベラ喋りすぎだろ佐！

「あい君に目をつけるってだけでママのポイントは高いっていうか、未来のお嫁さん候補として、是非ともチェックしておきたいなーって」

「もーいいから──出てってくれよ母さん！」

　俺は母さんの肩を押して半ば強制的に退出させ、扉をバンッと閉めた。

「はぁ…………」

　扉に背を預け、深いため息をつく。とんだ厄日だ。

「……なんというか、凄い人だったわね」

　席に座り、若干疲れた顔で氷室は続ける。

「見た目からして衝撃的だったというか……若いってのもあるけど、実の息子である貴方と真逆で明るく弾けすぎだし……ええ、どちらかというと砂さんの母親って方がしっくりくるわ」

「はは、よく親子には見えないって言われるな。その度に母さん、めっちゃ不機嫌な顔するけど」

　それに母さん、まだ三十六歳だしな。

「そのなんだ……今の母さんの発言は、深く気にしないでくれると助かる」

「心配しなくても、一つも気にしてないわ」（うう、どうしよう失敗してしまったわ。つい緊張しちゃって田君にもまた悪いこと言ってしまったし──それにそれに……田島君のお母様に嫌われちゃったぁあああああああ!?）

　そう言って優にグラスを口に持っていくも、小指が微かに震えている。

　気にするなって方が、無理、あるよな。

「なんていうかさ、母さんだって悪気があってああ言ったわけじゃないというか……どうも自分が失敗してる分、俺にはその、恋愛とか結婚面で失敗して欲しくないって思いが強いらしくて」

「失敗？」

「実はさ、俺の家って母子家庭なんだよな」

「ええ、それは知ってるわ」

　……さも当たり前のよう頷かれたけど、これおかしいよな？　現に俺の方は氷の家族構成なんて全く知らないし……。まぁ、今は別にいいか。

「で、俺の父親つーか、母さんが結婚する予定だった人とはさ、俺が産まれてすぐに別れたらしいんだよ。いわゆるできちゃったってやつで……、それも高校卒業してすぐの出来事だったから、当時通い始めてた大学も休学しなきゃいけなくなったり、当然親族周りも猛反対でさ、籍もまだ入れる前だったんだと。別れた原因は詳しくは聞いてないけど、どうも一緒に住みだした途端、相手の嫌な部分がいっぱい見えるようになったってのと、後は……相手側の浮気っぽい」

「そう、なの……」

「ああいや、そんな重そうな顔はしないでくれ。もうずっと昔の話なんだし。そりゃ俺も初めてこの事実を知った時は、ショックだったけど」

　心配そうな表情を浮かべる氷室に、もうとっくに割り切ったと苦笑する。

「でも、込み入った事情があるわりに、貴方の経済状況ってとりわけ貧困というレベルではないわよね。家だって一戸建てに住んでるし」

　ん？　氷室に家の話なんてしたことあったっけ？

「そこは母さんが頑張ってくれたっていうか、赤ん坊だった俺の顔見てて思ったんだと。『この子には幸せに育って欲しい』って。そっからは伯父さん──母さんの兄さんに頭下げて俺を預けながら、必死になって大学に通い、国家資格をとって薬剤師に──ま、そんな母さんの姿を見てきたからなんだろうな。俺が、勉強だけは頑張っておいて損はないからって、ずっとトップをキープしてるのも」

　まだ将来何をしたいか具体的な考えまではないけれど、立派な大企業に就職して楽させてやりたい、恩返しがしたいって──まぁこんなこと、恥ずかしくて口には出来ないけど。

「ちなみに、俺達が住んでる家は海外転勤になった伯父さん夫婦から譲り受けた物だ」

「そう、だったのね。それであのような……」

　氷は、顎に手を当て、少しだけ考える素振りをしてから、再び口を開いた。

「参考までに聞かせて欲しいのだけど、田君はお母様が断固として交際を認めない場合は……や、やはり貴方は、私のことを断念するのかしら」

　凜とした表情ながらも氷室からどことなくそわそわとした空気が漂ってくる。

「いや、流石に断念ってまではな。母さんには悪いかもだけど、やっぱそこは当人達の想いの問題だから──」

　それに母さんだって、本当の氷室を知れば反対することはないはずだ。

「いえ、やっぱりそれは駄目よ。田島君のお母様もきっと当時はそんな考えだったはず。お母様を悲しませるのは、田島君も本意ではないのでしょう？」

「ああ、まぁ……そうだな」

「ならちゃんと、お母様が安心して応援出来るような相手とお付き合いするようにしないと。たとえ今はいいとしても、いずれ結婚──ってなった時に拗れてしまわないように」

　芯のある強い眼しでそう言った氷室。これが本音ってことは、どうやら母さんに気に入られようと頑張ってくれる、ということらしい。

　ありがとう。氷室。

「そ、それと……さっきのはちょっとムキになりすぎて言いすぎたというか……田島君、ごめんなさい」

　氷室の素直なごめんなさいに温かさを覚えた俺は、穏やかな顔で口を開いた。

「いいって。別に俺の方は、氷室のことよくわかってるからさ。あれが本心からの発言じゃないってことくらいは」

「そう……なら、助かるわ……」

　俺から目をそらし、小さくホッと息をはいて口元をにっと上げる氷室。か、かわいい。

「それで、さっきの話によると、お母様は恋祭りで出店を開くようね。先生方と一緒に」

「そ、そうだな……あんま、家以外で母さんと会うのは避けたいところだけど」

「ふふ、私を射止めたり、実の母親を説得したりと、貴方のお祭りは大変な一日になりそうね」（見てて田島君、今日は失敗しちゃったけど、次こそは私も家族の一員だってお母様に認めてもらえるよう私頑張るから！　ええ、田島君の妻を名乗るに相応しい女は私以外にいないってイチャラブぶりをね。ふんすっ）

　だ、大丈夫、かな？

　いやいやそれ以前に、お祭りに行くことがもう大丈夫じゃないんだよな。はぁ……。







　生徒会室の片付けを終えると、俺と氷室は学園を出て、一緒に駅へと向かう。

　夏休みの間はずっとこうだった。氷室とたわいもない会話をしながら帰路を辿る、俺にとっての幸せな時間。

　もちろん、氷にとってもそうであってくれると嬉しいんだけど──

「そういえば田君、お盆前の生徒会帰りに、工房シリーズが終わったから新しいゲームを始めるって言っていたわよね。それで、お盆の間はどんなゲームをしていたの？」

　路肩を歩きながら、隣に並ぶ氷室がふと尋ねてきた。

　こういう感じに、会話の内容はゲーム関連などの共通の話題が多かったりする。

　氷室が俺の趣味に興味を持ってくれるのはすっごい嬉しい。

「そうだな。プロパワっていうんだけど、氷室は知ってたりするか？」

「プロパワ？　名前だけなら聞いたことがあるような気がするわ。それは、どんな内容のゲームなのかしら？」

「ざっくり言うと、野球のシミュレーションゲームだな。野球部の一員になって甲子園を目指さそう的な。ま、俺はそのサクセスモードよりもこれの後日談とも言える、マイライフモードでひたすらプロ野球人生を追体験してるわけだけど」

「何だか意外ね、貴方がそんなスポーツ系のゲームに興味を持つなんて」

「あーそれは、この時期になると甲子園熱に当てられて無性にやりたくなるというか──凄いよな。テレビに映ってる選手がみんな俺達と同年代なんて。なんかもう別次元の存在にしか見えないよ」

　下手したら年下だっているのだから恐い。

「ほう。つまりそこに勝手な嫉や対抗心を抱いた田島君は、リアルじゃ無理でも、バーチャルな世界でなら勝てると、自分の世界に閉じこもったセカンドライフを始めたわけね。相変わらず思考が極端すぎてお粗末だわ」

「あー……完全に違うとは否定できないかも。名前は自分の名前でやってるわけだし……やっぱ運動音痴コンプレックスってのが、多少はあるからな」

「ふふっ、図星のようね根暗島君。でもそれじゃあますます、灰色の青春まっしぐらよ。いつまで経ってもカノジョが出来ないまま、卒業式を迎えそうね」（いやね田島君、そこに負け意識を持たなくてもいいんじゃない。あの人達にはあの人達のスポーツに打ち込む青春があるように、貴方には私というカノジョと過ごす、イチャイチャな青春があるのだから。ね、価値観なんて人それぞれでしょ）

　楽しそうに笑う氷室。

　いや、どう考えても氷室と過ごす夏の方が断然勝ち組だと俺は思う。うん、時折こんな天使みたいな表情を見せてくれる女の子がカノジョでいてくれる青春の方が。

「ま、せっかくだし、どんなゲームか調べてみるとしましょう。面白そうだったら私もやってみようかしら」

　そう言うと氷室はスマホを取り出し、プロパワについて調べ始めた。

　が、氷がグーグル先生を使って飛んだ先は、どうにも公式サイトではなく攻略サイトの方だったらしく──

「えっ？　何かしら……この、カノジョ攻略というのは…………」

　刹、スマホを眺める氷室の表情が強った。

「へぇ……単に野球をするだけのゲームだと思っていたけれど、結構充実した生活が送れるようになっているのね。なるほど……残念島君のような青春を送ってる人達のニーズに応えているというわけね」

　スマホを操作する氷室が、少し声のトーンを落としてそう呟いた。

「別にどうでもいいのだけれど、田君も作ったのよね。カノジョを」（さぁさぁ、はっきりと説明してちょうだい！　どうなの田島君!?）

「ま、まぁ……作ったけど……」

「ガリ勉でインドアマンの貴方が、バーチャルの世界では野球部エースのカノジョ持ちで、更にはそのままプロ入りして、順風満帆な人生を──ようするに現実逃避。ふふっ、これが鬱した人生を歩んだ男の末路ってわけね。恐いわ。そうはなりたくないものね」（なんでなの。現実に私というカノジョがいながら、なんでセカンドライフを満喫しちゃってるのよぉおお）

「待ってくれ氷室。そうじゃなくてこのゲーム、馬正直に練習ばっかしてるより、何か女の子と遊んでいた方が抜群に能力が上がったりするんだよ。強い特殊能力もらえたりとかさ」

　……弾道が上がったりとか。

「はぁ……田島君、チンパンジーでももっとマシな言い訳するわよ。遊んでるだけで強くなれるなら、うちの野球部だってそうしているでしょ」

　辛な氷室の本音。いやいやこれ、マジでそういう仕様なんだよ！

「ま、田島君が誰とお付き合いしようと私には関係ないことよね。ええ、ここは素直に祝福してあげましょう。初カノジョおめでとう田島君」

　と、楽しげに微笑した氷室がスマホを持ったままぱちぱちと拍手した。

（認めない、認めてたまるもんですかぁあああああああああ!!　田島君の初カノジョは私なのぉおおおおおお。私一人だけで充分なのぉおおおお！　う、浮気はダメなんだからね。ぐすん）

　……いやだからこれ、ゲームだって。

「ちなみに、どれが田島君のカノジョなのかしら？」

　氷室はスマホにカノジョ候補一覧を表示させたまま、俺の方へと差し向ける。

　俺は怖ず怖ずと該当人物を指した。

「こ、これだな」

　……金髪ツインテで勝ち気な顔をしたキャラだ。

「へぇ……東風さんね……何だかこの子、砂さんに似ているわね」

「言っとくけど、似てるのは髪だけだぞ」

「えっと、東城風葉さんのプロフィールは──これね」

　俺のツッコミを軽くスルーし、プロパワの公式サイトを調べたらしい氷は、そのキャラのプロフィール欄を音読し始めた。

「ふむふむ、『同じクラスのイケイケギャル』へぇ、奇遇だわ。私の知り合いに、これと同じディテールを持った人がいるのよね」

　ちらり、氷室の何か言いたげな視線が一瞬だけ俺の方に向く。

　いやいや違うんだよ氷室。その人はさ、確かに見た目は砂城似かもしれないけど──

　中身はさ、めっちゃ氷室なんだよ。

　素直になれないところとか、強がりな性格が災いしてデレるにデレられないかわいさとかが。

　だから、それを放っておけなかったのが、彼女を選んだ一番の理由だ。

　それにこれがゲームなこともあって、心の声のように彼女単独の回想描写がほぼ毎回イベント後に挟まれるんだから、なおさら……今の氷室みたいに。

「それで──『頑張っている人が好きで甲子園を目指す主人公を応援しているが、ツンデレでついつい真逆な対応をとってしまい、後悔しがちに』……ん、ツンデレ……」

　何かに気付いて目を見開く氷室。

　よし、このタイミングなら。

「そうなんだ。俺は見た目が砂城どうこうじゃなくて、このツンデレって部分に惹かれてこのキャラをカノジョに選んだんだ。やっぱかわいいじゃん、ツンデレな女の子って」

　正確にはより拗らせてかわいい、氷室のあまのじゃくなギャップがもう最高にたまらないんだけど──これで、少しでも伝わってくれれば……。

「ええ、そうね。わかるわ。ツンデレ、かわいいわよね」（ツ、ツンデレって……一体なんなのよぉおおおおおおおおおおおおお!?）

「えっ」

「なるほど。もし貴方の前にツンデレな女の子が現れたら、私ではなくその子に熱を上げるというわけね。ふふっ、そうね、二学期になったら学園でツンデレな女の子を探してみようかしら。そうして田君にカノジョが出来れば、私も言いよられることがなくなり、お互い幸せで一石二鳥だもの」（でもでもそれって、私がそのツンデレをマスターしたら、私を大好きな田島君が私をもっと大大大好きになってくれるってことよね！　うん、頑張る。田島君がいつも私のためを思って動いてくれるように、私も田島君の理想の女の子になれるよう、頑張ってツンデレ覚えるから！）

「や、やらなくていいからな。そんなお節介。それに、前も言っただろ……俺はその……氷涼一筋だって……」

　言いながら顔に熱を覚えてしまい、ついつい目線が泳いで、格よく締めることに失敗する。やっぱりこれはちょっと、何度言ってもハズい。

「そう？　そのわりには作ってるじゃない。風さんてカノジョを」

「だからそれ、ゲームの話じゃん……」

　半眼で睨む氷室を前に、俺はただただ顔を引きつらせる。どうやってこの誤解を解けば……。

「な、ならさ。今度一回、俺の家に来てプロパワがどんなゲームなのか見てみるか？　氷室はどうも恋愛ゲームだと誤解してるみたいだし」

　うん、百聞は一見にしかずだし、氷室が実際にこのキャラを見れば、シンパシーを覚えるかもしれないから。

　すると、それを聞いた氷室はきょとんとなって、

「えっ……田君の家、に……？」

「あっ」

　やばっ、俺勢いに任せてとんでもないこと口走ちゃってる。

「い、いや──今のはその、言葉の綾というかなんというか──」

「そうね。ダメ島君が更生をするには、一度生活スタイルから見直す必要があると思っていたところだったし、いい機会だからお邪魔させてもらおうかしら」

　淡々とそう告げた氷室、でもその視線は恥ずかしさからか明後日の方を向いていて、

「あ、ああ。氷室がいいなら、俺は別に……」

　驚き、嬉しさ、そして緊張。

　体の底からこみ上げる様々な熱さと格闘しながら、またとないチャンスを逃がさないように声を絞り出す。

「それでいつに──」

　そう口にした途端、俺の脳内に一筋の閃が走った。

　待てよこれ──もしかすると、例の件を解消できるんじゃないか？

「そうだな……恋の日とか、どうだ？　祭りに行く前のついでってことで」

　またとない棚ぼたチャンスの到来に、俺はつい笑顔になる。

　後はナンナに頼んで催眠術的なものをかけてもらい、いつの間にか寝過ごしてしまったパターンにもっていければ──うん、あの神様ならきっとその程度は造作もないはず。

　二人一緒の失敗なら、それもまた、笑って思い返せるちょっとした思い出になるだろう。……その時はわざとらしくならないように、気を付けないとな。

　顎に手を当て何やら考え込んでいる様子の氷室。

　建前を探しているのだろうか？　そう思い俺は静かに氷の返事を待った。のだが──

「…………いえ、やっぱり止めとくわ」

　こ、心の声が聞こえない!?

「そっか。それは残念だ」

　俺はしゅんとした表情でそう言った。

　なんで急に断られたんだろう？

「ふふ、心配しなくても、恋祭りの方にはちゃんと行ってあげるわよ」

「あ、ああ」

　流れ的にまさか断られると思っていなかった俺は、つい困惑気味に返し、思わず逃げるように歩みを速めてしまう。

「その反応……もしかして田君はそんな乗り気じゃないとか──い、いいえ、気のせいよね」

　すると、氷室は不自然に立ち止まって小声で何か呟いた。

　俺は慌てて後ろを振り返る。

「ど、どうした氷室？　急に立ち止まったりして、その、具合が悪かったりとか……？」

「何でもないわ。悪いわね、変な気をつかわせちゃって」

「そっか、ならいいけど……」

「──それよりも田島君、田島君が思う最高のツンデレキャラってどんなのかしら？　私が貴方のタイプにならないように気を付けたいから、是非教えてちょうだい」（私、勉強して頑張ってツンデレ出来るようになるから。だから教えて、田島君がかわいいと思うツンデレを）

「その話はもう終わりにさせてくれよ！」

　本音と建前、そのどちらにも返すよう俺は声を荒らげる。

　どうにもまた、俺達の間には変な誤解が生まれてしまったようだった。
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　日曜日。俺はいつものように砂と共に動物園のバイトにやって来ていた。

　ただひたすらカステラ焼き続けるマンと化して想像以上にハードだった盆休みの連日ラッシュが過ぎ去り、金曜に一日だけ休みをもらって突入した最後の難関。今日が終わりさえすれば、後はもう給料日の二十五日までウイニングランも同然だ。ま、やることは一緒なんだしなるようになるだろう。と、半ば解放感に片足ツッコんだ状態で出勤した──ところまではよかったんだけど……。

「はぁ……もう、なんでこんなことになったんだろ……」

　蒸し風呂のような暑さから一時的に解放されて腰を下ろした俺は、安と鬱の混ざった息を漏らしながらぼそりと呟いた。

　両手に抱えるようにして持っているのは、デフォルメ化されたライオンの頭──この動物園のマスコットキャラクター、「シッシー君」の着ぐるみの頭部。

　俺は今日、いつものようアニマルカステラを焼くのではなく──広場で着ぐるみを着てイベントのビラを配ったり、子供達に風船を配ったりしているのだ。

　いつものバイトの大学生が体調不良で急来られなくなり、困っていた職員さんを見かねた俺は、勢いで代役を申し出ちゃったんだけど──うん、実際にやってみてわかったよ。この砂漠に放り出されたかのような灼の状況下でのハードワーク。こんなのが連日続いたら、そりゃ体調崩しますわ。首に巻いた冷やしタオルだって、もって三十分ってレベルだし。

　それにさ、これが着ぐるみバイト本来の時給じゃなく、いつもと同じ屋台バイトでの時給っぽいのが、ちょっとどころじゃなく不満なんだけど。

「オタ島お疲れー。ようやく次でラストだねー」

　カステラ屋台の裏、子供達の夢を壊さないようにと特設のカーテンでしっかりと仕切りを作り、そこで休憩していた俺の下に、砂が寄ってきてスポーツドリンクを手渡してくれた。

　ちなみにカステラ屋台の方は、お土産屋のおばちゃんが一人フォローに入ってくれてなんとか回っている。ま、焼くのは砂城しかいなくて大変そうだが。

「お、毎度、ありがとうな」

　受け取った俺はゴクゴクと一気に四分の三ほどを飲み干す。いやーまさに生き返る気分だ。風呂上がりの一杯のように、喉を駆けていく液体の冷たい刺激がたまらない。

「ふぅ……なんとか、最後まで頑張ってやり遂げられそうだよ」

「そりゃよかったよかった」

　砂城がニッと真っ白な八重歯を見せて笑う。

　俺が着ているこの着ぐるみは、園内で開かれているイベントの一つだった。その名も「シッシー君と触れあおう」のコーナー。定期的に出現するシッシー君と触れあったり、一緒に記念撮影したり、後は小さな子供に風船を渡したりするプチイベントだ。シッシー君はゆるキャラというか、だいぶかわいさにステ振りされた見た目をしてるのに、それでも近寄ると泣きわめく子がいたりして大変だった。……なんか振り返ると、今年の夏休みはえらく小さな子に振り回されてばかりな気がする。

「いやぁーほんと、お陰様で今日はぐっすり寝られそうだな」

　暑さがピークとなる二時頃の青空を見上げてほけっと脱力する。こう座って休憩してると、段々と脚が重くラストを迎えるのが億になってくるけど……まぁ頑張ろう。












　と、物思いに耽っていると、不意にパシャリとシャッター音が鳴って、

「はい。お疲れモードなオタ島、頂きました！」

　砂がスマホを片手に嬉とした表情を見せていた。

「お前なぁ……別に構わないけどさ、そんなの撮って楽しいのか？　俺のへばった顔なんか、どこにも需要ないだろうに」

　好きにしてくれと乾いた笑いを浮かべる。もう、余計に騒いだりする気力はない。

「いやー、今日めっっっちゃ楽しいから、その記念にと思って！」

　それは、さっき見た青空に負けないほどの清しい笑顔だった。

「馴れない着ぐるみ姿で最初は移動すらままならなかったところなんかさ、もうめっちゃサイコーだったし。それにさ、ぶつくさ文句は言いながらも、結局は投げだしたりとか──そういうのは考えてもないわけじゃん。頼もしいっていうのかな？　なんつーか、オタ島が頑張ってるの見るとアタシまで嬉しくなるっていうか、こうアタシもずっと焼きっぱなしで大変だけど、頑張ろうって気になるつーか、元気にさせてもらえるんだよね」

　不思議だよねーと小さく砂城は首を傾げる。

「ってなわけで、最後だからって気を抜かず、ビシッと決めてきなさいな。そだ、最後までやり遂げたらご褒美に、アタシがチューしてあげよっか？」

　砂城はにひひと笑うと、からかうようにウインクした。

　流石、実に砂らしい締め方だ。

　よーし、一息入れてちょっと元気出てきたし、俺も悪ノリに乗っかってやろう。

　そう決めた俺は、悪戯っぽく笑い返した。

「よし、それを聞いて俄やる気がでたよ。言は取ったからな。バイト上がり、楽しみにしてる」

「ええっ!?　ほ、ほんとに欲しいのチュー……」

　顔を赤くしてオロオロとする砂城。

「あ、そう言えば──ご褒美で思い出したんだけどさ、砂城夏休みの最後の週、暇だったりしないか？」

「え……？　そりゃあ休みだし、ぶっちゃけバイトの日以外はほぼほぼ毎日暇だけど──」

「んじゃ、どこか適当な日、決めて飯食いに行こうぜ。給料祝いのご苦労さん会的なやつ」

　この夏のバイト代総額は五万ちょいと当初の予想以上の金額となっている。もう今からワクワクが止まらないというか──スイッチでも買おうかな？

「えっ、それってつまり、アタシとデ──!?　いいの、氷さんじゃなくて？」

「は？　なんでそこで氷室の名前が出てくるんだ？　せっかくだからバイトの打ち上げでもどうかって話だぞ？」

「あ、あーそうだよね。そうそう、打ち上げ打ち上げ──いいね、打ち上げ！」

　俺の言葉を咀するように数回同じ言葉を繰り返すと、砂城は打って変わってにぱっと眩しい笑みを見せた。

「つか、打ち上げなのにご飯だけで終わんの勿なくない？　カラオケいこーよカラオケ」

　何がどう勿体ないんだ。

「カラオケか……別にいいけど、俺あれだぞ、流行の歌とか全然歌えないからな。アニソンとかゲームの主題歌ばっかになっちゃうけど、それでもいいってなら」

「オッケーオッケー。んじゃ約束ってことで。えっと日にちどうしよっかなー」

　そう独り言のよう呟くと、砂城はカレンダーでも確認するのかスマホを取り出した。

　が、その瞬間、屋台の方から「すみませ～ん──」と、臨時で来てくれていたおばちゃんの声が聞こえて、

「あっ!?　まっず──ってことでオタ島、この話は後でってことで。とりま、約束は約束だからね」

　そう言いながら、砂城は忙しなく戻っていった。

　よし、俺ももうひと頑張りしよ。




　三時になったので、俺ことシッシー君は再び広場にリポップした。

　広場を行き交う人に両手を振りながら、小さな子供に風船を渡し、お願いされれば一緒に記念撮影をしていく。

「──おらーくらえ、くらえー」

　母親にだっこされた少女に風船を渡す傍らで、長男と見える小学一年生くらいでわんぱくざかりの子が、げしげしと必死にケリを入れてきた。

　残念だったな坊主。そんなパワーじゃ、このウレタン製のボディはビクともしないぞ。

「──すみません、写真いいですか」

　こちらは華やかな格好をした女子大生と見える女性三人。まさか俺なんかでインスタ映えする日が来るとは……まぁ、映ってるのはシッシー君だけど。

　女子大生の一人が、暇そうに頬をついて屋台からこっちを見ていた砂に撮影をお願いしに行き、快諾した砂城を連れて戻ってくる。

「いきますよ──」

　砂城のかけ声。

　女子大生達はシッシー君の左右それぞれの腕に一人ずつ抱きつき、もう一人はお腹をぎゅっと抱きしめるようにしてきてポーズをとる。通気孔から漂ってくる甘い匂い。まさにハーレム状態だ──なんて。

「「「ありがとうございましたー」」」

　お礼を言って去って行く三人を、砂城と共に手を振って見送る。

「…………ふんっ」

　うおっ!?　突如腹部にゲシッ、と衝撃を感じてビックリする。

「お、おい、砂城、お前今俺のこと蹴っただろ！　しかも思いっきり。何だよ！」

　あまりの困惑から、俺はうっかり人目を忘れて声を上げてしまった。

「別に……なんとなく。んじゃ、アタシ忙しくなる前にお店に戻っから」

「お、おい……」

　素っ気ない声を返し、砂城はそのまま戻っていった。ほんと、なんだったんだよ……。

　気にしても仕方ないか、と気持ちを切り替え、俺は仕事を再開した。

　すると──

「やっほーあい君、ママだよー」

　陽気に手を振り現れたのは、なんと、俺の母親だった。

「もうこれで最後みたいだし、そろそろ声をかけちゃってもいいかなぁーって。いやー一度はあい君のカステラを焼く姿が見たいと思ってて、でも都合が合わずに今日までひっぱちゃったんだけど──でも、なんだか今日はラッキーな日だったみたいね」

　その待ちわびたかのように弾んだ言葉、それにこの中に俺が入ってるのを知っているってことは──

　ま、まさか母さん、ずっと俺のバイトを観察してたのか!?

「それにしても──あい君、ちょっと見ない間に随分と成長しちゃって。ママ、嬉しいようでちょっぴり悲しいわ。なんか時の流れの速さを感じちゃって」

　いやこれ着ぐるみじゃん。成長もクソもないよね。

「でも──うふふっ、ほら目元はママそっくり。やっぱどう変身しても親子の血筋は隠せないってことね。うん」

　どう変身しても──っておい、この着ぐるみと目元似てたらやべーだろ。なに、もしかして本当にうちの家系図のどこかにいたりするのか、ライオン。

「それとね……ごめんなさい。やっぱりママ、どうしても言わせて欲しいの。流石に白昼堂々全裸でいるのはどうなのかなぁーって。べ、別にね、あい君の趣味をとやかく言うつもりはないのよ。ママだってあんまうるさく言いすぎて嫌われるのは嫌だし。ただ……ね、昼間は人の目が多すぎるでしょ。だからそういうのは夜だけにしといた方がどうかなーって」

　まて、着ぐるみに全裸の概念なんてないぞ！　てか、夜はいいのかよ。懐の広い家庭ってレベルじゃないよね。れっきとした犯罪なのに。

　その後も、俺が喋らないのをいいことに好き放題していった母さんは、最後に記念撮影をすると大満足してこの場から──

　去らなかった。

　なんと、ずんずんと砂のいるカステラ屋台の方に向かっているではないか。しかも、何か意味ありげなニヤッとした表情で。

　絶対阻止しなければならない。俺はすぐさま行動に移ろうとする。

　のだが──家族連れがこちらにやって来て、お仕事せざるを得なくなってしまった。

　風船を渡しながらちらりと屋台を窺う。ここからじゃ表情まではわからないが、ぶんぶんと顔の前で手を振って砂城が何やら慌ててるのは確認出来る。気が気でならなかった。

　もぉー、何やってんだよ母さん!?
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　ちょっ、オタ島に絡んでた美人な人が、こっちにやって来るんだけど？

　──困惑。

　それが、その女性に抱いた、最初の感情だった。

　だってこんな真っ昼間から、着ぐるみに一人で絡んでいる大人なんて、どう考えてもヤバイやつじゃん。

　と言ってもお客さんはお客さん。屋台の前に来た以上、ちゃんと対応しないと。

「い、いらっしゃいませ」

「ふんふん。やっぱ間近で見ると、もっとかわいいわね」

　値踏みするような視線にアタシは肩を強らせる。やっぱ危ない人っぽい。

　不幸なことに、助っ人のおばちゃん、丁度トイレに行っちゃってるんだよね……。オタ島も忙しくて助けは呼べなそうだし。

「貴女が相さん、よね？」

「へ？」

　知り合いの名前で呼ばれて、アタシは思わず呆にとられてしまう。

　ぽかんと開いたままの口。え、相沢の知り合い？　もしかするとオタ島に絡んでたのも、あれがオタ島って知ってたからとか？　この人、学校の関係者か何かなの？

　でもさ、仮にそうだったとして、なんであの中に入ってるのがオタ島って知ってるわけ？

「ふっふー。なんでわかったって顔してるわね。それは私が、今日ずっと貴女達二人のことを陰からこそーっと見ていたからよ！」

　はぁ!?　アタシ達のことを見てた？　それも、今日ずっと……うん、もうとりまヤバイやつなのは確定だ。

「あの……アタシ……相沢じゃなくて、砂雅って言うんですけど……」

　アタシは恐る恐る人違いだと告げる。

　すると、次は女の人が、「へ？」と呆気にとられたようになってしまって──でもすぐにこの人は、嘘だと言わんばかりの表情で言った。

「え、だって、貴女、ずっと幸せそうな顔であい君のこと見てたし、うちのあい君のこと好きよね？　もちろん異性として。だからてっきり貴女が相沢さんなのだと──」

　そうぶつぶつと唱えながら考え込む不審な女性。

「へ…………す、好き……？」

　ちょ、ちょっと待って、えっ、誰、その「うちのあい君」って？　──そーいやオタ島の下の名前って、確か愛だったような──

「──うぇええい!?」

　頭の中で一つの仮説が浮かんだ瞬間、アタシは驚きのあまり奇声を上げてしまっていた。

　アタシは困惑半分に尋ねてみる。

「あの……もしかして、オタ島……あ、田君のお母さんだったりとかします？」

　すると、目の前の綺な女性は、とてもにっこりした顔で言葉を放ったのだった。

「ええ、しますよ」

　べ、別の意味でヤバイ人だったぁああああああああああ!?

「は、初めまして。アタシ、さっき申し上げたように砂城雅と言って、オタ島のクラスメイトで、日オタ島にはとってもお世話になってるっていうか──あ、その、このオタ島って呼び方は、別に息子さんをオタクって馬にしてるわけじゃなく、その愛称と言いますか──その──」

　しどろもどろになって、自分が何を言いたいのかまるでわからなくなるアタシ。だ、ダメだこれ、第一印象確実にマイナス印象じゃんか。

「ふふっ、落ち着いて。そんな無理にかしこまろうとしなくてもいいからね。それにそのあだ名も、あい君がオッケーなら全然使ってくれて構わないし」

　柔らかな微笑み。優しそうな人だな、オタ島のお母さん。

「お、お気遣い、どうもです」

「んーまだちょっと堅苦しいかな。将来一緒に住むかもしれないのだし、今のうちに馴れとくのに損はないと思うのよ」

「へ？　将、来？」

「だってあい君と付き合ったら、その次は結婚が待ってるでしょう。ママ一人は寂しいから、出来ればご一緒させて欲しいわ」

「うぇええい!?」

　な、何なのその結婚って……。

　あれだよね確か、男女が籍を入れて一緒に住むやつだよね。え、え、アタシとオタ島が？　あ、そうなったらアタシもオタ島になるのか。

　──いやいやいやいや、そこじゃないでしょアタシぃいいいいいい。

　まって、ちょっとまって。

　う、うん、たぶんアタシ……半分しか解釈してなかった会話があったりするよね。

　うん、うちのあい君＝オタ島ってことは。

　さっきアタシ、好きな人の母親に「息子のこと好きよね」と問いただされてたってことぉおおおおおおおお!?

「い、いや、そんなの考えるのめっちゃ早すぎつーか──まだ高校生だし、それに──そう、アタシ達まだ付き合ってもないわけですから」

「あら、まだってことは、いずれそうする予定とか、そうしたいなって希望はあったりするってことよね」

　にへら～とにやけた笑みを浮かべるオタ島のお母さん。

「あううう……」

　顔を真っ赤にしてふさぎ込んでしまう。アタシったらマジでダサい。

　だってさ、否定箇所がないつーかその……。

　事実、なんだもん。

「うふふ。いいわね。青春って感じで。大丈夫よ、私は貴女の──雅ちゃんの味方だから。今日一日、雅ちゃんとあい君二人の様子を見せてもらったけど、お互い自然体で気の張ってない会話光景。それと急な仕事内容の変更に戸惑うあい君に向けての、徹底したフォロー。それから──自販機で買ったジュースを一度胸でぎゅっとしてたところとか、あい君への愛が、もうとっても感じられて最高だったわね。ママ、ついボーナスポイント三千点入れちゃったわ」

　うわぁあああああ、ほんとに全部見られてるぅうううう!?

「うん、超合格点だったわ。是非、あい君のお嫁さんに来てちょうだい」

　か、家族公認!?　これって喜んでいいやつだよね。や、やったじゃんアタシ。

　でも──

「あ、あの、その、このことはまだオタ島には内緒にして欲しいといいますか──その……アタシがオタ島をそういう風に見てるのを……」

　うん……その当本人であるオタ島は、アタシじゃなく、氷さんのことが好きなんだよね……。

　自然と視線が遠くへ向けられる。そう、これは一歩前進したわけじゃないって、そんな自覚があったから。

　すると、しょぼんとするアタシを前に、オタ島のお母さんは全てを悟っていると言わんばかりな表情で、

「大丈夫。雅ちゃんなら絶対、あの氷室さんって子に勝てるから。というか、まずママが交際を絶対に認めないし」

「え……、なんで氷室さんのことまで知って──というかオタ島って、自分のそういう話、親に相談したりとかするんですか……？」

　その後、訝しむアタシへと、オタ島のお母さんは色々と説明してくれたのだった。

　オタ島の恋模様を知っている経緯とか。何アタシと相を勘違いしたのかとか。後、田家の家庭事情とかも聞いちゃったり──

　何だかんだ、非常に密度の濃い時間だったなぁ。

　あ、オタ島戻ってきたことだし、差し入れ持ってってあげないと。

　そう言えば、あ、アタシ……終わったらチュ、チューしてあげるとか言っちゃたんだよね。

　よ、ようし……。





　　◆






　四時になり、仕事を終えて屋台の裏に戻った俺は、達成感から「ふー」と大きく息を吐いて着ぐるみを脱いだ。

「お、お疲れオタ島」

　するとそんな俺に、砂がよそよそしく声をかけてきた。その頬はほんのりと上気していてる。これ絶対に母さんのせい、だよな……今までずっと喋ってたわけだし──マジで何やらかしたんだよ!?

　ちなみに母さんは、俺が屋台に戻ってくるタイミングで逃げるように帰ってしまった。

　からかいたくなるのも愛情表現の一つだって、最近よーく理解したけど、それが好きな人なら嬉しいのに、実の母親となるとね……やっぱイラッとくる。

「ほいこれ」

「お、ありがと」

　砂からスポーツドリンクを渡されると、すぐさま俺はそれに口を付ける。

　ドリンクを飲んではぁと安の息を吐く俺の姿を、砂城はまじまじと見つめていて、

「ど、どうかな……？」

「ん？　どうって……なんだってさっきと同じの持ってきて、最後に味の感想聞くんだよ？」

　そう言いながらもう一飲み。

「だってそれ──」

　すると砂城は少し躊躇う素振りを見せてから、




「例のご褒美つーか、その……アタシの間接キス入ってるし……」




　指先をもじもじとさせながら目を背け、とんでもない爆弾発言をしたのだった。

「──!?!?!?」

　驚した俺は、「ぶふぉっ」と大きく咳き込んでその場に膝をついてしまう。ちょっと理解が追いつかない……。

「ちょっ！　大丈夫、オタ島？」

「あ、ああ……なんとか……」

　数回喉を鳴らして調子を整える。ただこれ、騒いだら騒いだで「間接キス程度でムキになるなんて、オタ島ったらマジ小学生レベル」とか返ってきそうだしな──収拾のつけ方がわからない……よし、思い切って話題を変えよう。

　そうだ、一番気になる話題があるじゃないか。

「あのさ……さっき俺の母さんと話してた、よな？」

「ま、まぁ……その、色々と……」

　砂城の目が明後日の方を見るように泳ぐ。もう嫌な予感しかしない。

「オタ島って、母子家庭だったんだね」

「ん？　そんなことまで話したのか。珍しいな……あの人に同情されるのが大嫌いな性格の母さんが、自分から身の上話をするなんて」

「そ、それはアタシが、何だかえらく気に入られちゃったっていうか、そ、その身内（未来）として──い、今のはナシ！　何でもないから」

　手をぶんぶんと振り回し、それまでの発言をかき消すかのように大声を放つ。とりあえず、母さんに気に入られたってのはわかったよ。

「はー……。でも、これで納得がいったよ。アンタが他の男子に比べて妙に落ち着いてる理由。そりゃそんだけ苦労してれば老けますわ」

「老けるっておい……」

「そういえばさ、オタ島の母さん、恋でカレー作るんだって？」

「そうだな。君の先生達と一緒に、学園として出店するみたいだな。うちの母さん、ＰＴＡの役員だから」

　ちゃっかり宣伝もしていくなんて実に母さんらしいな。

「でさ、是非オタ島と一緒に食べに来てって言われちゃって──ア、アタシは全然その日暇だしオッケーつうか、ほ、ほらタダ飯ゴチになれるならサイコーじゃん。なんて──」

「悪い。その日、氷から誘われてるんだよな。その、恋来祭りに」

「えっ……!?」

　俺が申し訳なさげに言うと、砂は口をポカンと開けたまま呆としたように固まった。

　そういや言ってなかったっけ。

　そりゃまぁ驚くよな、今まで氷室が俺にどんな態度をとってきたのか見てきただけに。

　実際はこの氷室からの誘いを断らなきゃいけないんだけど……はぁ。

　それに氷室からの誘いを断って他の誰かと行くのは、たとえそれが友達付き合いであっても不義理な行為だ。だから俺は今年の恋来祭りにはどうあっても行かないようにすると決めていた。まさに触らぬ神に祟りなしってやつだ。

「ど、どいうこと……？　オタ島からならまだしも、氷室さんから誘うって……」

「ああ、それはだな。ちょっと話は長くなるけど──」

　別に隠す事でもないだろう。相変わらずな氷室の上からな態度に砂城は腹を立てるかもしれないけど、そこはまぁ、当事者である俺がちゃんと受け入れているんだし。

　そう判断した俺は、相の告白の後、氷室が俺を恋来祭りに誘おうとした経緯を砂城に説明した。

　聞き終えると、砂城は「アイツまた、オタ島のこと馬にしやがって──」と想像通りに怒りを露わにする。

　が、俺がフォローに入ろうとした瞬間、砂城は苛ちを吐き出すようにふうーっと長めに息を吐いて、

「──うん、そうだよね。やっぱやられっぱなしは、アタシの性分じゃないしさ」

　そう独りごつと、頷いたのだった。

「オタ島、とりまさー頑張ってきなよ。前にも言ったようにさ、アタシに応援するつもりはないけど、ま、愚痴ならたっぷり聞いてあげっから」

　清しい笑顔を見せてそう言った砂。

「お、おう。……その、なんだ、ありがと」

「どういたしまして」

　砂城からすれば、俺が氷にフラれるのがごく自然な流れなのだ。だから今無理に恋は盲目状態の俺にどうこう言うのではなく、失恋後のアフターケアに力を入れてくれようとしている。きっとアキさんの時もこんな感じだったんだろう。

　ほんと、いいやつだな砂城。いずれ俺にも、砂城にこっち方面の恩返しが出来る機会がくると嬉しいんだけど。

「報告、待ってるから」

　澄み切った砂城の眼し。不意に俺は「今日の運動会のかけっこ、絶対に一等とるから」と母さんに無理に見を張った、小学生時代の出来事を思い出す。ああ、あの時の母さんと同じ、優しくて温かい視線だ。

　……まぁ、まさか行くか行かないかで悩んでるだなんて思わないよな。





　　♡






　バイトの帰りの電車は、いつもオタ島が先に降りる。

　一人電車の中に残されたアタシは、高速で流れていく窓の外をぼーっと眺め、思いにふけっていた。

　いつもならこの退屈極まりない時間をアキや他の友達とラインしたり、ポコポコでもやって潰すのだけれど──

　とてもじゃないが今日はそんな気にはなれなかった。

　オタ島が氷室さんと恋祭りに行く約束をしているという、ショックな事実を知ってしまったから。

　その話をオタ島から聞かされた瞬間、胸がきゅーっと締め付けられるような音を聞いた気がする。

　それは、いかにあいつがアタシの中で大きな存在になりつつあるのかも知った瞬間だった。あーアタシって結構、独占欲強い方だったんだなーって。

　そして氷室さんがオタ島を誘った理由ってのが、性格の悪い氷室さんらしいイラッとくる内容だったんだけど……アタシは咎めたり、「止めときなよ」と説き伏せる気にはなれなかった。

　うん、アタシが最近、氷室さんのオタ島への悪態を見ても堪えられるようになった理由も、全てこれがあるからだ。




　そう、オタ島が確実に失敗すると知っているから──こそ。




　オタ島は知らない。

　夏休み中の氷さんが、ナンナんとこの占いに通ってみたり、意中のカレの好きなファッションを揃えてみたりと、いかに自分の恋愛にご熱心だったかを。

　そしてその成果の程は、どうにも温泉旅行の様子からしてすこぶる絶好調らしく、付き合うのも秒読み──いいや、あれから結構時間も経ったし、もうそんな関係になっちゃっていてもおかしくない。

　間違ってもあそこからの逆転なんて無謀というか、野球に喩えるなら九回裏20－０くらいになるんじゃないかな。まぁ野球なんて、興味ないしそんな詳しくないけど。

　それを承知の上だからこそ、アタシはオタ島を引き止めなかった。

　いい加減、オタ島には氷室さんのことを吹っ切って欲しいから。

　氷室さんに一刻も早く見切りをつけてもらいたいから。




　うん、アタシとの新しい恋を始めてもらうためにも。




　恋が勝負って言うのなら、アタシには勝ち目がゼロになるまで──つまりオタ島と氷室さんが付き合うまでは、走るのを止めるつもりはない。じゃないと絶対に後悔するってわかりきってるし。そんなのイヤだし。

　だからって別に、あいつの他人の恋心を弄ぶようなスタイルを許したってわけじゃない。やられたらやり返すのがアタシの性分。いずれ氷室さんには、アタシとオタ島のイチャラブな様子をこれでもかと見せつけて、死ぬほどの後悔を味わわせてやる。

　──って!?　な、なななによ、オオオタ島とアタシのイチャラブな様子とか──や、やばっ、うっかり想像したら。

　おおぉう顔が……すっげぇ熱い……。

　でもでも、今日はいいことだってあったんだ。

　オタ島のお母さんがさ、何だかアタシのことをとてつもなく気に入ってくれたらしく、

『是非、あい君のお嫁さんに来てちょうだい』

　ななな、なんてことになっちゃったりぃいいいいいいいい!?

　つ、つかさ、いきなり結婚の話とか、ちょっとぶっ飛びすぎてない？　まだアタシ達付き合ってもないんだしさ。

　べ、別に悪いって、言いたいわけじゃないんだけどね……。

　誰に言い訳してるのやら、そわそわと髪をいじるアタシ。

「……ふぅ」

　アタシは一度、顔の熱を冷ますべく、深呼吸してみた。

　ま、そんなこんなで舞い上がちゃって、この流れに乗ろうと間接キスとか大胆に責めてみたり、そして遂にオタ島を恋祭りに誘ってみたんだけど──もう見事にカウンターパンチで悲惨な結末が待っていて……はぁ。

　そうして今日一日を振り返っていると、電車が次の駅へと停車した。止まったのは銀駅。ぷしゅーと音を立てて目の前のドアが開き、そして──

「「…………」」

　乗ってきた、たった一人の乗客と視線が重なる。

　電車に入って来たのは、アタシが今、最も会いたくないやつだった。

　氷涼。アタシの今日をハッピーに締めくくらせてくれなかった要因。

　席には結構余裕があるっていうのに、何か氷室さんはそのままアタシの前の席に腰を下ろした。ま、別にいいんだけど。

　電車が再び動き出す。

　しばらくの間はお互い無言だった。何をするのでもなく、ただ不機嫌な顔をするアタシと、それをじっと見つめ返す氷室さん。

　お互いに何か言いたげな空気を醸し出しながら、少しの時が流れていく。

　だが、アタシは言いたいことは言わなければ気が済まない性分。このままサヨナラする気はさらさらなかった。












　うん、あのことの真意を問いたださずにはいられない。

「ねぇ、氷さん……あんたさ、オタ島から聞いたんだけど、あいつを恋祭りに誘ったんだって？」

　好きな人といい感じになってるくせに、ジンクスを試すだとか、上から目線のなめくさった理由で。

「……ええ、そうね。確かに私は、田君と恋来祭りに行く約束をしているわ」

「ふーん。いちおー聞くけどさ、あんたにその気は全くないんだよね？」

「ま、もしそうなったとしたら、このお祭りの効力は想像以上に絶大だったということじゃないかしら」

　あるわけないと言いたげに微笑する氷室さん。ぶっちゃけ、その自信にはホッとする。

　ただ、オタ島のことを思うとどうしてもガツンと一言もの申したくなって、

「あんたさー、ほんといい性格してるよね。よくそんなんで好きな人が振り向いてくれたつーか──よっぽど氷室さんの顔がどんぴしゃだったってこと？　よかったじゃん。ま、その上が現れたら話変わるかもしんないけど」

「い、いいじゃない別に。付き合ってから性格を変えたって」

　氷室さんが珍しく狼狽えた。図星を突かれたというように、顔が少し赤くなってる。へぇー意外、自覚あったんだ。自分の性格の悪さに。

　てか、意中の相手とはもう付き合う気満々か。ほんと、オタ島のことなんて屁とも思ってないんだろうね。──むかつく。

「ならその第一歩として少しはオタ島の気持ちを考えてみたら？　逆に氷室さんがそんな理由で好きな人から誘われたら、どう感じるのかって」

「行くわよ。喜んで承諾するわ」

　それは即答だった。

　熱い視線。気にくわないけど、氷室さんもアタシと同じなんだな。

「またとない大チャンスよね。それで恋が実る可能性があるなら私は何が何でもそれを逃したりなんか──」

　氷室さんが突然、ハッとなって固まる。ようやくオタ島の気持ちを理解出来たっぽい？

「……なるほど、田島君は今こう思っているというわけね。両いの私と違って、片いの田島君は」

「はぁ？」

　思案顔になって一人の世界に入った氷室さん。まったこの人は片想いとか余計な言葉を──しかもなんか惚気まで混ざっていたけど、天然？

「そうね。田島君にはお祭りできちんと説明しないと。そうすれば、全て終わるのだから」

　氷さんは決心するように頷き、そうぼそりと呟いた。「説明」「終わらせる」──そ、そそそそれって。

　オタ島が諦めるくらいバッサリとフッちゃうてことだよねぇええ!?

　恐らく説明の内容は「カレシが出来るから」的なやつ。

　その舞台にあえて恋を選んだのは、神頼みでも無理なものは無理だと悟らせる氷室さんなりの優しさ──いや、これは考えすぎだわ。流石にないない。どうせ徹底駆除ってことっしょ。

　アタシは今、改めて思い知らされたのである、オタ島には失恋しか待っていないことを。

　だけど、アタシの胸中にあるのは、戸惑いが半分と安が半分だった。

　だって、やっとアタシのターンが回って来そうだから。

「へーそー終わらせるんだ」

　アタシは胸中の歓喜を押し殺し、至って素っ気なく返す。

「ええ、終わりよ」

　氷室さんの優な微笑み。

　うし、完全な肯定。いただきました！

　いやー正直さ、結構不安だったんだよね。なんつっても今回はジンクスつーか神様が絡んでるわけだし、実はオタ島のよさに気付きかけてるんじゃないかとか、ひやひやものだったしさ。でもこの感じだとそんなことありえないっぽいし──うん、ぐっすり寝れるわ。

　すっごい安心した！

　とりあえず土曜日の恋来祭りが終わるのを待つ。アタシの恋の物語はそこからかな。

　あぁでも、浴衣着てオタ島とお祭り回ってはみたかったなー。

　オタ島、射的とかその手のゲームめっちゃ強そうだから、ばんばん景品取ってもらっちゃって夏の思い出を大量にお持ち帰りしたりなんか──うひひ。

　よし、来年は是非それで!!

　オタ島と行く恋来祭りを想像し、ついついにやけそうになるアタシ。

　すると氷室さんは、何か思い出したような顔で言葉を放ったのだった。

「そういえば田君、ツンデレがタイプらしいわね」

　え、何その情報!?

　……へーそうなんだ。オタ島ってツンツンデレデレな女の子が好きだったんだ。目の前の人はドＭ万歳のツンツントゲトゲって感じなのに。

　ま、オタ島の好みのタイプとかそんなの教えてもらってもさ──アタシはアタシだし、どうこうする気はないつーか。

　べ、別に何とも思ったりなんかしないんだけどね！





　　◆






　三度目のトライが失敗した、先週の金曜から早六日の木曜。生徒会にバイトと生活自体は順調なものの、俺の心情は安泰とは遠いところにいた。次の案が閃かない──それどころか、また本音で拒絶されるのを恐れる自分がいたりして……。

　そして今日も生徒会が何事もなく終わる──そう思っていたのに……。

「へ……？」

　自分の席に座る氷が小さな声を上げて固まった。

　その前には、息を荒らげてドヤ顔の──母さんがいて、

「いい？　この度、栄えあるあい君のカノジョの座は砂雅ちゃんに決定いたしました。氷室さんにつきましては、安心して自分の恋に励んで下さるよう応援するとともに、より一層のご活躍をお祈り申し上げます」

　そう言って最後に母さんはぺこりと頭を下げる。まるで就活の不採用通知のような言い回し。この人はこの言い方をすれば、大人の対応が出来ていると本気で思ってそうだから恐い。ノック無しに乗り込んで来る時点でもう十分マナー違反なのに。

　お祭りの打ち合わせで学園に来ていた母さんと、今日は一緒に昼飯を食べに行く約束はしてたけど、まさかまたこんなとてつもない嵐を巻き起こしてくるなんて……。

　ちなみに、前回の俺達のやり取りを見ていて今日生徒会室に母さんが来るのを知っていた氷室は、今度こそグッドコミニケーションを交わそうと意気込んでいて、一時間ほど前ぐらいからそわそわと落ち着きなく前髪をいじって身だしなみを気にしたりと、とっても嬉しかわいかった。

「ちょっ、ちょっと待ってくれ母さん。色々とつっこみたいことはあるけどまず一つ──なんで俺のカノジョがどうこうって話に、砂城が出てくるんだよ!?　ちょっと前にたった一回会っただけだろ」

「あら、回数なんて問題じゃないわ。この前喋った感じ、すっごくいい子だったじゃない。ママしばらくの間隠れてずっと貴方達のやり取り覗いてたけど、お似合いだったわよ。それにーなんといっても──おっとっと、ここはお口チャックね。乙女の純情な部分だもの。うふふ」

　口に手をあて、楽しそうな笑みを浮かべる母さん。

　砂城のやつ、あの時の母さんとの会話内容をあんま教えてくれないんだよな……いつも焦るようにはぐらかされるというか……ほんとあんた、何いらんこと喋ったんだよ。

　まぁ、砂城がいい子なのはわかるとして──けどそれって、砂城本人の意思をガン無視した意見だよな。駄目だろそれは。砂城それ知ったら絶対に怒るって。

「勝手に田君とお似合い認定されるだなんて、砂城さんに同情するわね」

　氷が唇の端を微かに震わせながらそう告げる。

「へぇー。普段あの子とも絡む機会があるだろうにそう見えるってことは、よっぽどあい君の周りには興味がないってことよね。ま、私的にはそれでいいんだけど」

　半眼の母さんに、氷室はしまったと目を丸くして、

「──!?　で、でも、私の恋の応援はしてくださるんですよね？」

「ん？　それは単なる社交辞令のつもりだったんだけど……まー恋愛相談くらいなら、別に乗ってあげてもいいわよ」

「で、では、相思相愛なのを周りにも理解してもらうには、どうすればいいんですか？」

「は……？　よくわかんないけど、貴女の場合、そんな惚気アピールよりもまず、周りへの配慮ってものを覚えるほうが先なんじゃない？　自分のことを好きだって言ってくれた人の前で惚気話ぶっこむとか、私には考えられないわ。ポイントマイナス三千点!!」

　え、何のポイントだよおい。

「マ、マイナス三千点……」

　だが氷室は、見るからに苦い顔になり相当なショックを受けていた。

「そりゃ他人の気持ちは考えないのに、自分の気持ちは理解して欲しいってのはねー、ちょっと都合がよすぎるでしょ」

「うぅ……それは……」

「だいたい貴女、どうせ誰の前でもそんな調子なんでしょう。そんなんじゃ今はよくても、いずれはその相思相愛なカレってのに愛想尽かされちゃうと思うなー」

「へ？　……そう思いますか？」

　ちらりと、ほんの一瞬氷室の視線が俺に向く。

「うん、そう思います」

　力強く頷く母さん。

　わなわなと小刻みに肩を震わせる氷室が「違うわよね。愛想尽かしたりなんかしないよね」とでも訴えるよう俺をじっと見つめた。

　ああ、もちろんだ。氷室のいいところ、かわいいところ、いっぱい知ってるしな。

　でもそれを口にするよりも、これ以上拗れる前にこの場から母さんを退場させるのが、俺に出来る最善のフォロー。そう思って口を開く。

「なぁ母さん、行くならさっさと行こうぜ。俺お腹ぺこぺこだしさ。それに、午後から仕事に行かなきゃならないんだろ？」

「そうね。よし、あい君と平日にお外でランチなんて滅にない機会だし、今日は家族水入らずの時間をうんと堪しちゃうぞー」

「つっても、ただ外食するだけだろ。そんなに張り切る話か？　そりゃこういうのは珍しいけど、家では毎日これでもかってくらい、家族水入らずな時間があるんだし」

「ふっふっふー。平日の真っ昼間に自分のやりたいことやってるとね、充実感が倍増しになっちゃうのよ。これ、あい君も社会に出ればきっと理解できるようになるから」

「そうなんだ……」

　確かに昔、インフルエンザが治った後の登校禁止期間が暇でしょうがなく、一日中ゲームしっぱなしな日があって、何だか無性に悪いことしてるように思えて浮ついた気分になったけど、あれと似たようなものなのかな。

「家族水入らず……」

　氷が、仲間に入りたそうにこちらをちらちらと見ている。

　ごめんな氷室、この状況で母さんに同席を説得するのはちょっと無理っぽい。





　　◆◆◆






　どどどど、どぉおおおおおうすればいいのよぉおおおおおお!?

　ひょっとしてこれは、天罰ってやつなの？　確かにこの夏休み、田君とはとーってもいい感じで、恐いくらい絶好調すぎではしゃぎすぎな自覚はあったけれど。その帳尻合わせのようにここに来てババーンと強大なトラブルが襲来するなんて……うう。

　まぁ……その要因は完全に私という人為的要因によるもの、なのよね……はぁ。

　鬱とした気分で駅の改札を潜り抜け、深いため息をつく。

　午後三時頃。田島君と別れ、放心状態で学園から帰宅した私は、とてもじゃないがこの胸のざわめきを抑えきれず、ナンナに相談に乗ってもらおうと制服姿のままショッピングモールに訪れていた。

　とりあえずナンナには電車の中でラインを送ったけれど、返事どころか既読の通知すらついていない。先客の相手でもしているのかしら。

　田島君のお母様からの唐突な交際断固反対宣言。

　それは正に自業自得だった。あの日愚かな私が、告白してくれた田島君に対して口走った心ない発言の数々に対する報いを、二ヶ月越しに受けているわけなのだけれど。

　一応、私なりに弁解を試みたの。でも、結果は目を背けたくなるほどの大惨事。よりお母様との溝が深まっちゃって……だ、だって、田島君が二人に増えた感覚だったというか、それでついあわあわしちゃって──あ、あんなの難易度が高すぎるわよぉお。

　たださえ田島君本人にすら、まだちゃんと想いを打ち明けられていないのに。

　そんな亀も驚くほどにノロノロすぎる私の歩みを、無情にも時は待ってくれなくて──




　ななな、なんでその間に砂さんが、お母様に気に入られちゃってるのよぉおおおお!?




　お似合いって、どういうことなんです？　私がいるじゃないですかお母様！

　結婚後の生活も安心してください。田君の社会スタイルがどんな形になっても合わせられるように、永住型、国内転勤族型、海外移住型の、三つのプランを既に纏めてあります。どこにだって付いていきますから。

　ええ、誰よりも田島君を好きなのはこの私！　そう胸を張ってはっきりと言えるもの。

「…………」

　すみません。嘘です。本人達の前で言うには、もう少し心の準備をさせてもらえると嬉しいです。はい。

　でもでも、やっぱ納得いかないわ。

　これってあれよね。両いの友達に対抗するには、親公認の友達ということよね。将を射んと欲すればまず馬を射よ、敵ながらあっぱれな戦術だわ。砂さん。

　どうりで日曜日に会った時の砂城さんは、私と田島君が恋に行く約束を知ってるのに余裕そうな顔をしていたのね。ええ、お母様のバックアップというあんな素晴らしい武器を手に入れた直後ですもの、納得がいくわ。

　くぅー私馬だわ。それを見抜けないどころか、勝負の終わり──勝ちを確信して田島君の有益情報をついうっかりお喋りしちゃってるし。

　だけど、この前の温泉旅館でやった「愛してるゲーム」での彼女の対応を見るに、どうも砂城さんもああ見えて意外と私くらい奥手みたいなのよね。……人のことをどうこう言える立場ではないけれど。

　しかし、その後ろ盾にお母様がついてしまった以上、安心してはいられないみたい。田島君がお母様の話をしてた時の穏やかな顔からして、お母様を人並み以上に慕っているのは確かだったから。

　うん、それ自体はいいことよ。けど……お母様の意見を尊重する──そんなもしかしたらを考えさせられてしまって、ちょっぴり恐くなる。

　そ、それに……田島君、何だか恋来祭りの日に別の予定を入れたがってる気がするのよね……。

　実際に誘われたのはたった二回だけど、浮かれる私と違って、田島君は自分から全然お祭りの話題を振ろうとしないし。最近は恋来の話を避けてる節さえ……。

「──なんて。ふふっ、杞よ杞憂。気のせいに決まっているじゃない」

　誰に弁解するわけでもなく、歩きながら独りごつ私。

　ええ、あまりにもショックな出来事のせいでマイナス思考になりすぎてるのよ。

　早いところお母様に私の田島君愛を理解してもらって、ハッピーなエンディングに辿りつかないとね。

　いえ、最終的な目標は、砂城さんですら一目見て勝てないと悟らせるような、そんな誰の目に見てもお似合いな二人になることよ。

　そのために、いい加減この友達関係からは脱却しないと。

　以前に私が田君のお家へのお誘いを断った理由はここにあった。田島家ではツンデレな二次元のカノジョが待ち受けているというのよ。そこに友達な私が顔を出したとしても──ええ、所友達に過ぎない私はきっとお二人の単なるお邪魔虫、あらゆる面で敗北を痛感させられるのは必須。だから彼女に会うのは私もカノジョになってから──同じリングの上に上がってからと決めたの。

　そう、二次元と三次元のカノジョによるタイトル統一戦を制するために。

　ちょうど目と鼻の先には告白するのにうってつけの恋祭りがあるのだ。

　そうよ、旅館の時みたく、ゲームという建前があれば、臆な私でもすんなりと田島君に「愛してる」と言えたんですもの。今度も「好きな人と結ばれる」というジンクスの建前を利用すれば──ええ、きっといけるはず！

　あ、ジンクスは片いでも、私達はちゃんと両いだからね。そこ、重要よ。ふふっ。

　そして、お祭りにはお母様もいる。交際の報告を二人で手を繋いですれば──うんうん、恋来一番の幸せ一杯な顔をした二人を前にすれば、きっとお母様だって両手を合わせて交際を祝福してくれること間違いなしよ。

　か、完だわ！

　唯一の問題は、私がお母様とちゃんと会話出来るのか……なのよね。自分のことだからきっぱり宣言出来る──九割八分失敗するでしょうね！

　キリッとした目つきでふと立ち止まり、ニヒルに決めてみる。

　……何馬なことやってるのかしら。もう、ナンナの店が見えてるのだし、さっさと行くわよ私。

　また本心とは真逆な態度になっちゃう。それがわかってるからこそ、困った時の頼れるナンナ様だった。

　転ばぬ先の杖。是非とも素晴らしい杖を、私に。

「よし、頑張るわよ」

　一度店の前で立ち止まった私は、気合いを入れるようにそう呟いて、胸の前でギュッと拳を握る。

　そして、店の扉を開けた。




「──ほんと、何かないのかよ。氷とのお祭りを、正面切って後腐れなく断るいい方法は」




「へ…………？」






四章　あまのじゃくな氷さんと迎える縁日エンディング









「くらいなさい愛、無敵のナンジャー軍団を。ジウスジウス、イスルイスルでターンエンド。くぅーこれでナンナさんの勝ちは固いですよ」

「はは、それはどうかな。俺のターン、ドロー。ほい、ほい、ほいほいほいほい」

「え、ちょ、待って下さい!?　いっ、一体どれだけ動く気なんですか!?　あー私の神々がぁ。この他の神様を顎で使ってる感覚がたまらないのにぃ」

「お前……ほんといい性格してるよな。よし、後はそこの大天使二体を片付けて俺の勝ち確が──ちょ、おい、なんでこんな時に母さんラインしてくるんだよ。やべっ時間が──」

「はっはっはー。人の分際で神に仇なそうとするから罰があたるんですよ。その点ナンナさんは優秀ですよ。ちゃんとラインの通知切ってありますし。はい、私の勝ち」

「くうっ、敗因が親からのラインとか、笑えねぇ……」

　本気で悔しがる俺を前に、からからと勝利の笑みを浮かべるナンナ。

　──って、

「まてまてまて、俺はこんなことやりに来たんじゃないよな!?」

　ようやく正気に戻った俺は、大声で叫んだ。

　母さんとファミレスで昼ご飯を食べて別れた後、バイト代が入ったら何を買おうかとゲームショップを物色してた俺の下に、ふとナンナが連絡してきたのである。

「そろそろ本気で、どうするか決めないとまずいですよ」

　──と。背筋に悪寒がぶるりと走る。買うゲームなんか決めてる場合じゃなかった。ほんと。

　俺は慌てて、近くまで来ていたということでナンナの館に向かった。

　のだが──

「話をする前に、一回シャドパやりましょうよ。明日からグランプリの決勝ラウンドじゃないですか。もちろん、愛斗も上がっていますよね」

　と、ナンナに誘われ、ついつい待合スペースでシャドパを始めてしまったのである。

　ちなみになんで場所が待合スペースだったかというと、ナンナ曰く「ここが一番Ｗｉ－Ｆｉの調子がいいんですよー」だから。

　そして、一戦どころか──五戦もしちゃって現在に至る。

「とりあえず、リベンジは恋祭りの話が済んでからな」

　気持ちを切り替えるように息を吐き、スマホをスリープにしてズボンにしまい込む。気がつけばもう三時だ。俺は改めて口を開く。

「ちょっと思ったんだけどさ、恋来祭り、中止に出来たりとかはしないのか。例えば、大雨になったりとか」

「ほう、つまりあれですか。愛は一年に一度の荒稼ぎ＋大量信者ゲットの日を断念しろと言うのですか。そうですか」

「いやまぁ、そうなるのかな……」

　だってこれ、半分はナンナがズボラなせいみたいなもんだよね。

「でも結論から言ってそれは無理ですよ。屋台の人や自治体の方々の生活とかも関係してきますし。あと、晴れを予約してあるので、お祭りの日は大雨どころか星空が綺な快晴でしょう」

「は？　晴れを予約？」

「はい。天候の神様に頼んで、この日は絶対に晴れにしてもらえるようにと、前もって予約するんです。そのせいで降水量が極端に減少して作物に影響がないように、別の日で調整したりとかやってもらうんですけどね。確か今年は、夏休みの頭ぐらいに纏めて降らすって聞いていたような」

　あ──あの夏休み初日の花火大会の日の急な大雨か！　あれ神様が絡んでたのかよくそっ。楽しみにしてたのに……。

「ふむ。こういのはどうです愛斗。家の宗教上の理由で、神社には行けないことが発覚したとか」

「残念だけどさ、当日母さんが祭りで出店手伝ってるんだよな……」

「それはそれは。じゃあ──もうシンプルに仮病なんてどうです？」

「氷が家に看病しに来るとか言い出したらどうすんだよ。いや、ほんとに病気だったら、それはすっごい嬉しい展開なんだけど……」

　思わずため息が出てしまう。

　このままお祭りに行けばバッドエンドまっしぐらだ。

　もう一月も前から神様にそんな忠告を受けていながらも、残り二日となった今の今になっても、最低限の回避手段である、安易な嘘での誤しを躊躇ってる俺がいる。

　やっぱり恐いのだ。

　仮に適当な理由でお祭りに行くことを阻止できたとしても、二人の関係が拗れてしまう気がしてならないから。

　本音が聞こえるのにすれ違いや誤解を繰り返してきたからこそ、嘘を付くのに恐怖心があった。

　どんな小さな穴でも、そこにある以上はいつかどこかで確実に俺達の関係に影響を及ぼす。そう思わずにはいられなくて──

「──ほんと、何かないのかよ。氷室とのお祭りを、正面切って後腐れなく断るいい方法は」

　きっとそれは絵空事だと自覚しながら、天にすがるように呟く。

　──バタン。

　と、それは同時の出来事だった。

「へ…………？」

　俺が口を開いたのと、誰かが──氷が、扉を開いてお店の中に入ってきたのは。

　瞬く間に静寂が訪れ、凍りつく三人。

　俺と氷室は互いに唖とした表情で見つめ合ったまま、動けないでいた。

「ど、どうやら、お取り込み中だったみたいね……」

　先に口を開いたのは氷室の方で、

「そうね、日を改めて出直すことにしましょう。後、心配しなくても私は何も聞いてないわよ。丁度、扉の閉まる音と重なって、何かを喋ってたこと以外はわからなかったわ」（……う、嘘よね。今の、言葉は冗談よね。ね、田君が私とお祭りに行くのを断ろうとしてるだなんてそんな…………）

　氷室は淡々とにそんな下手くそな嘘の言葉を並べると、踵を返した。

　それからふと何かを思い出した素振りをして、顔を隠したまま再び声を出す。

「あ、そう言えば忘れてたわ。恋祭り、実は用事が入って行けなくなってたのよね。私にとってコンビニに飲み物を買いにいく程度の些な都合だったから、つい報告するのを失念していたわ。ま、ドタキャンにならなかっただけよしとしましょう」

　早口でそう言った氷室は最後に「ふふっ」と微笑んだ。

（そう……これでいいのよね。考えてもみなさいよ、田島君が私に愛想を尽かす場面なんて、そこら中にあったじゃない。ほんと、両の手じゃ数え切れないほどに……そんな私が今更「いやっ、絶対に一緒に行くから！」なんて、言えるわけないもの……ええ、言えるわけがっ……）

　この涙声の本音を、隠しようとして……。

「……それじゃぁ」

　覇気のない小さな声でそう言うと、扉を開けて出て行こうとする氷室。

　その彼女の顔から小さな雫が飛ぶのを目撃した瞬間、

「ま、待ってくれ!?」

　気付けば俺は走り出していて──そして、外に出た氷室の腕を掴んでいたのだった。

　以前の映画館のように、誤解したまま離れ離れになるのは嫌だと。

　驚する氷室と視線を交差させる中、バタンと扉の閉まる音だけが辺りに響く。

「なに、かしら……？　その、痛いのだけれど……」

「あ、ああ。悪い、つい……」

　氷室の非難する声を受け、俺は慌てて手を放す。

「その、なんだ……とりあえず……だな……」

「──じゃない……」

「えっ？」

「断りたいなら好きにすればいいじゃない。そうよ、あれは単にあの場の空気からちょっとした興が乗っただけで、私は最初から田君のことをなんとも思ってないのだから」（やっぱり私行きたい、田島君とお祭りに。ほら、私この日のために浴衣を用意したのよ。田島君に喜んでもらいたくて。ね、見たいに決まってるわよね。好きな人の浴衣姿。旅館の時に言われたように、色はちゃんと青色よ…………それとも、私達はもう、両、想いじゃ、ない……の？）

　見たい、見たいに決まっているだろ！

「にしても、貴方にしては随分と手の込んだ意趣返しだったわね。流石にこれは予想してなかったというか、素直に賞賛するとしましょう。ま、あえて指摘するなら、別にダメ島君にデートをフラれて、愛想を尽かされたところで、私には一ミクロンもダメージがないってところなのよね。ふふっ」

　手で口元を覆いながら、氷が残念でしたとでも言うように笑う。

　ただその表情は、いつものあまのじゃくなものではなく──

　いまにも泣き出しそうな、悲痛の表情だった。












「っ…………」

　唇を噛みしめた俺は、悲痛な氷の顔を見続けられずに俯いてしまい……。

（いやぁ……嫌いにならないで……田君がいないと私は、また一人に……）

　悲しみに包まれた氷室の本音が俺の胸をザクッと深く突き刺す。

　俺はそのまま、口を開くことが出来なかった。

　下手に取り繕ったところで、より氷室を傷つけるだけだって、そんなのわかりきったことだから。

　くそ、どうすれば…………。

「……それじゃあ、また」

　背を向けた氷室は、冷淡な声でそう告げるとそのまま去って行く。

　今度は引き止めることが出来なかった。

　俺の体が動こうとしてはくれなかった。

　全身が鉛のように重く感じる。頭もまるで働かない。

　勢い任せの中途半端な釈明ではより氷室を傷つけるだけだって。

　もうこれ以上氷室のあんな悲しい顔を見続けるのは辛いって。

　そう、怖じ気づいてしまって……。

「結局、映画館の時と同じじゃないか……ほんと、なにやってんだよ。俺は……」

　一人残された俺は、肩を震わせながら、やり場のない苛ちを吐き出した。

「す、すみません愛。どうやら私がラインの通知を切っていたせいで涼からのメッセに気付くことが出来ず……その……こんな、ややこしい事態になってしまったようで……」

　と、いつの間にか店から出てきて近くにいたナンナが、気まずそうな顔でそう言った。

　どうやら今の独り言を聞かれていたらしい。俺は大丈夫だと静かにかぶりを振る。

「……いや、ナンナは悪くないよ。これは俺が一ヶ月以上もの間ずっとこの件をズルズルと後回しにしてきた罰、なんだろうしさ」

　神様相手のフォローに、罰なんて言葉を使うのはちょっとおかしかった、かな？

「愛斗…………」

　珍しく心の底から落ち込んでいる様子のナンナに、俺は何とか元気に振る舞ってみせる。

　それに、こうなった以上はもう前に進むしかないって、そう決心していたから。

「そんな心配そうな顔しないでくれ。明日も生徒会で氷室に会う機会はあるんだし、そこで氷室の誤解が解けるように、精一杯頑張るっていうか──当たり前だけど、俺にこれで終わる気なんて、全くないんだから」

　ああ、何が何でもだ！







　金曜の天気は、昨日と同じくそれはもう清しい程に晴れやかだった。

「…………」

「…………」

　どんよりとした空気が蔓延るこの生徒会室とはまるで真逆で──

「あ、あのさ氷……」

「おっと、そう言えば昨日三年生から渡された体育祭費用のレシート集計がまだだったのよね。田君やっておいてもらえるかしら」

　俺が話しかけた瞬間、ぴくりと耳を反応させた氷室が早口気味にそう言った。

「あ、ああ。わかったよ……」

　今日はずっとこんな感じだった。

　俺が何かを話そうとするたび、氷室が何かしらの用事を切り出して、強制的に会話を遮断しようとする。

　俺と会話するのが恐いと言わんばかりに。

　俺は気付いていた。ノートパソコンと睨めっこする氷室の手が、今日は殆ど動いていないことに。

　それだけ、昨日の件は相当ショックだったということで……。

　不意に胸の奥にちくりと鋭い痛みが走った。

　氷室の胸中が痛いくらいに理解出来る。ああ、俺も相との偽告白騒動の時、ふとしたすれ違いからこのまま氷室が俺の傍から離れていくんじゃないかって、そう誤解してとっても悲しくて寂しい思いをしたから。

　だから一刻も早くその誤解を解いてしまいたい。

　で、でも──これはもしも……もしもの話だ。

　誤解を解くのは週明けを待ってから──恋祭りが過ぎ去った後でもいいんじゃないだろうか。そんなことも考えてしまう。そうすれば、一番最悪な事態──恋来の結界のせいで、氷室に別の恋が来てしまう。これだけは回避出来るのだから。

　──って、いやダメだろ、それは絶対に！

　俺は盛大に首をぶんぶんと、下らない雑念を振り払うように振り回す。

　そんなことしてみろ。ああ、確実に俺と氷室の間に壁が生まれる。本音で会話するどころか、今を楽しむことすらきっと充分に出来なくなる。

　それに俺だって本心では行きたいのだ、恋来祭りに。

　俺達の縁を繋げてくれた特別な神社に、氷室と過ごす二年の夏の最後の思い出として。

　ああ、あんな結界さえなければ──

　お互いの想いを神様が繋げてくれたことから始まった物語を、今度はその神様によって畳まれようとしているなんて──そんな馬げた話、あってたまるかよ！

　体中にやり場のない憤りが駆け巡り、不意にマウスを握る手に力が入る。




　──ん!?　まてよ、神が繋げてくれた……。




　それは唐突な閃きだった。

　これなら──ああ、いけるかもしれない！

　恋の結界に怯えることなく、氷とお祭りを心から堪することが。

　そう、文字通り不可能を可能にする希望を見つけたのだから。

　俺はここに賭けてみようと思う。

　氷室とのハッピーエンドを迎えるために。

　よし、そうと決まれば、氷室を改めてお祭りに誘わないと。




「──ふぅ。どうやら今日はこれで終わりね」

　正午を回った途端、壁に掛けられていた時計を見上げてそう言った氷室。

　それからそそくさと帰り支度をして立ち上がり、帰ろうとする。

「それじゃあ田君。今日は用事があるからこれで。……また、来週に」

　だが今は、いつもと違い、たった一人で……。

　そんなのは嫌だ！

「待ってくれ！」

　大声を上げた俺は、生徒会室の扉の前に立ちはだかって氷室の帰りを阻止した。

「何、かしら……？」

「いや……その言葉はおかしいだろと思って。『また来週』って……ほら、俺達は明日も会う約束してるのに。その、恋来祭りに行く約束を」

「──っ！　何を白々しい。その約束を反にしたいと言い出したのは貴方の方じゃない」

　怒りをむき出しにした、氷室の厳しい視線。

　これは罰だ。恋来の結界に対処する答えをだらだらと引き延ばしてしまった俺に対する。

　だから俺は氷室の怒りを真っ向から受け止め、全てを話すことにする。

「実はさ、ナンナに言われたんだよ。氷室と恋来祭りに行くと、よくないことが起こるから、止めとけって」

「……そう。それで怖じ気づいてしまったというわけね。相変わらず度胸のない男ね。ビビり島君は」

「ああ、俺自身、そう思う……」

　ほんと、ぐだぐだ悩んでいる内にこんなことになっちゃったのだから、意気地がない。

「けど、そうなっちまう理由があったのは確かなんだ。俺がつい、氷室とお祭りに行くのを躊躇ってしまった恐ろしい理由が」

「恐ろしい理由？」

「ああ。でもその理由をここでは話せないっていうか──だから頼む！　どうか俺と一緒に恋祭りに行ってはくれないか？　……そこで全て、説明するから」

　俺はありったけの誠意を込めるつもりで頭を下げる。今はこんな言い方しか出来ないけれど……。

「……一ついいかしら？」

　数秒間を開けて、氷は口を開いた。

「貴方は私のことが今でも好きなのかどうか、それをはっきりと聞かせてもらえる？」

　じっと俺を見つめて、恐怖と格闘するようにゆっくりと。

「それ、言う必要あるのかよ？」

　静かに笑ってそう告げる。

「ええ、是非」

「そうか……。なら──」

　俺の気持ちを、これでもかというくらいに乗せて言ってやろうじゃないか。

「そんなの、大好きに決まってるだろ」

　俺は勝ち気に笑ってそう言った。

「……そう。私は嫌いよ」

「そ、そうか……」

　こ、声が一つ!?　ほ、本音……!?

「私のことを好きだと抜かしながら、そんな些なことで臆に吹かれて私とのデートを諦めようとしていた、器量の小さい男は。それも、私に何の説明もなしにね」

　厳しい目をした氷室が、責めるように睨む。

「それはその……悪かった」

「でも、どうやら今は違うのよね？」

　氷室が静かに笑みを浮かべる。

「──そうね、今一度だけ、貴方にチャンスをあげることにするわ。そこで私が納得いかなかった場合、私は二度と田君と約束をしたりなんかしないから。そのつもりでいてちょうだい。ま、私は別にこれが最後で全然構わないのだけれど」（し、信じてるからね田島君。これが最後になんかならないって、田島君にはきっとそうさぜるを得なかった特別な理由があったんだって。私は田島君とずっと一緒にいたいから。うん、私も田島君が大好きだから！）

　……ありがとう氷室。

「じゃあまた明日な。時間の方はまた後でラインするよ。楽しみにしてるからな氷室」

「はぁ、何かしらそれ？　まるで別れ際の台詞みたいだけれど、私達は駅までは一緒よね。言うタイミングがおかしいんじゃないかしら」

　全くこの男は抜けている──と、心からのため息をつく氷。けどその口元は薄く、にやけるように開いていて──

　その言葉と様子に俺はひとまずほっと胸をなで下ろす。

　よかった。とりあえず幸せな日常を失わずには済んだみたいだと。

　……残す問題は恋祭りのジンクスのみ。

　ああ、あの方法なら……ナンナの結界をなんとか出来るはずだ！





　　◆






　土曜日の夕方。恋来祭り当日。

　縁神社の少し手前の一直線の道、屋台が連なる入り口部分に到着した私服姿の俺は、辺りをきょろきょろと見回して氷室を探していた。周りには似たように待ち合わせをしていると思しき人達で溢れかえっている。流石は恋のお祭りで有名なだけあって、男女の組み合わせ比率が多い。

「──お、いたいた。おーい」

「ふっ、ここに到着してから私を見つけ出すまでに三十秒──ぎり及第点ってところね」

　俺が大声で呼ぶと、冷たく笑った氷室はそう言いながらにこっちへとやって来た。

　どことなく早足だったその姿に、俺はつい嬉しくなって口元を緩めてしまう。

「さ、それじゃ行くか」

「……待ちなさい」

「ん？」

「…………感想」

　浴衣姿の氷室が、催促するようにジト目で訴える。

　約束通り浴衣姿の氷室は──それはもう控えめに言って極上だった。

　彼女のクールな印象にピッタリな青を基調としたデザイン、そして後頭部の下側で結われたいつもと違うヘアースタイルが、縁日の特別な空気とあわさって、今日が特別な日であることを一層引き立たせる。

「そ、そんなの、とびっきり綺つーか……あーくっそ、なんで他には『似合ってる』くらいしか浮かばないんだよ……。それじゃいつもと同じ感じになっちゃうし──とりあえず、氷室と一緒に恋来祭りに来ることが出来てほんとよかったよ」

「……そう。とびっきりね……一応、お礼を言うわ……ありがと」

　薄く頬を赤らめた氷室が、恥ずかしそうに目をそらす。

　それがまたとびっきりかわいくて──そんな氷と早くお祭りを心から楽しめるようになりたいと、俺は恋の結界を解決するための行動を開始することにした。

「……悪い氷室、ちょっと急ぐぞ」

　俺は淡々とそれだけ告げると、返事を待たずして氷室の華な手首を掴んだ。

「えっ、ちょっと──」

「とりあえず、ついてきてくれ」

　困惑する氷室を連れて、俺はぐいぐいと縁日の屋台が並ぶ道路を進んだ。

　絶対に放すまいと氷室の手をがっちり掴んで。

　だって、氷室がお祭りの結界のせいで余計な恋と出会ったら困るどころのレベルじゃ済まないから。

　屋台の列をぐんぐんと抜け、いよいよ縁神社へと突入。

　立派な鳥居がそびえ立つ石造りの階段を駆け上がる。その頂上でつい「はぁ」と息を荒らげてしまったのが、ちょっとダサかったり……。

　でもラストスパート。

　視界に縁光神社のお社を捉えた俺は、そのままずいずいと一目散に石を進んでいき、

　そして──

　目的地──賽の前に到着した俺は、氷室の手を放し、お賽銭を入れて手を合わせ、全力で願い事を叫んだのだった。




「氷室涼が俺のことをずっと好きでいてくれますように！」




　そう、この夏のバイト代ほぼ全部──五万円のお賽銭で。

　俺達の両いの物語の始まり。

　かつて氷室が同じように俺のことを想ってそうしてくれたように。

　これが──俺の導き出した解答だった。

　毒には毒を以て制するように、ナンナの非科学的パワーには同じくナンナの非科学的パワーで相してやろうと。

　もしこれが恋来祭りに張られた結界とやら自体には無意味な行為だったとしても、あの怠惰な女神に命令できるもっと上の神様達とやらが放ってはおかないはず。

　ああ、きっとこれなら大丈夫なはずだ!!

「ふぅ」

　俺はやりきったと小さく息を吐いた。そして恐る恐る、隣にいる氷室に視線を移す……。

「うっ……あぁ……」

　そこにあったのは、呻くような声と、焦点が合わずにオロオロとした瞳。

　氷は全身をゆでだこのように真っ赤にさせ、プルプルと小刻みに震えていて──

「た、田君！」

　顔を赤らめた氷室が叫ぶ。

「ちょっ、ちょっと来なさい！」

　そう言ってグイッと俺の腕を引っ張り、今度は氷室が先導して俺を神社の奥へと連れて行った。

　人が完全に消え去ったところで、氷室は俺の手を放して深呼吸をすると、未だ頬を赤らめたままに俺と向き合う。

「ああ、あれは一体、何の真なのかしら？」

「何のって──まぁ、お願い、ごと、かな……？」

「ままま、まさか、田島君、あああ、あのこと知ってたりとか──」

「は？　知ってるって……何を？」

　俺は努めてきょとんとした顔を作る。この嘘だけはきっと必要な嘘だ。

「い、いえ、何でもないわ。今のは忘れてちょうだい」

　すぅーっと、氷室は気を落ち着かせるようにまた深呼吸した。

「……それで？　今のがその……貴方が一度私との約束を断ろうとしていたことに関わりがあるとでも言うのかしら？」

「なぁ氷室」

「な、何？」

　真剣な眼しで切り出し始めると、氷室は一瞬たじろいだ。

「この恋祭りのジンクスって、知ってるよな」

「はぁ……？　そんな君の生徒なら二次方程式の公式より覚えている人が多いと言われる事柄を今更……あれよね、片いの相手と過ごせば恋が実るっていう──」

「ああ、そうだ。でも俺が話したいのはそれじゃないんだ。実はさ、このお祭りにはもう一つ、ジンクスがあったりするんだよ」

「もう一つ？」

　氷室は、そんなの初耳だときょとんとする。

「恋来祭りには、片想いは結ばれる──って反面、ここで両いが結ばれても長続きしない、破局するって黒い逸があるみたいなんだよな」

「そう、なのね……知らなかったわ。……なるほど。それがこの前、田島君が私からのお誘いを断ろうとしていたジンクスとやらの正体だと」

「……だな。そんな話をふとナンナに聞かされて……ああなっちまったっていうか……」

　本当は逸話などではなく紛れもない真実なんだけど……嘘にはなっていないよな。ああ、だってこれがこの騒動の原因だったことに違いはないのだから。

「ふふっ、だとしても。それは杞ってやつだったのではないかしら。だって私達、その逸の条件を満たしてないじゃない。両いっていう」（よ……よかったぁああああああ!?　嫌われたんじゃなくて、愛想尽かされちゃったんじゃなくて。両想いじゃなくなっちゃったんじゃなくて、そんな、そんな──すっごい嬉しい理由で!!）

　心からの安。それを表面にも滲ませた氷は、口に手を当てて小さく笑う。

　俺もほっとし、嬉しさを覚える。

　ただ……絵面的には、とんだ勘違い野郎ねと嘲されてる光景に見えなくも──どうなんだろう。

「わからないだろ」

「いえ、違うわ」（うん、両想い）

　即座に否定して即座にハッと目を見開く氷室。あほかわいい。

「でもさ、気になる異性をこのお祭りに誘うのって、もしジンクスの噂が本当なら──って可能性にあやかりたいからだろ。なのに、自分に都合のいいジンクスだけ受け入れて、都合が悪いジンクスは無視するってのはどうなのかって、俺はそう思ったんだ」

「そう、なの……？」

「ああ。もしもこのジンクスが本当で、両想いが上くいかなくなる何かがあったとしたら。そして、もしも氷室にちょっとは俺のことを想ってくれてる心があって、それがこの縁起でもないジンクスのせいでパーになるかもって考えると──そんなの、ふざけんな。って、なるだろ」

　苛ちをぶつけるように地面を蹴った俺は、それから優しい笑みを浮かべて氷室を見た。

「だってさ、俺達が積み上げてきたこれまでを、こんなよくわからない神様の祭りのせいで全部おじゃんにされるなんて、たまったもんじゃないじゃんか」

　これは心の底からの本音。……もちろん、よくわからない神様って部分も。

　まぁ、このよくわからない神様のお陰で、俺が氷室の想いに気付けたことにはもちろん感謝してるけど……。

「だから俺はたった今、神様にお願いしたんだ。そんなジンクスは困る。俺のバイト代全部くれてやるから、こっちの願いを通して欲しいって。恋祭りみたいな無料コンテンツよりも課金者の方が優先だよなって」

「ば、馬ね。田君ってほんと、馬鹿よ。心から呆れるくらいに大馬鹿者よ。ずっと好きで──って、ゼロならずっとゼロのままということじゃない。馬鹿」

　罵りの語彙力が低下した氷室の表情は、いつものクールな生徒会長はどこにいったという感じに、それはもう真っ赤だった。

「でも、百なら百、一万ならずっと一万のままってことだろ」

　サイコーな話じゃないか。甘々な氷室がずっと俺のことを想ってくれるって、本当に五万円で叶うなら喜んでくれてやる。

「もちろん欲張りな俺は、その上を目指すけどな。百なら千、一万なら十万って感じに」

「っ!?　…………」

　照れやら恥ずかしさやらでいっぱいいっぱいな様子の氷が絶句した。

　正直、俺だってもう限界だ。顔中が沸しそうなくらいに熱を帯びている。

　それからしばらくして、冷静さを取り戻した氷室が淡々と言葉を紡いだ。

「はぁ……結局ポジティブなのかネガティブなのか理解に苦しむ思考というか、ほんと、不思議な人よね。私の人生の中で断トツよ、ここまで私の感情を振り回したのは」

　俺の方だって、きっとそうだ。

　誰かのためにここまで頑張りたいと思ったのは。

「けどね、田君。人生はそんなに甘くはないの。物語の主人公じゃない貴方は、いくらこんなドラマチックな告白をしたところで、ハッピーエンドに辿りつくことは決して出来ないのよ」（よよよ、よし。見てて田島君、今ならいける。きっと辿りつけるから、私達のハッピーエンドに！）

「そ、そうなのか？」

「そうよ。──と、言いたいところだけど、どうやら今回は場所が悪かったようね。好きな人と行くと結ばれるというこの場所が。残念ながら、ええ、本当に」（うう、相変わらずな私でほんとぉおおおおにごめんなさい！。で、でもね、たとえルートは違っても、私達が共に辿りつきたいって願ってるゴールは変わらないはずだから。ねっ）

　そ、それってつまり、つ、ついに、お、俺と恋人に──!?

　そう考えて思わず目をみはった俺に構うことなく、氷室は更に言葉を放つ。




「ということで田島君。私の、恋………………」




　が、氷室はそれを言いかけた途中で固まってしまって、

「こ、恋……恋…………」

　バクバクと留まることを知らずに加速する心音。俺はゴクリと唾を飲んで、氷室が言い終えるのを静かに待つ。

　その頬が朱色に染まっているのを、恐らく氷室本人は気付いていない。




「恋……恋──恋にふさわしいかどうか、テストしてあげることにするわ！」




「へっ……？」

　予期せぬ展開に戸惑った俺は、小さな声を漏らした。

　それは、本音。本音からの告白だったのは間違いないんだけど──

　今、なんて？

　唖とする俺を前に、少し距離をとって背を向けた氷はふぅと安の息をもらし、「言えたー」と小さな喜びの声を上げている。か、かわいい。

　どうやら今の発言は建前ではなく、正真正銘、この「恋」なるものこそが、氷室が告白したかったもの、みたいだけど……。

「あ、あの……」

「何かしら？」

　伝えたいことを言えたからか、氷室はすっかり普段の調子を取り戻した様子で向き直る。

「今のその……恋約者？　ってのは……」

「あら、言葉の通りよ、結婚の約束をした男女の関係が婚約者なら、恋人になる約束をした男女の関係は恋約者。どう、何も間違ってはないでしょう？」

　いや、間違ってるうんぬんの次元じゃない気が……

「ふふっ、もしかして私が『恋人になりましょう』とでも言うと思ってたのかしら。それは浅はかよ田君」

「いやその……まぁ……流れ的に、そうなるのかと……」

「私が示したのはね、あくまでも恋が始まる可能性よ、可能性。恋のジンクスに少しくらいは乗っかってあげようという、私なりの優しさってやつね。ま、現状私と恋約者になれる可能性は、非常に厳しいのだけれど、賭けてみる価値はあると思うわ」（ごめんね田島君またテストとか、こんな余計なことを言っちゃって……。でもでも、これくらいなら本音で言えると思ったの。それに、恋人じゃなく恋約者になりたいってのは私の本心だから。ええ、だって私達にはまだ恋人になっては困る理由があるんだもの）

　氷室がからかうように笑った。

　えっ、なにそれ!?　こ、恋人になっては困る理由って何だよ？

　心の声に困惑する俺を余に、氷室は更に言葉を続けて、




「──それに、私との交際を、貴方のお母様が認めてくれるわけないでしょう。その辺は田島君の方が私よりずっと理解してるはずだと思っていたのだけれど」




　氷室の真剣な眼しを前に、俺は「あっ」と小さな驚きの声を上げる。

　こ、これが理由なのか。

　周囲からの反対を遮って勢いだけで行動し──そして失敗した母さん。

　息子には同じ轍を踏んで欲しくないと──心から気にかけてくれる母さん。

「結婚だって、プロポーズ後、両親に認めてもらってから進めるものよね。だから私達も、その順序を守るのが筋でしょう。少なくともお母様が私達の交際を否定している以上、私には田君と付き合うつもりはないわ」

　そんな母さんの気持ちを、氷はきちんと汲んでくれていて、

「じゃないと、みんなが幸せになれないでしょう。私はいやよ、そんな後ろめたさのある恋人関係なんて。だから私が貴方となるのは、あくまでも恋ってことよ。今のところはね」

「な、なるほど……」

　ああ、俺だって嫌だ。こんなにも氷室は俺達のことを考えてくれているっていうのに、それをずっと母さんに誤解されたままなのは。是非伝えてやりたい、俺の好きになった女の子は、多少性格はあまのじゃくで素直になれないこともあるけど、かわいくて素敵な子なんだって。

　俺は嬉しかった。

　だって今までとは違い、建前混じりの言葉ではなく、れっきとした本音での宣言だったから。それを氷室の口から聞くことが出来たから。

　恐らくこれは、今の氷室なりの精一杯の素直だったんじゃないかと思う。

「私が貴方を選んで果たして正解になるのかどうか。それをしっかりとテストさせてもらうから。ま、精々頑張りなさい、私の好感度ゼロを少しでも成長させるために。私と恋約関係になりたいなら」（わわわ、私も頑張るから。田島君のお母様に、私が田島君を大大大好きだってちゃんとわかってもらえるよう、お似合いだって認めてもらえるよう、将来一緒の台所に並んで料理を作る仲になれるよう──私頑張るからっ！）

　やっぱりまだまだあまのじゃくな氷室だけど──

　それでも、こんなにも俺のことを想ってくれてありがとう。すっごく幸せだよ。

　無限に湧きあがる喜びを胸に、俺は力強く頷いた。

「ああ、俺も頑張るよ」

「は？　俺も？」

「あっ、いや……悪い、言い間違えた」

「そう……ふふっ、肝心なところでしまらないのは、いかにも田島君って感じだわ。そういうとこよ」（ほっ。バレたわけじゃないみたいね。私の本当の気持ちが……ってちがーう！　何私、田島君に言わなきゃいけないことを隠し通して安心してるのよ。私のばかぁ）

「そ、それで、テストって、具体的には何をするんだよ」

「……そうね。やっぱり一緒にいて楽しいかどうか──これが一番重要でしょうし、まずは模擬デートをしてみることにしましょうかしら。もちろんそのプランを考えるのは田島君よ。赤点にならないことを祈ってるわ」（田島君と一緒ならもうどこでも満点なんだけどね。それとそれと正式な恋人関係ではないけど、映画館とかでカップル割を使用するのは全然オッケーだから。だからいっぱいいっぱい誘って欲しいなー。えへへ）

「お、おう。わかった。氷が満足できるように、俺なりに色々と考えてみるよ」

「ええ、よろしく」

　建前のように最初から期待ゼロってのもあれだけど、期待感ＭＡＸもそれはそれでプレッシャーだよな。……頑張ろう。

「それと、朗報よ田君」

「ん、朗報？」

「なんと、私は今──好きな人がいないのよ」

　ええっ!?

「そ、そうなのか……？」

　声が一つだし……本音なの!?　え、えっ、俺のことは……!?

「そうよ。だから田島君の頑張り次第では、ほんとに私と恋関係を結べる可能性が大だから、張り切るにこしたことはないと思うわ。私の恋心がフリーのうちに」（こ、これで誤解は解けたわよね。私に田島君以外に好きな人がいるっていう、あのろくでもない誤解は。心配しないでね、私は田島君一筋だから）

　ほっ。そ、そういうことか……。今のは誤解を解くのが目的だったから、心の声が聞こえなかったと。や、ややこしい……。

「ま、少なくともテスト中の間は、貴方以外をそういった目で見ないようにしてあげるわ」

「あ、ああ。これは、ありがとう。で、いいのかな」

　視線を外しながらもじもじとする氷室の本音に、照れくささを覚えた俺は苦笑いを浮かべながら頬を掻いてしまう。

「──さて、改めて尋ねるけど、もちろん挑戦するのよね？　私の恋約者になるためのテスト……ようは恋約者（仮）に」

　氷室の真珠のような瞳が俺を射くように見つめる。

　氷室と友達から始めると決めた時、俺は好きな人の望むペースで共に歩いていければって──そう思ったんだ。

　だから氷室が本心でそう告げるなら、私のゆっくりな恋に付き合って欲しいとそう願うなら、俺の答えはあの時と何一つ変わることはない。

「氷室がいいのなら、俺の方は喜んで受けさせてもらうよ。そのテスト」

　何だか気恥ずかしくなりつつも俺は、はにかんでそう言った。

「そ」

　素っ気なくそう言った氷室は、俺から視線を軽く外す。その口元が若干緩んでいのが、嬉しかったり、たまらなかったり。

「じゃあ恋約者としての仮契約の印を押すから、さっさと目を瞑ってちょうだい」

「は？　仮契約の印……？」

　首を傾げながらも、とりあえず指示に従ってみた。

　のだが──

　目をつぶった瞬間気付いてしまう。

　こここここれって──ようはキスするってことじゃぁあああああ──!?

　でもでも恋になるテストって、ようするに仮免の仮免みたいなもんなんだよな？

　そんな遠い関係で、するのかキスを!?

　してもいいものなのか、キスを!?

　いやいや氷がそんな大胆なことするわけ、ないよな……うん。

　けれどけれど、だから目を閉じさせたとか──そんな可能性が、可能性がぁ──

　だ、ダメだ、氷室の足音が近づくにつれ胸のドキドキがどんどん加速していくというか──もう思考が纏まらないぃいいいいいい!?

　バクンバクンと破裂しそうなくらいに高鳴る心音。それ以外にはカタンと、氷室が近づく下の音だけしか聞こえなくなって、向こうはお祭りで騒がしいというのが嘘のように、辺りがやけに静かに感じる。

　そして。

　ぺちんと小さな衝撃が右の頬に走り──

「いっ──!?」

　びっくと顔を震わせ、反射的に声を上げて俺は目を開く。

　パシャリ。

「…………へ？」

　と、その行動と同時に浴びせられた眩しい光。間の抜けた声を出した俺は、いまいち状況を掴むことができないまま辺りを朧な視線で見渡す。

　すると目の前には──なんと、スマホを片手に楽しそうに笑みを浮かべるる氷室がいたのだった。

「ふふっ、どうしたの？　そんないつになく面白い顔をして。さ、一体何を期待していたのかしらね。キス島君は」

　楽しそうに見せびらかされたスマホには、今すぐ消してと叫びたくなるほどの、見るに堪えない困惑で歪んだ俺の醜が写っていた。

「ベストショット。残念だったわね浮かれ島君。ふふっ、常識的に考えて、まだ恋人どころか、恋約者ですらないのにキスなんてするはずないでしょ。ばーか」

「あ、あぁ……そう、だよな……」

　甘く囁かれた最高の言葉。それはたっぷりの糖度が込められた極上の罵り。まさしくギャップ萌えの極だと、俺の心がありったけの幸福感で満たされる。

　声が一つしか聞こえない、本音のからかい。それが意味するのはきっと、本番は恋に──恋人になった時のお楽しみということで──

　それを実感させるように、目の前の氷は一見クールに微笑して決めているつもりでも、「正直今はこれが精一杯」と言わんばかりに両の耳を先っぽまで真っ赤に染めていたりなんか。

　だから俺は、嬉とした表情で言葉を放ったのだった。

「じゃあこのお預けをくらった何とも言えない喪失感は、その日が来た時のためにとっておこうかな。なんて」

「……ま、妄想は個人の自由。実際にそんな未来がくるなんて今の私には到底想像出来ないけど、好きにすればいいと思うわ」

　肩をすくめた氷室はふぃっと顔を横に背ける。

（えへへへ。やった、やったわよ！　ついに友達から一歩上の関係にランクアップしたわ。さぁ、二人の明るい未来のために、私もっともーっと頑張るから。見ててね田君。大好き♡）

　照れ、歓喜、後はやっぱり恥ずかしさに──それから恋への達成感なんかもあったと思う。今俺が、自然とありったけの笑みを零していた理由は。

　ほんと、うちのあまのじゃくな恋約者さん（仮）は最高だ！






エピローグ









（ナイスでしたよ愛！　なるほど、そう考えましたかー）

　それはお祭りに戻ろうと、先に歩き出した氷室に連れ立とうとする寸前のことだった。

　聞き覚えのある明るい声を耳にし、俺は辺りをきょろきょろと見渡す。

（あ、ナンナさんはこの場にはいませんよ。今愛斗の脳内に直接思念を送ってるので。愛斗からも心の中で言いたいことをイメージすれば、私に送ることが出来ますよ）

（そ、そうなのか。って今の、ちゃんと伝わってたりする？）

（はい。バッチリと）

　おお、ホントだ。すげー。

（それで愛斗が考えた恋来の結界を無効化する方法ですが──はい、とってもいい判断でした。いやー盲点でしたね。こんな手段があったなんて）

（お、ってことは、その様子だと何とかなるってことだよな？）

（はい！　愛斗が奮発してくれたお陰で、愛斗の読み通り上のクソジジイ共を動かす大義名分が出来ましたから。今、その神様達のナンナさんより遥かに強いパワーの介入によって結界の不具合を取り除いてもらい、正常に作用するように作り替えってもらったところです。いやーナンナさんとしても、放置していた面くさい問題がぱぱーっと片付いて助かりました。あれですね、一石二鳥ってやつですね。ってことですので愛達はこのまま、私のお祭りを充分に楽しんでってください）

（あ、ありがとう……）

　これ、もしかしてナンナが一番喜んでいるんじゃ……俺のバイト代で、後回しにしていた厄介な欠陥が解決しちゃったわけだし……。

（まーそのお陰で私は恋祭りの結界に不備があったまま長年放置してたことが上にバレて、結局始末書を書かなきゃならなくなったんすけどね……ま、今回はナンナさんも色々とやらかしましたから、素直に反省します……とほほ）

（そ、そうなんだ……）

（それでは愛斗、涼をこれ以上待たせるのもアレですから。私はこれで）

　その言葉を最後に、ナンナの声は聞こえなくなった。

　どうやら本当に、恋来祭りの結界は何とかなったようだ。

　はー、すっごいホッとしたぁあああああ！

「──田君、何ノロノロしてるのかしら？　置いてって欲しいのなら、そうするけど」（ね、はやくはやくー、一緒にお祭りに行きましょうよ）

「あ、悪い。今、行くから」

　前を行く氷からの催促に、俺は慌てて駆け寄って隣に並ぶ。

　そして、

「そう言えばさぁ──」

「何かしら？」

「結局のところその恋ってのは、具体的に恋人とはどう違うんだ？」

　ふと気になった俺は、何気なく尋ねてみた。

「もちろん友達とも違うんだよな？」

「ええ違うわ、全然ね」

　いつになく力強い言葉。

「……そうね。言うなれば恋人（仮）。ようするに、運転免許の仮免許みたいなものだと思ってもらえればいいかしら」

「仮免か……」

「ま、田島君は今、その仮免を取れるかどうかのテスト段階にいるのだから、そこのところは勘違いして欲しくないわね。まだ早い」（本当は飛び級でカノジョどころかお嫁さんなんだけど。ごめんなさい、田島君。へたれな私で……）

「運転免許の仮免って確か、監督者がいれば普通に車を運転していいんだよな。じゃあなんだ、恋約者もその監督者ってのがいれば、晴れてそうなった暁には、俺達は一時的に恋人同士になれたりもするってことなのか？」

　すると氷は鋭いわねと言うよう目を光らせた。

「ええ、その通りよ。監督者の許可さえあれば一時的にではあるけど恋人になれるわ。なれちゃうのよ私と恋人関係に」

　大事なことらしく二度言い直す。

「ま、現状貴方と恋人なんて、非常に不愉快な話ではあるけれど」（どう？　最高な仕様よね。つ、ま、り、恋になった時点で、監督者の許可さえあればずっと恋人のままいられるってことなのよ。えへへ）

「で、その監督者ってのは誰になるんだ。うちの母さんか？」

　氷室が恋約者を提案した経緯的にも、そうなりそうだけど。

「え、私だけれど？」

　不思議そうに首を傾げる氷室。

「ん、氷室本人なのか？」

「当たり前じゃない。私自身のことなのだし。それに、私以外の裁で勝手に田君にカレシ面されるなんて、たまったもんじゃないもの。ゾッとするわ」

「そ、そうだな……」

（田島君がどーしてもって言うなら、今すぐ恋約者になって許可をあげなくもないわよ。ちらっ。あげなくもないわよ。ちらっ）

　氷室が恋人になりたそうにこちらを見ている（心の目で）。出来るなら今すぐ「はい」を押したいのに……。

「……ま、いいわ。今日は貴方の頑張りとあの五万円の誠意に免じて、超特別に、恋約者になるとどうなるのか実してあげるとしましょう。──それにしても今日は一段と暑いわね」（お祭りなんだし、ち、ちょっとだけならいいわよね。浮ついても、ね、ね）

「へ？　実践って、それはどういう──」

「こいうことね」

　すると突然、歩みを遅めた氷室が、俺の服の袖をちょこんと掴んできて、

「こ、恋人同士だったら、手を繋いで歩くものよね」

　若干の緊張と共に、氷室はそう言った。

　ふいに俺は、以前友達になった後に喫茶店で氷室から言われた言葉を思い出す。




「友達は手を繋いで歩いたりしないわ。残念だったわね」




　確かそんなこと、言ってたような──

「ど、どうかしら？」

　上目使いに尋ねてくる氷がめちゃくちゃかわいい。

「あ、ああ。なんつーかその……すっごいドキドキする……」

「……そう。ちなみに、これが恋だったらもちろん私と手を繋ぐことが出来るわ。でも、お試しだから今回はこれまで。ふふっ、この片方だけが手を差し伸ばしてるこの光景が、今の私達の関係を如実に表してるわね。ま、立ち位置は逆だけれど」（…………ら、来年は是非一緒に手を繋いで回りましょうね……好きよ、田君）

　いつものように冷静を装うも、ちょっぴり頬が赤くなっちゃてる氷室。

　ああ、是非とも!!

　そんな氷室に袖を握られながら、とりあえず俺達は出店方面を目指して進む。でもこのいっぱいいっぱいな調子じゃ、今日は無理に母さんと会わせない方がいいのかも。

　相変わらずちょっとずつな歩幅。だけど、俺達の関係は着実に進んでいる。

　そう心から実感できるこの一時が、たまらなく嬉しかった。

　ああ、別に誰からもとやかく言われる筋合いはないはずだ。

　これが俺達二人の人生なのだから──













アフターデイズ









「えっ…………？」

　間の抜けた声と共に、頭に結ぼうと取り出したバンダナが手を離れて地面に落ちていく。

　オタ島の方はアタシとの会話を終えると、苦笑しながら背を向け、一足先に屋台の準備に取りかかろうとする。

　理解出来ない。

　それがオタ島から昨日の恋祭りの報告を聞いたアタシの感想だった。

　バイトが始まる直前、昨日の夜からもう気掛かりでしょうがなくて、結局寝不足気味だったアタシは、それとなく尋ねてみたんだけど──

　アタシを待ち受けていたのは、予想外を遥かに上回る衝撃的な報告だった。

　な、なんなの恋になるテストって……。

　おかしい、おかしいよね、こんなの間違ってる。うん、絶対に間違ってる。

　だって、だってだってだって──




　氷さん、好きな人と上くいってるって、付き合うって、そうなるはずだったんじゃないの!?




　だってそうだよね。他ならない氷室さん本人が「付き合うのも秒読み」って、そう温泉旅行の時から宣言してたんだし。

　先週の日曜にばったり電車で会った時も、その状況は変わってなかったっぽいし、オタ島とお祭りに行くのだって、これで諦めてもらうための意味合いが強いって、そう言ってたし。

　なのになのになのに、ここに来て、このどんでん返し。

　こんなのわけわかんないよ。

　もしかしてフラれたってことなの？

　氷室さんが好きな相手に。

　確か、氷室さんに負けないくらいの綺なライバルがいるって言ってたし、結局今までの惚気は、全部氷室さんの思い込みで、その子が選ばれたとか……。

　これはありえる。あいつ性格ホント悪いし。

　だからって、急にオタ島を相手に選んだ理由にはならないよね。

　今の今まで興味のきの字すらなかったってのに。

　しかもまた、恋約者だとかこんな人をおちょくるようなお試し期間を設けて──

　更にそれをテストするとかどうとか……。

　──あてつけ。これはあてつけなの？

　その誰だか知んない男に、私に振り向かなかったことを後悔させてやろう的な、氷さんなりの仕返し。オタ島の恋心を利用しての──

　もしそれが真実だとすれば、許せないってレベルじゃない！

　──いや違う。そうじゃない、そうじゃないだろアタシ。

　なんでこんなにも取り乱しているのか。

　なんでこんなにも怒りのような感情が渦巻いているのか。

　その一番の理由に心当たりがちゃんとあるんじゃんか。




　単純に、オタ島を──自分の好きな人を取られたくないだけだっていう──




　この幸せな時間を、氷室さん──いや、他の誰にも渡してたまるものかって。

　うん、もうオタ島の恋心がどうとかってそんな余計な建前や柵なんかどうでもいい。




　アタシは──砂雅は田愛とずっと一緒にいたいんだ！




　今、ここで動かないと絶対に後悔する。

　そう確信したアタシは、無意識に行動に出ていた。

　傍に置いておいた財布についたパワーストーンをギュッと握り、覚悟の眼しと共に口を開く。

「オタ島あのさ……」

「ん、どうした？」

「──してあげるよ……」

「ん？　悪いもう一度言ってくれ──」

　振り返ったオタ島に、アタシは精一杯の勇気を振り絞り、言葉を吐き出した。

「だからさ、アタシだって、オタ島がその恋ってのに相応しいか、テストしてあげるって言ってんの！」

　それはもう、完全な勢い任せの発言だった。

　いきなりの大声にただ唖とするオタ島。

　その隙にグイッと更に距離を詰めたアタシは──

「そのこれ……仮契約の印ってやつ！」

　と、そう言いながら──




　ちゅっと彼の左頬に口づけをしたのだった。




　キスされた頬に手を当てながら、唖としているオタ島。

　全身にはんぱない量の汗を感じなら、アタシはこう続けた。

「それと、逆にオタ島の恋約者はアタシがもらうつもりでいるから!!　その……覚悟しといてよね！」

　そう、勝ち気に笑って。

　もう止まれないし、止まるつもりはないんだって。






あとがき






　氷さん三巻、お手に取っていただきどうもありがとうございます。広祥です。

　さて、今回のお話の中で、ジンクスというワードをちょいちょい使用しましたが、皆さんにも信じているというか、気をつけているジンクスがあったりなんかするでしょうか？

　僕にはあります。

　以前、人生の先輩にあたる方から「いいか、財布だけは多少無理してでも立派な物を持て。やっぱ綺で大きい財布の方がお金だって喜んで入ってくると思わないか？　あと、古すぎるのもダメだ。三年に一回変えるくらいがなおよし」と言われ、何だかその話が妙に心に響いてしまった僕は、ずっとその三年周期を守って財布を変えるようにしてたりします。ちなみにその先輩ですが、お金持ちどころか、ヨレヨレの年季の入った財布を使ってて「ん、わしか？　わしはこんなんだからダメなんだろうな。ははは」と豪快に笑われたりと……ほんと、僕はなんでそれを信じる気になったのでしょうね（遠い目）。

　最後に、ざっとで申し訳ありませんが謝辞となります。

　担当のＯ様に、イラストのうなさか様、そのほか、本作に携わってくれた全ての方々に厚く御礼申し上げます。本当に毎回、ありがとうございます。

　四巻は……そうですね、寒くならないうちに出せるように頑張りたいです。それでは。















電子書籍特典　書き下ろし短編「氷室さんの旅行準備」







　うぅ……やっぱりこれ、私一人じゃ、どうにもならなそうな問題だわ……。

「はぁ……どうしましょう……」

　深いため息と共に、ふと目に留まったベンチへと腰を下ろす。

　それは、林間学校の下見という名目で行われる、生徒会での海水浴旅行を間近にしたとある日の昼下がりのことだった。

　私はその旅行にはかかせない非常に大切な物を買いに、駅前の大型量販店を訪れていたところだったのだけれど──そこで私は、自分の手に余る大きな壁にぶつかってしまっていて……。




　一体、どの水着を買うのが正解なのよぉおおおおおおおお!?




　心の中で大きく叫んで自問する私。

　そう、私はたった今、水着選びを一時断念し、水着売り場から戦略的撤退をしてきたところだったりする。

　その理由は、どの水着を選べば田島君から極上の褒め言葉（そうね、「綺麗だ。今すぐ俺と結婚しよう！」がベストだわ。目指すわよ）を頂けるのか。この難問に対する回答が、全然浮かんでこなかったからで……。

　家で悩むよりも実際に水着を前にしてあれこれ考えれば自ずといい答えが見つかるはず、そう思って家を飛び出した私が浅はかだった。

　何で、何であんなにもいっぱい水着があるのよぉおおおおおおお!?

　フロアに陳列された色とりどりの水着を見た瞬間、私の頭は真っ白になった。あちらこちらに張られたオススメの赤字札。もう、オススメのオススメは一体どれなのよ!?

　思い返せば誰かの目を気にしての水着選びなんて、私にとっては初めての経験。

　その初めてが絶対に失敗したくない好きな人との初旅行だからこそ、私はこうして足が竦んでしまい、安直にオススメに頼ることも出来ずにどうするべきか頭を抱えている。

　えぇ、もう田島君と初デートしたあの時のような惨事だけは絶対に嫌だから。

　あと、あと、とびっきりのサプライズで田島君を目一杯どぎまぎさせたいって乙女心兼悪戯心も私の中にあったりなんか──えへへ。

　よし、ここはやはりグーグル先生の出番ね。ちゃっちゃと見つけるわよ。水着選びのコツやポイントのようなものを。

　やるぞとばかりに、私は取り出したスマホを握る手にぐっと力を入れる。

　そう言えば夏休みということもあってか、水着を買いに来ていたお客さんは私と同じ年齢のような女の子が多かったわね。それも殆どは友達と一緒で、遊びも兼ねてって感じに。

「…………」

　そ、それだわぁあああああああああああ！

　い、いるじゃない私にも、こういう時相談に乗ってくれて頼りになりそうなお友達が。

　無言で頷いた私は、すぐさまグーグル先生に頼るのを止めてラインを起動させた。

　そして、私の友達──相沢さんへと簡潔に事情を説明し、『今時間に余裕があるのなら、私の水着選びに付き合ってほしい』と本題を送った。

　すると、すぐに返事はやってきて、




『い・や♡』




「えっ……」

　絶句する私を余所に、にっこりと笑うパンダのスタンプが追加で送信されてくる。

　気付けば私は、相沢さんに電話をかけていた。

『──およ？　どうしたの、氷室さん？』

「どうしたの──じゃないでしょう。今の返事はどうなの……と言うか、断るにしても、適当な用事を告げるとか、もっと上手い返し方があったと思うのだけれど」

『いやーヒマはしてるんだけど──行きたくなかったから、もうはっきりと断ちゃおうって』

　てへへと笑う相沢さん。正直だけど、変に嘘つかれるよりも何倍も堪えるわよこれ……。

「で、理由は何なのかしら？　それを告げずに一方的にお断りをされるのは、ちょっと不愉快だわ」

『んーだってあれでしょ。水着選びにわたしを誘う本当の理由ってさ──この人、胸ないし水着選ぶの苦労してそうだから色々と詳しそう──って、ところからでしょ』

「へ？」

『この時期になると多いんだよねー。水着を一緒に見に行こうってお誘いがさー。胸の貧相なわたしがいるといい引き立て役になってくれるからって……死ねばいいのに』

　相沢さんは最後に声のトーンを低くしてぶっそうな言葉を放り投げる。

「はぁ……それで、茶番はこれくらいでいいかしらというか──貴女、私にそういった意図がないことをはっきりとわかっててやってるわよね」

　私は呆れ半分といった感じにそう尋ねた。

　そう、友達になった私達の間に、建前や口実なんて壁を設ける必要などどこにもないのだから。本音で話せる私と相沢さんの仲に。

　すると、何故だか電話越しの相沢さんがフッと軽快に笑ったような、そんな気がして、

『えへっ、そうだよ！　だってこうやって日頃の鬱憤を吐き出せるの、氷室さんだけだもん。それにー氷室さんが純粋にわたしを頼ってくれたってのが、嬉しくってつい──』

　相沢さんの弾んだ声。

　もう、私の友達ったら、あまのじゃくなんだから──困りものよね。ふふっ。

『ってことで、冗談は置いておいて、わたしでよければ付き合うよ、水着選び。その変で適当に時間潰して待ってて。今からそっちに向かうから』

「ええ、ありがとう。待ってるから、よろしく頼むわね」

『りょうかーい。……ああでもー、田島君が無類の貧乳好きだったら、その時は何選んでもわたしの勝ちになっちゃうんだけどねっ。なんて』

「そ、そんなことないわよ。田島君は健常者、普通に胸の大きい女の子のほうが好みよ」

　そ、そうよね？　ね、そうに決まってるわよね田島君!?

『あ、じゃあ砂城さんの圧勝かなっ』

「旅行にいない人の話はいいじゃない！」

　ぶっちゃけ今回の旅行に砂城さんがいなくてほんと、助かったわ。ええ、あの圧倒的戦力差は、水着どうこう以前の問題だもの……。

　それから私は、相沢さんと集合場所や到着時間などの細かいやり取りをして電話を切った。

「ふぅ……」

　相沢さんが来るまで一時間くらい。暇ね、どうしましょう？

　……そうね、特にこれといって立ち寄りたいお店があるわけでもないし、本屋で立ち読みでもしていようかしら。





　　♡






　うっわぁ……あの人、なんつー似合わない本、読んでんのよ……。




　アキのバイトが終わるまでの暇つぶしにウインドウショッピングでもとぶらついてたところ、思いがけない光景が目に飛び込んできて唖然となったアタシは、口をぽかんと開けたまま固まってしまう。

　なんと、あの氷室さんが「この夏、気になるカレを落とすための水着特集。絶対に失敗したくないなれコレ！」とでかでかとポップな字体で表紙に書かれたティーンズ雑誌を、こともあろうに真剣な表情で立ち読みしている場面に、アタシは遭遇してしまった。

　恐らくはその特集とやらを読んでるのだろう。かなり熱心に読んでるようで、幸運なことにアタシに気付く気配はない様子。

　あれか、あれですか、例の氷室さんが片想い中の相手と海かプールに行く約束でもしてるってわけですか。

　……オタ島のやつ、マジせつねーな。

　どっちが先になるのか知らないけど、あんたが旅先で見ることになる氷室さんの水着は、氷室さんが別の男に見せる目的で新調した最悪の背景が──まぁそんなのお構いなしに、どうせオタ島は氷室さんの水着姿に鼻の下伸ばすんだろうけどさ、むー何か腹立つ。

　とりま──うん、見なかったことにしよう。

　こくんと頭を振ると、アタシはすぐさま踵を返した。

　まーいいんじゃない別に。氷室さんが自分の恋に張り切るのは、あの人の自由だし。

　それにアタシだって、今年の夏は頑張るつもりでいるんだからさ。

　この日のために買ったおニューの水着で、お、オタ島を悩殺なんかしちゃったりして!?
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